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邇
騰
鬮
係
圏
公
鬮
民
営
化
に
あ
た
っ
て

道
路
局
長

谷
口

博
昭

道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
去
る
一
〇
月

一
日
、
道
路
関

係
四
公
団
が
民
営
化
さ
れ
、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
首
都
高
速
道
路
株

式
会
社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神

高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
の
各
高
速
道
路

株
式
会
社
並
び
に
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
が
新

た
に
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
が
円
滑
に
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
行
政
の
構
造
改
革
の
一
環
と

し
て
行
う
特
殊
法
人
改
革
の
中
で
、
郵
政
民
営
化
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
も
の

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、



①

約
四
〇
兆
円
に
上
る
債
務
を
確
実
に
返
済
し
つ
つ
、

②

真
に
必
要
な
道
路
に
つ
い
て
、
早
期
に
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
国
民
負

担
の
下
で
建
設
す
る
と
と
も
に
、

③

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
の
発
揮
に
よ
り
、
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設

定
、
道
路
資
産
や
関
連
情
報
を
活
用
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
戦
後
の
有
料
道
路
制
度
を
初
め
て
抜
本
的
に

改
革
す
る
正
に
画
期
的
な
も
の
で
す
。

各
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
高
速
道
路
の
建
設
、
管
理
の
他
に
、
S
A
･
P

A

(サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
)
を
は
じ
め
と
す
る
収
益
事
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
、

高
速
道
路
株
式
会
社
が
新
た
に
担
っ
た
重
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
談
合
等
不
正
行
為
防
止
策
の
実
施
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
剰
余
金
の
還

元
等
引
き
続
き
取
り
組
む
課
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
極

め
て
公
共
性
の
高
い
業
務
を
担
う
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
民
や
高
速
道
路
利

用
者
に
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
と
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
各
高
速
道
路
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、
民
間
の
知
恵
と
工
夫
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
革
の
成
果
が
一
日
も
早
く
国
民
や
高
速
道
路
利
用

者
に
実
感
し
て
頂
け
る
よ
う
ご
尽
力
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
に
お
い
て
は
、
債
務
の

確
実
な
返
済
が
図
れ
る
よ
う
、
情
報
公
開
を
始
め
透
明
性
の
確
保
等
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
道
路
行
政
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
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新
会
社
発
足
に
あ
た
っ
て

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

八
木

重
二
郎

平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
、
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化

に
よ
り
、
新
た
に
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債

務
返
済
機
構

(以
下

｢機
構
｣
)
と
東
日
本
、
首
都
、
中
日

本
、
西
日
本
、
阪
神
及
び
本
州
四
国
連
絡
の
各
高
速
道
路
株

式
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。

こ
の
民
営
化
の
目
的
は
、
｢民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間

に
委
ね
る
｣
と
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、
約
四
〇
兆
円
に
上

る
有
利
子
債
務
を
確
実
に
返
済
す
る
こ
と
、
真
に
必
要
な
道

路
を
早
期
に
で
き
る
だ
け
少
な
い
国
民
負
担
の
下
で
建
設
す

る
こ
と
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
揮
に
よ
り
多
様
で
弾
力
的
な

料
金
設
定
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
他
に
も
経
営
の
自
由
度
が
拡
大
さ
れ
、
様
々
な
事
業

を
展
開
す
る
事
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
民
の

皆
様
や
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
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ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
民
営
化
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

顧
客
満
足
の
向
上
を
目
指
し
た
、
お
客
様
第
一
の
経
営
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
優
れ
た
安
全

性
を
備
え
た
高
品
質
な
道
路
を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
事
業
を
執
行
す
る
こ
と
で
、
機
構
と
の
協
定
に
基
づ

く
貸
付
料
を
着
実
に
支
払
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
も
各
公
団
は
コ
ス
ト
削
減
の
努
力
を
続
け

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
会
社
の
中
に
物
を
安
く
買
う
こ

と
、
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

確
実
に
つ
く
り
込
ん
で
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
民
の
皆
様
や
お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
て
、
こ
れ
ま
で
各
公
団
が
培
っ
て
き
た
技
術

･
経
験
を
土

台
に
、
新
た
な
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
導
入
し
て
ま
い

り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
、
民
営
化
と
い
う
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
の
高
速
道
路
事
業
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
に
よ
る
効
率
化
と
更
な
る
利
便
性
の
向

上
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
の
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
道
路

公
団
に
お
け
る
談
合
問
題
等
で
揺
ら
い
だ
国
民
の
皆
様
及
び

お
客
様
か
ら
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
も
、
機
構
と
新

会
社
は
力
を
合
わ
せ
、
新
た
な
有
料
道
路
事
業
の
両
輪
と
な

っ
て
、
国
民
の
皆
様
や
お
客
様
へ
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
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遭
騰
鬮
係
圓
礬
鬮
⑭
民
営
化
に
つ
い
て

大
臣
官
房
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
組
織
設
立
準
備
室

大
塚

久
司

縊

は
じ
め
に

去
る
一
〇
月
一
日
に
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道

路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
の
道
路
関
係
四
公
団

(以
下

｢公
団
｣
と
い
う
。)
が

民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
七
月
号
に
引
き
続
き
、

各
公
団
と
連
携
し
つ
つ
進
め
て
き
た
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢会
社
｣
と
い
う
。)
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
高

速
道
路
保
有

･
債
務
返
済
機
構
(以
下
｢機
構
｣
と
い
う
。)

の
設
立
手
続
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

二

会
社
の
設
立
葦
続

会
社
の
設
立
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営

化
関
係
法
施
行
法
等
の
規
定
に
従
い
、
設
立
手
続
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ー

会
社
の
会
長
及
び
社
長
の
就
任
予
定
者

会
社
の
設
立
に
向
け
て
の
具
体
的
な
手
続
は
、
四
月
五

日
及
び
五
月
二
○
ロ
に
行
わ
れ
た
会
社
の
会
長
及
び
社
長

の
就
任
予
定
者
の
公
表
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

2

会
社
の
設
立
委
員
会
に
お
け
る
審
議

五
月
三
O
日
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
ご
と
に
、
各
会

社
の
会
長
等
就
任
予
定
者
に
加
え
、
機
構
の
理
事
長
就
任

予
定
者
、
経
済
界
の
代
表
、
関
係
審
議
会
の
代
表
、
関
係

行
政
機
関
の
代
表
、
出
資
地
方
公
共
団
体
の
代
表
等
が
設

立
委
員
に
任
命
さ
れ
る
と
と
も
に
、
六
会
社
合
同
の
第
一

回
設
立
委
員
な
云
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
回
の
委
員
会
で

は
、
各
会
社
の
設
立
委
員
は
、
公
団
の
現
状
と
会
社
の
経

営
方
針
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
の
審
議
に
資

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第三回会社設立委員会において挨拶をす
る北側一雄国土交通大臣

ま
た
、
各
会
社
の
設
立
委
員
は
、
日
本
道
路
公
団
等
民

営
化
関
係
法
施
行
法
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
一
項

の
規
定
に
従
い
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項

の
会
社
と
高
速
道
路
利
用
者
と
の
供
用
約
款
案
及
び
会
社



の
定
款
案
の
作
成
を
行
い
、
七
月
二
〇
日
の
第
二
回
設
立

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
団
に
株
式
の
割
当
て
を
行
い
ま
し

任
が
決
議
さ
れ
、
ま
た
、
役
員
報
酬
の
総
額
に
つ
い
て
も

委
目
ね
云及
び
九
月
一
五
日
の
第
三
回
設
立
委
員
容
云
に
お
い

た
。

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
の
上
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

3

会
社
の
定
款
及
び
供
用
約
款
の
認
可

第
三
回
設
立
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
会
社
の
定
款
及
び

供
用
約
款
に
つ
い
て
は
、
同
日
、
各
高
速
道
路
の
設
立
委

員
よ
り
国
土
交
通
大
臣
に
認
可
申
請
さ
れ
、
九
月
一
六
日

に
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

奥田碩設立委員会委員長

4

会
社
の
株
式
の
割
当
て

各
会
社
の
定
款
に
お
い
て
各
会
社
の
設
立
に
際
し
て
発

行
す
る
株
式
数
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
該
定
款
の

認
可
を
受
け
て
、各
高
速
道
路
株
式
会
社
の
設
立
委
員
は
、

日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
六
条
第
一
項

5

会
社
の
創
立
総
会

九
月
二
一
日
に
は
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
首

都
高
速
道
路
株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
東
京
で
、
九
月
二

七
日
に
は
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路

株
式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
の
創

立
総
会
が
大
阪
で
、
九
月
二
八
日
に
は
中
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
の
創
立
総
会
が
名
古
屋
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

各
創
立
総
会
に
お
い
て
は
、
認
可
さ
れ
た
定
款
が
承
認

さ
れ
る
と
と
も
に
、
各
会
社
の
取
締
役
及
び
監
査
役
の
選

6

会
社
の
成
立

そ
し
て
、
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第

七
条
の
規
定
に
よ
り
各
公
団
が
行
う
出
資
に
係
る
給
付

は
、
同
法
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
の
施
行
の
時
、

す
な
わ
ち
一
〇
月
一
日
に
行
わ
れ
、
同
日
、
会
社
が
成
立

し
ま
し
た
。

三

機
構
の
設
立
輩
繃

機
構
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法

の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
個
別
法
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
法
等
の
規
定
に
従

い
、
設
立
手
続
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

東日本高速道路株式会社創立総会の様子

1

機
構
の
理
事
長
及
び
理
事
長
代
理
の
就
任
予
定
者

機
構
の
設
立
に
向
け
て
の
具
体
的
な
手
続
は
、
四
月
五

日
及
び
五
月
二
〇
日
の
会
社
の
会
長
及
び
社
長
の
就
任
予

定
者
を
公
表
し
た
際
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
機
構
の
理
事
長

及
び
理
事
長
代
理
の
就
任
予
定
者
の
公
表
に
よ
り
始
ま
り

ま
し
た
。

2

日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
分
科
会

セ行

国
土
交
通
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
令
に
基
づ
き

道

国
土
交
通
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
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れ
た
日
本
高
速
道
路
保
有

･
債
務
返
済
機
構
分
科
会
の
委

員
に
つ
い
て
、
行
政
法
、
会
計
そ
の
他
の
各
方
面
の
専
門

家
が
任
命
さ
れ
、
七
月
六
日
に
は
第
一
回
分
科
会
、
九
月

一
六
日
に
は
第
二
回
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。分

科
会
に
お
い
て
は
、
①
機
構
が
業
務
を
実
施
す
る
際

に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め
る
業
務
方
法
書
、
②
平
成

一
三
年
三
月
ま
で
の
四
年
六
ヵ
月
間
の
業
務
に
係
る
中
期

目
標
及
び
中
期
計
画
、
③
平
成
一
七
事
業
年
度
に
お
け
る

長
期
借
入
金
及
び
債
券
発
行
に
係
る
計
画
、
④
同
年
度
に

係
る
返
済
計
画
、
並
び
に
、
⑤
役
員
報
酬
等
支
給
基
準
に

つ
い
て
審
議
の
上
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

3

機
構
の
設
立
委
員
会
に
お
け
る
審
議

五
月
三
〇
日
に
は
、
機
構
の
理
事
長
就
任
予
定
者
を
は

じ
め
、
公
団
の
総
裁
･
理
事
長
、
関
係
行
政
機
関
の
代
表
、

出
資
地
方
公
共
団
体
の
代
表
が
機
構
の
設
立
委
員
と
し
て

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
〇
日
に
は
、
設
立
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
主
た

る
事
務
所
の
場
所
、
資
本
金
、
役
職
員
の
構
成
等
が
記
載

さ
れ
て
い
る
起
業
目
論
見
書
や
国
土
交
通
大
臣
へ
の
高
速

道
路
機
構
の
設
立
準
備
の
完
了
の
届
出
及
び
高
速
道
路
機

構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
へ
の
設
立
に
関
す
る
事
務
の

引
継
の
内
容
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

4

機
構
の
成
立

九
月
三
〇
日
に
は
、
設
立
委
員
か
ら
機
構
の
長
と
な
る

べ
き
者
に
対
し
て
事
業
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
、
日
本
道
路

公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
一
一一条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
一
0
月
一
日
、
機
構
が
成
立
し
、
同
日
、
業

務
方
法
書
の
認
可
、
中
期
目
標
の
指
示
、
中
期
計
画
の
認

可
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

四

そ
の
他
の
設
立
暮
続

会
社
及
び
機
構
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
上
述
の
ほ
か

に
、
以
下
に
掲
げ
る
手
続
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ー

｢実
施
計
画
｣
の
認
可

公
団
が
民
営
化
さ
れ
会
社
及
び
機
構
が
成
立
す
る
こ
と

と
な
る
一
〇
月
一
日
時
点
に
お
い
て
、
公
団
が
現
に
行
っ

て
い
る
業
務
並
び
に
公
団
の
権
利
及
び
義
務
を
会
社
及
び

機
構
に
対
し
適
正
か
つ
円
滑
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
七
月
一

三
日
に
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
一
三

条
第
一
項
の

｢基
本
方
針
｣
を
定
め
る
と
と
も
に
、
公
団

に
対
し
て
同
法
第
一
四
条
第
一
項
の

｢実
施
計
画
｣
の
作

成
を
指
示
し
ま
し
た
。
｢実
施
計
画
｣
に
は
、
①
会
社
及

び
機
構
に
引
き
継
が
せ
る
業
務
の
種
類
及
び
範
囲
、
②
会

社
及
び
機
構
に
承
継
さ
せ
る
資
産
、
債
務
そ
の
他
の
権
利

及
び
義
務
、
③
そ
の
他
会
社
及
び
機
構
へ
の
業
務
の
適
正

か
つ
円
滑
な
引
継
ぎ
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
、
そ
の

内
容
が
基
本
方
針
に
従
い
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
九
月
一
五
日
に
国
土
交
通
大
臣
が
認
可
し
ま
し

た
。
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2

資
産
評
価
委
員
会

(承
継
資
産
額

(暫
定
値
)
の
了
承
)

高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
等
資
産
評
価
委
員
会

(以
下

｢資
産
評
価
委
員
会
｣
と
い
う
。)
で
は
、
日
本
道
路
公
団

等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
第
一
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
公
団
か
ら
会
社
又
は
機
構
に
承
継
さ
れ
る
資
産
の
価

額
が
、
会
社
及
び
機
構
の
成
立
の
日
現
在
に
お
け
る
時
価

を
基
準
と
し
て
資
産
評
価
委
員
会
の
評
価
委
員
が
評
価
し

た
価
額
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
六
月
三
〇
日
の
評
価

委
員
の
任
命
を
受
け
て
同
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
資
産

評
価
委
員
会
、
七
月
一
三
日
の
第
二
回
資
産
評
価
委
員
会

及
び
九
月
一
二
日
の
第
三
回
資
産
評
価
委
員
会
に
お
け
る

議
論
を
通
じ
て
、
一
〇
月
一
日
時
点
で
の
会
社
の
資
産
額

の
暫
定
値
、
機
構
が
承
継
す
る
こ
と
と
な
る
道
路
資
産
の

評
価
額
の
暫
定
値
等
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
各
公
団
の
最
終
年
度
に
係
る
決
算
が
完
結
し
た

後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
四
回
委
員
会
に
お
い
て
、
会
社

の
資
産
額
の
確
定
値
、
機
構
が
承
継
す
る
こ
と
と
な
る
道

路
資
産
の
評
価
額
等
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

3

暫
定
協
定
の
策
定

今
般
の
道
路
関
係
四
公
団
の
民
営
化
に
お
い
て
は
、
新



会
社
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
会
社
が
、
機
構

じ
た
額
と
さ
れ
、
暫
定
期
間
内
に
お
け
る
債
務
返
済
に
っ

と
締
結
す
る
協
定
に
基
づ
い
て
、
高
速
道
路
の
新
設
等
を

い
て
も
着
実
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
民
営
化
後
協
定
を
締
結
す

る
ま
で
は
一
定
の
時
間
を
要
す
る
一
方
、
公
団
が
現
在
供

用
中
あ
る
い
は
建
設
中
の
高
速
道
路
等
の
管
理
行
為
は
継

続
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
定
締
結
ま
で
の
間
は

暫
定
的
に
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
た
暫
定
協
定
に
基
づ

い
て
、
こ
れ
ら
の
高
速
道
路
の
管
理
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
暫
定
協
定
は
、
①
全
国
路
線
網
、
②

地
域
路
線
網
又
は
③
-
の
路
線
に
属
す
る
高
速
道
路
ご
と

に
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
ど

の
道
路
が
全
国
路
線
網
と
地
域
路
線
網
に
属
す
る
か
に
つ

い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
具
体
的
に
指
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
三
○
日
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
全
国
路
線
網
に
属

す
る
高
速
自
動
車
国
道
以
外
の
高
速
道
路
及
び
地
域
路
線

網
に
属
す
る
高
速
道
路
の
指
定
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国

路
線
網
に
つ
い
て
三
本
、
地
域
路
線
網
に
つ
い
て
四
本
、

一
の
路
線
に
つ
い
て
一
〇
本
の
計
一
七
本
の
暫
定
協
定
を

策
定
し
、会
社
及
び
機
構
の
設
立
委
員
に
通
知
し
ま
し
た
。

暫
定
協
定
に
つ
い
て
は
、
新
協
定
で
記
載
さ
れ
る
事
項
と

原
則
と
し
て
同
じ
も
の
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
新
協
定
を
締
結
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
貸
付
期
間
及
び
料
金
の
徴
収
期
間
を
定

め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
貸
付
料
の
額
に
つ
い
て
も
暫
定

期
間
中
の
想
定
料
金
収
入
か
ら
会
社
の
想
定
管
理
費
を
減

会社設立委員の任命
第 1回会社設立委員会の開催

第 2回会社設立委員会の開催

第3回会社設立委員会の開催

　　　
社
社
会
会
都
神
首
阪
.

･

社
社
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会
会
会

本
本
本

日

目

日

東
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会
会
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立
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道路関係四公団民営化に向けたスケジュール

ー. 会社の設立関係
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2 . 機構の設立関係

機構設立委員の任命

第 1回独立行政法人評価委員会分科会の開催

第2回独立行政法人評価委員会分科会の開催

第1回機構設立委員会の開催
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ー
[テー一 6会社 .機構の設立 -平成 1 7 年 1 0月 I日

｢日本道路公団等民営化関係法施行法の施行期日を定める政令｣

において規定。

3 . 公団から承継重る資産の評価関係

資産評価委員の任命

第 1回資産評価委員会の開催

第2回資産評価委員会の開催

第3回資産評価委員会の開催



観
嶽謙 全国路線網

高速自動車国道………………… 蹴絲絃響

ネットワーク型一般有料道路… 隧鯰淺瀦漉謎

. 西日本会社

　　　　　

図 協定締結の範囲となる高速道路のイメージ

表 各暫定協定の内容

会社名 暫定協定の名称

全
国
路
線
網

東日本高速道路㈱ 高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線等に関する暫定協定

中日本高速道路㈱ 高速自動車国道中央自動車道富士吉田線等に関する暫定協定

西日本高速道路㈱ 高速自動車国道中央自動車道西宮線等に関する暫定協定

地
域
路
線
網

首都高速道路剛 都道首都高速 1号線等に関する暫定協定

阪神高速道路(株)
大阪府道高速大阪池田線等に関する暫定協定

京都市道高速道路 1号線等に関する暫定協定

本州四国連絡高速道路(株) 一般国道 2 8 号等に関する暫定協定

の
路
線

東日本高速道路(株) 一般国道 4 5 号 (三陸縦貫自動車道 (鳴瀬奧松島~ 石巻河南) ) に関する暫定協定

中日本高速道路㈱

一般国道 1 号 (箱根新道) に関する暫定協定

一般国道 1 6 号 (八王子バイパス) に関する暫定協定

一般国道 1 3 9 号 (西富士道路) に関する暫定協定

一般国道 1 5 8 号 (中部縦貫自動車道 (安房峠道路) ) に関する暫定協定

西日本高速道路㈱

一般国道 9 号 (米子道路) に関する暫定協定

-股国道 3 1 号 (広島呉道路) に関する暫定協定

川愛国道 1 6 5 号及び- ･般国道 1 6 6 号 (南阪奈道路) に関する暫定協定

‐月期国道 2 0 1号 (八木山バイパス) に関する暫定協定

一般国道 5 0 6 号 (那覇空港自動市道 (南風原道路) ) に関する暫定協定

地域路線網…･･ ………………･, 鑓
謨帥=噂鮎
》

- の路線網……………………… 嬬嚢鰯翰磁臓

NQ3 中日本会社 NQ2 東日本会社 NQ1



首
部
曲
週
遭
離
農
び
臟
棡
曲
週
遭
臨
の

新
た
な
料
金
制
度
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

八
木

孝
裕

團
新
た
な
割
引
制
度
導
入
の
背
景

本
年
一
〇
月
一
日
に
、
い
よ
い
よ
道
路
関
係
四
公
団
が

六
つ
の
民
営
化
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
民
営
化
に

際
し
、
有
料
道
路
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
一

二
月
二
二
日
政
府
･
与
党
申
し
合
わ
せ

｢道
路
関
係
四
公

団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に
つ
い
て
｣
に
お
い
て
、
民

営
化
ま
で
に
E
T
C
の
活
用
等
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
の

導
入
と
高
速
自
動
車
国
道
に
お
け
る
料
金
の
平
均
一
割
程

度
引
下
げ
を
実
施
す
る
よ
う
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
各
会
社
に
お
い
て
は
、
民
営
化
前
か
ら
E
T

C
を
活
用
し
た
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
を
進
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に

つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
政
府

.
与
党
申
し
合
わ
せ
)

こ
の
よ
う
な
弾
力
的
な
料
金
の
導
入
に
必
要
と
さ
れ
る

E
T
C
は
、
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
大
変
便
利
で
快
適

な
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

渋
滞
の
緩
和
や
⑲
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
に
効
果
が
あ

り
、
料
金
収
受
に
か
か
る
一
層
の
コ
ス
ト
削
減
、
さ
ら
に

は
、
利
用
履
歴
等
の
把
握
に
よ
り
多
様
で
弾
力
的
な
料
金

設
定
に
活
用
で
き
る
な
ど
、
単
に
E
T
C
を
利
用
す
る
人

の
み
な
ら
ず
、
E
T
C
を
利
用
し
な
い
人
も
含
め
た
国
民

全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
そ
の
普
及
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
各
会
社
に
よ
り
引
き
続
き

普
及
促
進
策
が
実
施
さ
れ
、
現
状
で
は
、
全
国
の
有
料
道

路
を
利
用
者
の
う
ち
、
ほ
ぼ
二
台
に
一
台
の
方
が
E
T
C

に
よ
り
通
行
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
首
都
高
速
道
路
に
お

い
て
は
E
T
C
利
用
率
が
六
0
%
近
く
ま
で
達
し
、
や
や

②
料
金
の
水
準

の

民
営
化
ま
で
に
実
現
す
べ
き
措
置

①

E
T
C
の
活
用
等
に
よ
り
、
弾
力
的
な
料
金
を

積
極
的
に
導
入
し
、
各
種
割
引
に
よ
り
料
金
の
引

き
下
げ
を
行
う
。

②

特
に
、
高
速
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
平
均

一
割
程
度
の
引
き
下
げ
に
加
え
、
｢別
納
割
引
｣

の
廃
止
を
踏
ま
え
、
更
な
る
料
金
引
き
下
げ
を
実

施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
夜

間
割
引
、
通
勤
割
引
等
を
行
う
。
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　1月 4月 7月 -0月 1月 4月 7月 10月 惟月 4月 7月
日15
-- - 日義

6
-
日17

躍鬮首都高速道路公団 にコ阪神高速道路公団
←利用率

ETC利用率 (平成17年9月2日一9月8日平均)

首都高速道路公団 阪神高速道路公団 本四連絡橋公団
ETC利用台数 約 2,461l oo台/日 約 656,TOO台/日 約 384,100台/日 約 39,500台/日 約 3,540,800台/日

l l 日本道路公団 ｣ 首都高速道路公団 l阪神高速道路公団 本四連絡橋公団 全 国

(通行総台数) 約 6,o92.400 台/日 約 刻氾,700 台/日 約 8057 00台/日 約 76,200 台/日 約 7,o93,ooo台/日
ETC利用率(% ) 4 8.3% 58.6% 47.7% 5 1 8% 49.9%

普
及
の
遅
れ
て
い
た
阪
神
高
速

道
路
に
お
い
て
も
五
0
%
程
度

に
達
す
る
な
ど
急
速
に
伸
び
て

き
て
い
る
が
、
両
高
速
道
路
に

つ
い
て
は
、
来
年
春
に
八
五
%

の
達
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、

な
お
一
層
の
普
及
促
進
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
1
)。

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高

速
道
路
に
お
い
て
は
、
都
市
部

の
、
昨
年
一
二
月
に
は
、
額
面
総
額
約
四
〇
億
円
に
上
る
、

こ
れ
ま
で
に
な
く
大
規
模
か
つ
組
織
的
な
回
数
券
の
偽
造

グ
ル
ー
プ
が
摘
発
さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
深
刻
な
事
態
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
本
年
一
月
末
で
販
売
を
終

了
し
、
七
月
末
を
も
っ
て
利
用
も
停
止
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
回
数
券
利
用
者
の
円
滑
な

E
T
C
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
E
T
C
車
載
器
の

購
入
支
援
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
未
使
用

回
数
券
の
券
面
額
で
の
E
T
C
へ
の
付
替
え
サ
ー
ビ
ス
や

昨
年
三

月
か
ら
期
間
限
定
で
、
高
額
回
数
券
並
み
の
割

引
率

(
一
〇
〇
回
券
で
約
一
八
%
引
き
)
と
な
る
割
引
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
今
般
、
民
営
化
に
あ
わ
せ
て
両
高
速
道
路
の
一

層
の
有
効
活
用
等
を
図
る
た
め
、
E
T
C
を
活
用
し
た
割

引
制
度
全
体
の
見
直
し
の
中
で
、
時
間
帯
等
の
割
引
と
、

利
用
頻
度
に
応
じ
た
割
り
の
二
種
類
の
割
引
を
中
心
と
す

る
多
様
で
弾
力
的
な
割
引
制
度
に
再
編
成
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

二

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
新
た
な
割
引
制

度
の
内
容

(図
2
)

-

時
間
帯
割
引

(曜
日
別
･
時
間
帯
別
割
引
)

首
都
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
特
定
の
時
間
帯
に
交
通

が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
渋
滞
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
交
通
に
つ
い
て
利
用
時
間
帯
の
分
散
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞
緩
和
に
よ
る
環
境
改
善
や

平成T 7年9月現在のE T C 利用率は
全国で4 9 . 9 %、首都高速で5 8 6 %

1 E T C 利用率の状況

ビ
ス
の
向
上
や
利
用
の
定
着
と

併
せ
て
料
金
所
で
の
渋
滞
緩
和

等
を
図
る
た
め
、
回
数
券
が
割

引
制
度
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か

利
総
㈱

図

し
な
が
ら
、
回
数
券
に
つ
い
て

は
、
近
年
、
偽
造
券
問
題
が
発

生
し
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
も
の



E T Cクレジットカード利用者

　
　
　{一般向け割引 ゞ ･

利用者に対し別々 の l

前々 月の月間利用額

5,000円未満の場合

、 5,000円以上1万円未満の場合

1万円以上3万円未満の場合

3万円以上5万円未満の場合

、 5万円以上7万円未満の場合

7万円以上の場合

こ応じて害リgi

割引率

096

　　

296

40発

8%

頻度割引

大ロ向け割引
○大口利用者に対し当月の利用実績に応じて割引

当月の月間利用額 割引率

5,000円までの部分 00先

5,000円超-万円までの部分 20%

1万円超3万円までの部分 50%

3万円超5万円までの部分 896

5万円超の部分 120%

重複適用により実質割引率がU P

(休日割引)
0割引時間帯
日曜 ･祝日の終日

　　　　　　　　 　
　　
　　　　

図 2 首都高速道路における新たな割引制度

表 1

区分 時間帯 割引率

平日
11時以後15時前

10 %
18時以後22時前

土曜日
11時以後1朝寺前

10 %
18時以後22時前

夜間 22時以後 6 時前 20 %

日曜日及び祝日 0 時以後24時前 20 %

(夜間割引)
0 割引時間帯
2 2 時 ~ 6時

曜
日
別
･
時
間
帯
別
割
引

平日(土曜含む)

･眺 夢撥も
圓圏 夜間割引 20 % 引き

30 % 圓薹 平日オフトク割引 10 % 引き

こコ 3 % o F Fキャンペーン 3 % 引き
20 %

10 %

壽嬢臘釀製狡襲。R R R R 会R R R 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
ぶさ者"函):):活薪淺亡製螫寸単一準蔑垈0l長襞轉式
ミ " " "と " "と≧ " " "≧ " " " " " "≧ " "そ t

報熊議藝報墾室衾謹錨饉會疑會淺

日祝日

き
ト
き日豪き

転 機,,.
猫テコ

20麟教護鱸凝議鬘皺滋朧濃潅簸

癩丸森嬢嫌濃淡蓬
自ぬ蓑義務室義袋自裁姦義姦蓬袋蓬義鴦" "と " "と≧ " " "≧ " " " " " "≧ " "そ t

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8室8 8 彙

3 % O FFキャンペーンは、平成17年I0月~ 平成旧年3月まで

図 3 首都高速道路における曜日別 ･時間帯別割引

利用時間帯や利用金額等に応じた弾力的な割引を行い、首都高速道路の利用促進、有効活

用を図る。
E T Cコーポレートカード利用者



利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
比
較
的
容

量
に
余
裕
の
あ
る
曜
日
･
時
間
帯
に
お
け
る
道
路
の
有
効

活
用
に
よ
り
、
一
般
道
路
か
ら
の
交
通
の
転
換
を
促
進
し
、

一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
や
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、
社
会
実
験
と
あ
わ

せ
て
実
施
さ
れ
、
次
の
区
分
及
び
時
間
帯
に
E
T
C
を
利

用
し
て
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
行
す
る
場
合
に
該
当
の
割
引

率
が
適
用
さ
れ
る

(前
頁
表
1
)。

な
お
、こ
れ
以
外
の
割
引
が
な
い
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、

平
成
一
七
年
度
末
ま
で
、
E
T
C
普
及
促
進
の
観
点
か
ら

三
%
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る

(図
3
)
。

2

頻
度
割
引

(お
得
意
様
割
引
)

首
都
高
速
道
路
で
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
･
業
務
と
い
っ

た
利
用
目
的
に
関
係
な
く
、
多
頻
度
利
用
者
向
け
の
割
引

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
回
数
券
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
利
用

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
偽
造
問
題
が
発
生
し
、
こ
れ
ら

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ

る
割
引
と
し
て
時
間
帯
等
の
割
引
と
と
も
に
当
該
高
速
道

路
の
利
用
促
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
利
用
頻
度

に
応
じ
た
割
引
が
導
入
さ
れ
た
。

こ
の
割
引
に
つ
い
て
は
、
請
求
方
法
等
の
違
い
か
ら
一

般
利
用
者
向
け
の
E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
事
業
者

向
け
の
E
T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
内
容
が
異

な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
あ
ら
か
じ
め
登
録
等
の
手
続

き
を
行
う
こ
と
な
く
、
E
T
C
を
利
用
し
て
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
通
行
す
れ
ば
自
動
的
に
割
引
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
と

な
っ
て
お
り
、
月
に
五
、
0
0
0
円
以
上
利
用
し
た
場
合

に
割
引
が
適
用
に
な
る
。

印

E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合

E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一

カ
月
間
の
利
用
総
額
に
よ
っ
て
割
引
率
を
決
定
し
、
そ
の

翌
々
月
の
通
行
料
金
を
そ
の
決
定
さ
れ
た
割
引
率
に
よ
っ

て
割
引
き
し
、
割
引
後
の
額
を
請
求
す
る
と
い
う
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

惚

E
T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合

旧
日
本
道
路
公
団
系
の
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
･

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
･
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
の
三
社
が
発
行
す
る
事
業
者
向
け
の
E
T
C
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一
カ
月
間
の
利
用
総

額
に
つ
い
て
、
利
用
金
額
の
区
分
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
割

引
率
を
適
用
し

(例
え
ば
、
五
、
0
0
0
円
~
一
0
、
0

0
0
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
二
%
割
引
し
、
一
0
、

0
0
0
円
~
三
0
、
0
0
0
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は

五
%
割
引
す
る
な
ど
)、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
の
割
引

額
の
合
計
額
を
当
該
月
の
利
用
総
額
か
ら
差
し
引
い
て
請

求
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

な
お
、
曜
日
別
時
間
帯
別
割
り
と
頻
度
割
引
は
重
複
し

て
適
用
さ
れ
る
割
引
で
あ
り
、
利
用
方
法
に
よ
っ
て
、
よ

り
大
き
な
割
引
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

三

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
新
た
な
割
引
制

度
の
内
容

(図
4
)

ー

時
間
帯
割
引

(土
曜
休
日
割
引
、
平
日
時
間
帯
割
引
)

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
も
首
都
高
速
道
路
と
同
様

に
、
特
定
の
時
間
帯
に
交
通
が
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る
渋

滞
が
発
生
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
交
通
に
つ
い
て
利

用
時
間
帯
の
分
散
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
渋
滞
緩
和

に
よ
る
環
境
改
善
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
比
較
的
容
量
に
余
裕
の
あ
る
曜
日
･
時
間
帯
に

お
け
る
道
路
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
一
般
道
路
か
ら
の
交

通
の
転
換
を
促
進
し
、
一
般
道
路
の
混
雑
緩
和
や
沿
道
環

境
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の

で
、
社
会
実
験
と
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
E
T
C

を
利
用
し
て
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
行
し
た
場
合
に
割
引
が

適
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
割
引
を
適
用
す
る
曜
日
、
時
間
帯
や
割
引
率

に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
首
都
高
速
道
路
に
お
い
て
は
土

曜
日
の
交
通
量
が
多
く
、
渋
滞
が
発
生
す
る
た
め
、
平
日

と
同
じ
扱
い
と
し
て
い
る
が
、
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て

は
、土
曜
日
の
交
通
量
に
比
較
的
余
裕
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

日
曜
･
祝
日
と
同
じ
扱
い
に
す
る
と
か
、
地
元
地
域
の
環

境
問
題
等
に
配
慮
し
て
料
金
圏
別
に
割
引
率
を
設
定
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
速
道
路
の
実
態
に
応
じ
て
き
め
細

か
い
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る

(表
2
)。

な
お
、
こ
れ
以
外
の
割
引
が
な
い
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、



E T C クレジットカード利用者
　　 　　 　 　

　
イレージ本ポイントサービス

1万円までの部分

l万円超3.5万円までの部分

3.5万円超7万円までの部分

7万円超の部分

(最低交換ポイント:500ポイント)
末まで有効(最大2年間)

本 加算
イント ポイント 付与率
につき) GOO円につき)

op 3%

3P 6%
3P

5P 8%

1OP 13%

E T Cコーポレートカード利用者

事業者向け多頻度割引

○当月の利用実績に応じた割引

当月の月間利用額 割引率

5,000円までの部分 0%

5,ooo円超l万円までの部分 3%

1万円超3再万円までの部分 6%

35万円超7万円までの部分 8%

7万円超の部分 I3%

重複適用により実質割引率がU P

(夜間割引)
0割引時間帯

1 9時 ~ 7 時

○割引率 1 0 % (阪神西線は 5 % )
(社会実験を含む)

、 (土曜鷺休日割引)
0割引時間帯
土曜･日曜･祝日の終日
0 割引率･2 0 % (阪神西線は10 % )
(社会実験を含む)

図 4 阪神高速道路における新たな割引制度

表 2

区分 時間帯 害-I引率

平 R 11時以後16時前 10 %

平日夜間 19時以後 7 時前 10 %‐::

土曜日、 日曜日及び祝臼 0 時以後24時前 20 %‐*

※阪神西線については記載の半分の割引率

頻度割引

土
曜
休
日
割
引
半

日
時
間
帯
割
引

糖絲
平日 義逢

圓圓 夜間割引 粉% 引き

酵讓 平日オフピーク割引 10% 引き

30Q
l
遷 =回国 3% o FFキャンペーン 3%引き

20 %

※阪神西線の19時~ 7時については、
…割引率

絲■尋182 '濃淡数嬢
塁貸義蚕義慈琵自義護婆義奎義套

÷÷翌製導蓉廳阪神東線･南線

::“l … リ引2o%引き

※阪神西線については、半分の割引率

20圓濃溌濃く鷲

嶬※襲露嫌淡炎菱鑿
套姦貸自義衾義蟯奈義養護室室轉室螢姦

匡証土曜休日割引 20% 引き

3 % o FFキャンペーンは、平成17年10月~ 平成18年3月まで

図 5 阪神高速道路における時間帯割引

利用時間帯や利用金額等に応じた弾力的な割引を行い、阪神高速道路の利用促進、
有効活用を図る。



首
都
高
速
道
路
と
同
様
に
、
平
成
一
七
年
度
末
ま
で
、
E

T
C
普
及
促
進
の
観
点
か
ら
三
%
の
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
る

(図
5
)。

2

頻
度
割
引

(
一
般
向
け
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
、
事
業
者

向
け
多
頻
度
割
引
)

阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
一
般

･
業
務

と
い
っ
た
利
用
目
的
に
関
係
な
く
、
多
頻
度
利
用
者
向
け

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
回
数
券
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド

が
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
偽
造
問
題
に
よ
り
、
こ
れ
ら
が

廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
代
わ
る

割
引
と
し
て
時
間
帯
割
引
と
と
も
に
道
路
の
利
用
促
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
利
用
頻
度
に
応
じ
た
割
引
が

導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

割
引
内
容
と
し
て
は
、
一
般
利
用
者
向
け
の
E
T
C
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
旧
日
本
道
路
公
団
系
三

社
や
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
が
す
で
に
実
施

し
て
い
る
も
の
と
同
様
に
、
利
用
金
額
に
応
じ
て
付
与
さ

れ
る
ポ
イ
ン
ト
の
蓄
積
に
よ
り
、
通
行
料
金
へ
の
還
元
が

で
き
る

｢
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
｣
と
し
、
事
業
者
向
け
の
E

T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
首
都
高
速
道

路
と
同
様
に
、
月
間
利
用
総
額
に
対
し
て
、
利
用
金
額
の

区
分
ご
と
に
割
り
率
が
変
化
す
る
割
引
制
度
と
し
て
お

り
、
い
ず
れ
の
割
り
に
つ
い
て
も
E
T
C
を
利
用
し
て
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
す
る
場
合
が
対
象
と
な
る
。

の

一
般
向
け
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引

こ
の
割
り
は
、
阪
神

高
速
道
路
を
通
行
し
た

料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
数
を
通
行
料

金
と
し
て
還
元
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
割
り

を
受
け
る
に
は
事
前
の

登
録
が
必
要
で
、
旧
日

本
道
路
公
団
系
三
社
や

本
州
四
国
連
絡
高
速
道

路
株
式
会
社
が
実
施
し

て
い
る

｢
マ
イ
レ
ー
ジ

割
引
｣
と
共
通
の
申
し

込
み
と
な

っ
て
い
る

(図
6
)。

付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
基
本
ポ
イ
ン
ト

と
し
て

一
〇
〇
円
に
つ

き
三
ポ
イ
ン
ト
、
加
算

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
月
間

利
用
総
額
に
応
じ
、
利

用
金
額
の
区
分
ご
と
に

所
定
の
ポ
イ
ン
ト
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り

(例
え
ば
、
一

http :“w w w .s m ile -etC .趣 く阪神高速のホームページからもリンクしています。)

　
　

　
　

蠣
鸚

2･お問い合わせ先 (受彗時間;期瀞時~ 21時止日祝日 9時~ 18時) “蝨鱗あ
晝翳 o 5 7 0‐0 10 12 5 ま刻ま、 0 4 5 ‐4 7 7 一3 7 9 3 (携帯電話、PHsなどか弱掛けの蜴合)

ツトアツプ店にも置いています
パーキングエリア、会社事務所、営業所など、

1,お申し込み方法

　　
　　
　
　　

“

①

②

い

④ポイントから還元額
(無料通行分)へ交換

ぬ]

　　　※蟹によるお支払頤にはポイントは 還元額と交換できます で利用い
付与されません ゆ1000ポイント貯まると還元額に 利用でき
eポイントの有効期間(還元額に交 自動で交換できるサービスもご利 ります。)燠できる期間)は最大2年間(ボイ 用いただけます ※本サービス
シトが付いた年度(4月~翌3月) @阪神高速で付いたポイントと他の ｢ETCマ
の翌年度末まで) 高速道路等の利用で付いたポイン 約｣等を

トとは合算できません

100円で 等の通行料金の支払いにも
と利用いただけます(一部ご

元額に 利用できない高速道路もあ
スもご利 ります。)
※本サービスの詳細については、

トと他の ｢ETCマル一対モス利用親

①ETCカードの取得 ②ETCマイレージサービス ⑧ポイントを貯める
ETC車載器の購入 に申し込む

@クレジソト会社へETCカードをお申し込 eインターネット又は郵送でお申し e原則として、ETC無線通行により
みください 込みください お支払いただいた料金にポイント

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　を車載器に登録)を行ってください 力又は記入が必要です 蟹によるお支払頤にはポイントは
付与されません

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の翌年度末まで)

図 6 阪神高速マイレージサービスの申し込み方法

申し込 eインターネット又は郵送でお申し e原則として、ETC無線通行により e貯めたポイントは、インターネット
込みください お支払いただいた料金にポイント 又は電話で、所定の還元額に交

- を付与します。ただし、ETC前払割 嬢可能。ただし、阪神高速の場合

3.ご利用手順



0
、
0
0
0
円
~
三
五
、
0
0
0
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い

て
は

一
〇
〇
円
に
つ
き
三
ポ
イ
ン
ト
、
三
五
、
〇
〇
〇
円

~
七
0
、
0
0
0
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は

一
〇
〇
円

に
つ
き
五
ポ
イ
ン
ト
付
与
す
る
な
ど
)、
ポ
イ
ン
ト
の
有

効
期
間

(還
元
額
に
交
換
で
き
る
期
間
)
は
、
最
大
二
年

(ポ
イ
ン
ト
が
付
い
た
年
度

(四
月
~
翌
年
三
月
)
の
翌

年
度
末
ま
で
。
例
え
ば
、
平
成
一
七
年
一
一
月
二
〇
日
に

付
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
平
成
一
九
年
三
月
末
ま
で
交
換
で

き
る
。
)
で
あ
る
。

ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
を
還
元
額
に
交
換
す
る
場
合
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
電
話
で
交
換
単
位
毎
に
申
し
込
み
、
五

〇
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
場
合
に

一
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
=

一
〇

〇
円
で
還
元
さ
れ
、
還
元
額
に
つ
い
て
は
、
阪
神
高
速
道

路
の
ほ
か
、
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
参
加
す
る
高
速
自

動
車
国
道
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
、
一
部
の
一
般
有

料
道
路
な
ど
で
利
用
で
き
る
。

な
お
、
一
〇
月
一
日
か
ら
の
一
ヵ
月
間
、
民
営
化
を
記

念
す
る
と
と
も
に
、
E
T
C
の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
利
用
し
た
場

合
、
基
本
ポ
イ
ン
ト
を
五
倍
付
与
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
る

(図
7
)。

②

事
業
者
向
け
多
頻
度
割
引

旧
日
本
道
路
公
団
系
三
社
が
発
行
す
る
事
業
者
向
け
の

E
T
C
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一

ヵ
月
間
の
利
用
総
額
に
つ
い
て
、
利
用
金
額
の
区
分
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
割
引
率
を
適
用
し

(例
え
ば
、
五
、
O
0

マイレージ導入龍愈霰
ンてき りご今だけ !

繊圓覊轡化繊

1 0月の土曜囲目曜団視榊こ

の

局

の

常

ス

通

　
　
　
　
　
　

こ

一

ン

　
　

　　　
※

oo円につき1 5 ポイント(通常の朝昔)差し上げます
て無線通行する自動車が対象です。

レージサービスの基本ポイントを　
　
高

の

　

　

0 阪神高速マイレージサービス(-般利用者向け)

離ポイント付与

基本ポイント
加算ポイント

月間利用額区分 ポイント付与
(100円につき)

識蝦舵
1QOOO円以下の部分 秒○̂)

10,000
円超 ~ 35.GOO

円以下の部分 彬
35.
000円超 ~ 70POO円以下の部分 彬
70.000
円を超える部分 彬nY

嘲(参考)キャンペーン期間中に付与されるポイント

鞭 普通区間通常料金
土曜･休日割引 了ルーツ･サービス

(キャンペーン期間中)
1 0 % 2 0 %

普通車
阪神東線 70 0円 560円 l5P一一7 6P

阪神西線 60 0円 棘 一 Pb̂↓胖
阪神南線 50 0円 一 衞 P□̂↓鰺

大型車
阪神東線亀 400円 - 飜u PRY6倖l↓穿
阪神西線亀 000円 鯖 一 PR)3曄-↓腓
阪神南線 t oo o円 一 纐 P2↓符

※マイレージ…ポイント針部こおいて、l00円未満の利用頭は切り捨て

図 7 阪神マイレージサービスポイントキャンペーン



0
円
~

一
0
、
0
0
0
円
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
は
三
%

る
。
こ
の
た
め
、
両
会
社
で
は
、
積
極
的
な
E
T
C
普
及

割
引
し
、
一
○
、
0
0
0
円
~
三
五
、
0
0
0
円
ま
で
の

促
進
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
省
の

｢今

部
分
に
つ
い
て
は
六
%
割
引
す
る
な
ど
)、
そ
れ
ぞ
れ
の

後
の
有
料
道
路
の
あ
り
方
研
究
会
｣
(委
員
長

…
杉
山
武

区
分
ご
と
の
割
引
額
の
合
計
額
を
当
該
月
の
利
用
総
額
か

彦

一
橋
大
学
学
長
)
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
、
対
距
離

ら
差
し
引
い
て
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

料
金
制
の
基
本
的
な
考
え
方
等
に
配
慮
し
な
が
ら
、
検
討

な
お
、
時
間
帯
割
引
と
頻
度
割
引
は
重
複
し
て
適
用
さ

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

部
分
に
つ
い
て
は
六
%
割
引
す
る
な
ど
)、
そ
れ
ぞ
れ
の

区
分
ご
と
の
割
引
額
の
合
計
額
を
当
該
月
の
利
用
総
額
か

ら
差
し
引
い
て
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
時
間
帯
割
引
と
頻
度
割
引
は
重
複
し
て
適
用
さ

れ
る
割
引
で
あ
り
、
利
用
方
法
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な
割

引
の
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
首
都
高

速
道
路
と
同
様
で
あ
る
。

四

民
営
化
会
社
に
よ
る
今
後
の
料
金

首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
高

速
道
路
の
有
効
活
用
や
利
用
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
こ
の
よ
う
な
弾
力
的
な
割
引
制
度
を
導
入
し
た

が
、
今
後
と
も
、
四
五
年
間
で
の
確
実
な
債
務
の
返
済
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
割
引
の
実
施
や
利
用

状
況
の
変
化
等
に
応
じ
た
柔
軟
な
割
り
制
度
の
変
更
な

ど
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
さ
ら
な
る
多
様
で
弾
力
的

な
料
金
施
策
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
、
両
高
速
道
路
は
、
と
も
に
こ
れ
ま
で
均
一
料
金

制
を
採
用
し
て
き
た
が
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
伴
い
、

利
用
距
離
の
ば
ら
つ
き
が
拡
大
し
、公
平
性
の
観
点
か
ら
、

利
用
の
程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
料

金
体
系
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
の
政
府

･
与

党
申
し
合
わ
せ
に
お
い
て
も
、
平
成
二
〇
年
度
を
目
標
に

対
距
離
料
金
制
へ
の
移
行
を
図
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

(参
考
)
｢道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
の
基
本
的
枠
組
み
に

つ
い
て
｣
(抄
)

(平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ
)

◆
民
営
化
に
係
る
他
会
社
の
料
金
割
引
に
つ
い
て

一
〇
月
一
日
か
ら
六
社
の
民
営
化
会
社
の
発
足
に
あ
わ

せ
て
、
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
及
び
阪
神
高
速
道
路
株

式
会
社
以
外
の
他
の
会
社
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

割
弓
を
実
施
し
て
い
る
。

旧
日
本
道
路
公
団
系
三
社

(東
ロ
本
高
速
道
路
株
式
会

社
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
)
で
は
、
本
年
四
月
か
ら
高
速
自
動
車
国
道
等
に

お
い
て
マ
イ
レ
ー
ジ
割
引
を
開
始
し
て
お
り
、
E
T
C
普

及
促
進
等
の
観
点
か
ら
、
九
月
末
ま
で
ポ
イ
ン
ト
二
倍
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

(通
常
、
通
行
料
金
五
〇
円
に
つ
き

一
ポ
イ

ン
ト
発
行
の
と
こ
ろ
を
、
五
〇
円
に
つ
き
二
ポ
イ
ン
ト
発

行
)
を
実
施
し
て
き
た
が
、
一
〇
月
以
降
に
つ
い
て
も
、

来
年
三
月
末
ま
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
を
延
長
し
て
い
る
。

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
で
は
、
本
四
道
路

周
辺
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、
本
四
道
路
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
、
瀬
戸
中
央
自
動

車
道
及
び
西
瀬
戸
自
動
車
道
の
三
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
一

〇
月
、

一
一
月
の
二
ヵ
月
間
の
期
間
限
定
割
引
を
実
施
し

て
い
る
。
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
で
は
、
本
州
側
又
は

四
国
側
か
ら
出
発
し
、
淡
路
S
A
で
U
タ
ー
ン
利
用
す
る

軽
自
動
車
等
や
普
通
車
に
つ
い
て
往
復
料
金
が
五
0
%
引

き
と
な
る
U
タ
ー
ン
割
引

(図
8
)、
瀬
戸
中
央
自
動
車

道
に
お
い
て
も
同
様
に
与
島
P
A
で
の
U
タ
ー
ン
割
引
を

実
施
し

(図
9
)
、
そ
れ
ぞ
れ
の
S
A

･
P
A
で
は
、
期

②
料
金
の
水
準

る

民
営
化
後
の
料
金

②

な
お
、首
都
高
速
及
び
阪
神
高
速
に
つ
い
て
は
、

貸
付
料
の
支
払
い
に
必
要
な
適
切
な
料
金
収
入
の

確
保
を
図
り
つ
つ
、
平
成
二
〇
年
度
を
目
標
と
し

て
、
利
用
の
程
度
に
応
じ
た
負
担
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
き
、
対
距
離
料
金
制
へ
の
移
行
を
図
る
。
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間
中
の
土
･
日
曜
日
を
中
心
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
瀬
戸
自
動
車
道
に
お
い
て

は
、
軽
自
動
車
等
や
普
通
車
を
対
象
と
し
て
、
土
･
日
･

祝
日
等
に
お
い
て
連
続
す
る
二
日
間
、
因
島
~
大
島
の
間

が
乗
り
放
題
と
な
り
、
沿
線
の
観
光
施
設
の
割
引
券
な
ど

も
セ
ッ
ト
さ
れ
た

｢し
ま
な
み
海
道
周
遊
チ
ケ
ッ
ト
｣
を

販 も が 祝 は
売 セ 乗 日 、
し ッ り 等 軽
て ト 故 に 目
い さ 題 お 動
る れ と い -

図
10
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有
料
道
路
駐
草
場
に
つ
い
て
構
造
喚
藁
特
区
で

葉
囃
し
た
特
例
措
置
の
金
圏
展
開
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

青
柳

敬
直

構
造
改
革
特
区
は
、
｢規
制
は
全
国
一
律
で
な
け
れ
ば

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

道
路
管
理
者
が
有
料
道
路
駐
車
場
の
新
設
又
は
改
築
を

な
ら
な
い
｣
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
｢地
域
の
特
性
に
応

=
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
特
例

行
う
場
合
に
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下

｢法
｣

じ
た
規
制
を
認
め
る
｣
と
の
考
え
方
に
転
換
を
図
り
、
地

と
い
う
。

に
基
づ
き
国

父
涌
大
臣
の
許
可
を

又
け
な

域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
規
制
改
革
を
通
じ
て
構
造
改
革
を

進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
や
民

間
事
業
者
等
の
自
発
的
な
立
案
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
規
制
の
特
例
措
置
を
実
施
す
る
た
め
の
特
定
の
区

域
を
設
け
、
そ
の
地
域
で
の
規
制
改
革
を
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

構
造
改
革
特
区
に
お
け
る
特
例
措
置
の
一
つ
と
し
て
、

道
路
管
理
者
が
道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
許
可
を
受
け
て

整
備
す
る
自
動
車
駐
車
場

(以
下

｢有
料
道
路
駐
車
場
｣

と
い
う
。)
に
お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
･
改
廃
に
関
す

る
特
例
措
置
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今
般
、
当
該
措
置
を

構
造
改
革
特
区
に
限
定
せ
ず
全
国
的
に
実
施
す
る
こ
と
と

1

有
料
道
路
駐
車
場
の
料
金
の
設
定
手
続

有
料
道
路
駐
車
場
の
料
金
は
、
以
下
の
二
種
類
に
区
別

さ
れ
る
。

=

基
本
料
金

駐
車
場
の
料
金
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
単
位
時

間
当
た
り

(三
〇
分
、
一
時
間
が
一
般
的
)
で
設
定
さ
れ

る
料
金
で
あ
る
。

②

特
別
料
金

基
本
料
金
に
付
加
し
て
設
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一

定
期
間
当
た
り

(
一
ヵ
月
、
三
ヵ
月
等
)
の
料
金
を
定
め

た
定
期
料
金
、
回
数
券
等
に
よ
る
割
引
料
金
、
夜
間
の
一

泊
料
金
等
が
該
当
す
る
。

行
う
場
合
に
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(以
下

｢法
｣

と
い
う
。)
に
基
づ
き
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

(法
第
一
八
条
第
一
項
)。
当
該
許
可

を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
定
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
記
載
事
項
の
一
つ
と

し
て

｢料
金
｣
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る

(同
条
第
二
項
第
五

号
)。
ま
た
、
料
金
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い

て
も
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

(同
条
第
四
項
)。

ま
た
、
有
料
道
路
駐
車
場
の
料
金
の
額
に
つ
い
て
は
基

準
が
以
下
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
る
。

③

償
還
主
義

料
金
の
額
は
、
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の

管
理
に
要
す
る
費
用
を
料
金
徴
収
期
間
内
に
償
う
よ
う
定

箔斧〒セ 200匁1() "



め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(法
第
二
三
条
第
一
項
第
三
号
)。

有
料
道
路
駐
車
場
に
お
い
て
は
、
一
般
的
に
基
本
料
金
収

入
に
よ
っ
て
費
用
の
償
還
が
な
さ
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
て
い
る
。

回

便
益
主
義

料
金
の
額
は
、
そ
の
利
用
に
よ
り
通
常
受
け
る
利
益
の

限
度
を
超
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(同
条
同

項
第
五
号
)。
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
い
て
は
、
付
近
に

駐
車
場
が
存
す
る
場
合
は
そ
の
平
均
駐
車
料
金
を

｢通
常

受
け
る
利
益

(=
便
益
)
の
限
度
｣
と
し
て
お
り
、
こ
の

範
囲
内
で
料
金
が
設
定
さ
れ
る
。

基
本
料
金
及
び
特
別
料
金
は
、
と
も
に
申
請
書
記
載
事

項
と
し
て
、
新
た
に
設
定
す
る
場
合
や
変
更
、
廃
止
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
都
度
許
可
を
要
す
る
も
の
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
。

2

構
造
改
革
特
区
に
お
け
る
特
例
措
置

有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
料
金
の
設
定
は
、
以
上
の

よ
う
に
道
路
管
理
者
か
ら
の
申
請
↓
国
土
交
通
大
臣
の
許

可
と
い
う
手
続
を
経
て
行
わ
れ
る
。
結
果
、
手
続
に
一
定

の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
や
周
辺

の
民
間
駐
車
場
等
が
設
定
す
る
料
金
に
迅
速
に
対
応
で
き

な
い
等
、
地
域
の
実
情
に
即
応
で
き
ず
、
有
料
道
路
駐
車

場
の
利
用
促
進
が
図
り
に
く
い
と
い
う
面
が
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
平
成
一
四
年
三

月
か
ら
平
成

一
五
年
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
二
次
特
区
構
想
提
案

募
集
に
お
い
て
、
有
料
道
路
駐
車
場
を
管
理
し
て
い
る
地

方
公
共
団
体
か
ら
有
料
道
路
駐
車
場
の
許
可
を
受
け
る
料

金
に
一
定
幅
を
設
け
、
そ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
道
路
管

理
者
の
意
思
の
み
で
料
金
の
変
更
を
行
う
こ
と
を
可
能
と

す
る
特
例
措
置
が
提
案
さ
れ
た
。

同
提
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
基
本
料
金
に
一
定

幅
を
持
た
せ
た
額
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
法
第
二
三
条
第

一
項
第
三
号
に
基
づ
く
料
金
決
定
原
則

(料
金
の
額
は
一

定
の
費
用
を
料
金
徴
収
期
間
内
に
償
う
よ
う
定
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。)
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、

基
本
料
金
に
つ
い
て
は
特
例
措
置
の
対
象
と
は
し
な
い
こ

と
と
し
た
が
、
特
別
料
金
の
設
定
･
改
廃
に
つ
い
て
は
構

造
改
革
特
区
に
お
け
る
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
｢道
路
管
理
者
が
設
置
す

る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
及
び
変

更
の
手
続
の
容
易
化
事
業
｣
の
名
称
に
よ
り
、
特
例
措
置

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(平
成
一
五
年

七
月
閣
議
決
定
)。

具
体
的
に
は
、
周
辺
の
駐
車
場
と
適
正
な
競
争
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
許
可
を
受
け
て
い
る
償
還
計
画
に
影

響
を
与
え
な
い
と
地
方
公
共
団
体
が
認
め
て
構
造
改
革
特

区
の
認
定
を
受
け
た
地
域
に
存
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に

お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
･
改
廃
に
つ
い
て
は
、
道
路
整

備
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
は
要
せ

ず
、届
出
で
足
り
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
(表
参
韶
巴
。

こ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
五
年
八
月
に
有
料
道

表 構造改革特別区域計画基本方針 (閣議決定) (抜粋)

特定事業の名称 楊続贓楼皺設徽心中鷁お鰯駐跳=増有る嵩設が賭管業路事道化
措置区分 達通

特例措置を話ずべき法
令等の名称及び条項

道路整備特別措置法第8条第4項

特例措置を謎ずべき法
令等の現行規定 猷交趾きとるずとうよし更変を塗事の場車駐o、い後なたらけな受ばをれ可け許な、けは受者を理可管許路の道臣

特例措置の内容

い
争
体
の

、す

と
競
団
臣
は
と

｣
な
共
大
き
の

場
正
公
通
と
も

申
適
方
交
た
る

駐
と
地
上
し
ず

料
場
と
国
定
をロ

有
卓
い

、設
報

｢
駐
な
に
を
に

下
の
え
合
金
か

以
辺
与
場
料
や

(
周
を
た
別
み

場
、響
け
特
す

車
て
影
受
き
に

駐
い
に
を
づ
臣

た
つ
画
定
甚
大

し
に
計
認
に
通

置
更
選
の
置
交

設
変
償
そ
措
土

が

、る

、例
国

者
定
い
し
時

、

埋
設
て
請
本
て

管
の
け
申

い

路
金
受
を
お
っ

道
料
を
面
な
に

き
別
可
計

o問

づ
特
許
域
る
期

基
の

、区
す
収

に
外
り
別
と
徽

法
以
あ
特
の
の

置
金
が
革
も
金

措
料
要
改
い
料

別
本
必
造
な
ぴ

特
基
る
構
し
及

備
の
す
て
要
額

整
)
保
め
を
の

路

o確
認
可
金

o

道
う
を
が
許
料
る

同意の要件 特になし

特例措置に伴い必要と

なる手続き
特になし
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路
課
長
名
の
通
達
を
発
し
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
権
限

の
委
任
を
受
け
て
い
る
地
方
整
備
局
及
び
関
係
す
る
各
道

路
管
理
者
あ
て
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

｢道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け

る
特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
の
手
続
の
容
易
化
事
業
｣

の
適
用
を
受
け
た
有
料
駐
車
場
に
は
、
平
成
一
五
年
に
認

定
を
受
け
た
郡
山
駅
西
口
駐
車
場

(福
島
県
郡
山
市
)
及

び
岐
阜
市
駅
西
駐
車
場

(岐
阜
県
岐
阜
市
)、
平
成

一
六

年
に
認
定
を
受
け
た
熊
谷
市
営
本
町
駐
車
場

(埼
玉
県
熊

谷
市
)
及
び
泉
大
津
駅
東
側
駅
前
広
場
地
下
駐
車
場

(大

阪
府
泉
大
津
市
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二

特
例
措
置
の
全
国
展
開
に
つ
い
て

1

特
例
措
置
の
評
価

構
造
改
革
特
区
に
つ
い
て
は
、
｢経
済
財
政
運
営
と
構

造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
(骨
太
の
方
針
)
2
0
0
3
｣

(平
成
一
五
年
六
月
閣
議
決
定
)
に
お
い
て
、
｢認
定
さ
れ

た
構
造
改
革
特
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
規
制
の
特

例
措
置
に
つ
い
て
、
評
価
の
た
め
の
委
員
会
で
特
段
の
問

題
が
生
じ
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

速
や
か
に
全
国
規
模
の
改
革
に
つ
な
げ
る
。｣
と
さ
れ
て

い
る
。

特
例
措
置
の
評
価
に
際
し
て
、
規
制
所
管
省
庁
は
、
想

定
さ
れ
る
弊
害
が
生
じ
て
い
る
か
否
か
を
中
心
と
し
て
調

査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
国
土
交
通

省
は
平
成
一
六
年

三

月
、
｢道
路
管
理
者
が
設
置
す
る

有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更

の
手
続
の
容
易
化
事
業
｣
に
お
け
る
弊
害
の
有
無
を
把
握

す
る
た
め
、
郡
山
駅
西
口
駐
車
場

(福
島
県
郡
山
市
)
及

び
岐
阜
市
駅
西
駐
車
場

(岐
阜
県
岐
阜
市
)
に
つ
い
て
、

想
定
さ
れ
る
弊
害
を
以
下
の
と
お
り
設
定
し
て
、
調
査
を

行
っ
た
。
①

民
間
駐
車
場
事
業
者
の
経
営
へ
与
え
る
影
響

(民
業
圧
迫
と
な
っ
て
い
な
い
か
)

②

駐
車
場
料
金
の
変
更
に
伴
う
駐
車
需
要
の
変
化

に
起
因
す
る
周
辺
の
道
路
交
通
へ
の
影
響

③

割
引
料
金
の
設
定
に
よ
る
当
該
駐
車
場
の
償
還

計
画
に
与
え
る
影
響

本
調
査
に
お
い
て
は
、
弊
害
は
特
段
確
認
さ
れ
な
い
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
構
造
改
革
特
区
推
進
本
部
に
設

置
さ
れ
た
評
価
委
員
会
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
平
成
一
七
年
一
月
、
全
国
展
開
す

べ
き
と
し
た
評
価
意
見
書
を
構
造
改
革
特
区
推
進
本
部
に

提
出
し
、
平
成
一
七
年
二
月
、
同
本
部
に
お
い
て
、
全
国

展
開
を
平
成
一
七
年
度
中
に
行
う
こ
と
が
正
式
に
決
定
し

た
。

2

全
国
展
開
の
実
施

構
造
改
革
特
区
推
進
本
部
決
定
を
受
け
、
平
成
一
七
年

九
月
、
新
た
に
有
料
道
路
課
長
名
で
通
達
を
発
し
、
平
成

一
五
年
八
月
に
発
出
し
た
構
造
改
革
特
区
に
お
け
る
取
扱

い
を
定
め
る
通
達
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
平
成
一
七
年

一
〇
月
一
日
か
ら
全
国
的
に
実
施
す
る
旨
、
地
方
整
備
局

及
び
関
係
す
る
各
道
路
管
理
者
あ
て
周
知
を
行
っ
た
。

ま
た
、
有
料
道
路
駐
車
場
の
管
理
主
体
に
は
道
路
管
理

者
に
加
え
て
地
方
道
路
公
社
が
該
当
す
る
が
、
両
者
の
有

料
道
路
駐
車
場
を
区
別
し
て
取
り
扱
う
必
要
は
な
い
た

め
、
地
方
道
路
公
社
の
有
料
道
路
駐
車
場
に
つ
い
て
も
こ

の
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

措
置
の
内
容
は
構
造
改
革
特
区
と
同
様
で
あ
り
、
特
別

料
金
の
設
定

･
改
廃
に
つ
い
て
許
可
を
不
要
と
し
、
届
出

で
足
り
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
当

該
設
定
･
改
廃
が
、
許
可
を
受
け
て
い
る
償
還
計
画
に
影

響
を
与
え
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

定
期
料
金
や
夜
間
料
金
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な

駐
車
需
要
を
喚
起
し
増
収
に
つ
な
が
る
と
想
定
さ
れ
る
場

合
、
減
収
が
生
じ
た
場
合
に
は
減
収
の
補
填
が
他
会
計
か

ら
行
わ
れ
る
場
合
等
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
償
還
計
画
に
影
響
を
与
え
る
場
合
は
、
従
前
ど

お
り
許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
あ
る
。

三

お
わ
り
に

本
措
置
が
全
国
の
有
料
道
路
駐
車
場
に
適
用
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
各
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
い
て
地
域
の
実
情

に
即
応
し
た
料
金
設
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
有

料
道
路
駐
車
場
の
利
用
が
一
層
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
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鬮
剛
藁
嘩
◎
民
間
鬮
族
推
進

三
か
年
謝
鬮

(暎
鼈
)
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

　

進
三
か
年
計
画
｣
(平
成
一
三
年
度
か
ら
平
成
一
五
年
度

ま
で
)が
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

平
成
一
三
年
四
月
一
日
に
は
規
制
改
革
委
員
会
に
代
わ

る
新
た
な
調
査
審
議
機
関
と
し
て
、
内
閣
府
に
総
合
規
制

改
革
会
議
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
三
年
間
の
期
限

付
き
の
組
織
で
あ
っ
た
が
、
第
一
次
か
ら
第
三
次
の
三
回

に
わ
た
る
答
申
を
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
行
い
、
そ
の

間

｢規
制
改
革
推
進
三
か
年
計
画
｣
に
つ
い
て
は
二
度
に

わ
た
り
改
定
さ
れ
、
平
成
一
六
年
三
月
一
九
日
に
は
、
新

た
に

｢規
制
改
革

･
民
間
開
放
推
進
三
か
年
計
画
｣
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の
中
で
総
合
規
制
改
革
会
議

を
引
継
ぐ
組
織
と
し
て

｢規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
会

議
｣
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
関
係
閣
僚
か
ら
構
成
さ
れ

る

｢規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
本
部
｣
を
設
け
る
こ
と

と
さ
れ
、
平
成
一
六
年
四
月
一
日

｢規
制
改
革
･
民
間
開

=
隙
じ
め
に

平
成

一
六
年
三
月
一
九
日
に
策
定
さ
れ
た

｢規
制
改

革
･
民
間
開
放
推
進
三
か
年
計
画
｣
の
改
定
を
行
い
、
新

た
に
｢規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
三
か
年
計
画
(改
定
)｣

(以
下
、
｢本
計
画
｣
と
い
う
)
が
策
定
さ
れ
、
平
成
一
七

年
三
月
二
五
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
以
下
、
こ
れ
ま
で

の
規
制
改
革
の
流
れ
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
本
計
画
の
概

要
、
平
成
一
七
年
度
上
半
期
の
規
制
改
革
の
動
き
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

二

改
定
ま
で
の
経
緯

改
定
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

規
制
改
革
の
流
れ
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
規
制
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
当
初
、
行
政
改
革
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
一
二
月
一

九
日
に
発
足
し
た
行
政
改
革
委
員
会
の
内
に
規
制
緩
和
小

委
員
会
が
平
成
七
年
四
月
一
九
日
発
足
し
、
現
在
に
至
る

規
制
改
革
の
流
れ
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
行
政
改

革
委
員
会
か
ら
は
三
度
の
規
制
緩
和
の
推
進
に
関
す
る
意

見
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
間
に

｢規
制
緩
和
推
進
計
画
｣

(平
成
七
年
度
か
ら
平
成
九
年
度
ま
で
)
が
策
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
行
政

改
革
推
進
本
部
の
内
に
規
制
緩
和
委
員
会
が
発
足

(平
成

一
0
年
二
月
五
日
)
(平
成
三

年
四
月
六
日

｢規
制
改

革
委
員
会
｣
に
改
称
)
し
、
本
委
員
会
か
ら

｢規
制
緩
和

に
つ
い
て
の
第
一
次
見
解
｣
｢第
二
次
見
解
｣
｢第
三
次
見

解
｣
が
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
間
に

｢規
制
緩
和
推
進
三
か

年
計
画
｣
(平
成
一
〇
年
度
か
ら
平
成

一
二
年
度
ま
で
)

が
策
定
さ
れ
、
二
度
に
わ
た
る
改
定
後
、
｢規
制
改
革
推



放
推
進
会
議
｣
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
六
年
五
月
二
五
日

に
は
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

｢規
制
改
革
･
民

間
開
放
推
進
本
部
｣
が
設
置
さ
れ
、
現
在
の
規
制
改
革
の

推
進
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。

平
成
一
六
年
一
二
月
二
四
日
に

｢規
制
改
革
･
民
間
開

放
の
推
進
に
関
す
る
第
一
次
答
申
｣
(以
下
、
｢第
一
次
答

申
｣
と
い
う
)、
平
成
一
七
年
三
月
二
三
日
に
は

｢規
制

改
革

･
民
間
開
放
の
推
進
に
関
す
る
第
一
次
答
申

(追
加

答
申
)｣
(以
下
、
｢追
加
答
申
｣
と
い
う
)
が
内
閣
総
理

大
臣
に
答
申
さ
れ
、
答
申
の
内
容
及
び
規
制
改
革

･
民
間

開
放
推
進
会
議
等
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
内
外
か
ら
の
意

見
･
要
望
等
を
踏
ま
え
、
｢規
制
改
革

･
民
間
開
放
推
進

三
か
年
計
画

(改
定
)｣
が
策
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

亘

計
画
の
目
的

本
計
画
は
、
①
経
済
活
性
化
に
よ
る
持
続
的
な
経
済
成

長
の
達
成
、
②
透
明
性
が
高
く
公
正
で
信
頼
で
き
る
経
済

社
会
の
実
現
、
③
多
様
な
選
択
肢
の
確
保
さ
れ
た
国
民
生

活
の
実
現
、
④
国
際
的
に
開
か
れ
た
経
済
社
会
の
実
現
等

を
図
り
、
も
っ
て
、
生
活
者

･
消
費
者
本
位
の
経
済
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
経
済
の
活
性
化
を
同
時
に
実
現
す
る

観
点
か
ら
、
行
政
の
各
般
の
分
野
に
つ
い
て
、
民
間
開
放

そ
の
他
の
規
制
の
在
り
方
の
改
革
の
積
極
的
か
つ
抜
本
的

な
推
進
を
図
り
、
経
済
社
会
の
構
造
改
革
を
一
層
加
速
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

本
計
画
は
、
こ
う
い
っ
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

当
面
の
改
革
事
項
と
し
て
、
総
合
規
制
改
革
会
議
の

｢規

制
改
革
の
推
進
に
関
す
る
第
三
次
答
申
｣
(平
成
一
五
年

三
一月
二
二
日
)、
第
一
次
答
申
及
び
追
加
答
申
を
始
め

と
す
る
こ
れ
ま
で
の
答
申
、
｢構
造
改
革
特
別
区
域
基
本

方
針
｣
(平
成

一
五
年

一
月
二
四
日
閣
議
決
定
)、
｢規
制

改
革
集
中
受
付
月
間
｣
、
｢規
制
改
革
･
民
間
開
放
集
中
受

付
月
間
｣
等
に
よ
り
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
規
制
改

革
関
連
事
項
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
平
成
一
六
年
度
か
ら
平

成
一
人
年
度
ま
で
の
三
か
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
事
項

と
し
て
確
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
着
実
か
つ
速
や
か

な
実
施
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

四

計
画
の
概
要

今
回
改
定
さ
れ
た
本
計
画
は
、
I

共
通
的
事
項

(計

画
の
目
的
、
規
制
改
革
の
推
進
に
伴
う
諸
措
置
な
ど
)
、

□

一
六
年
度
重
点
計
画
事
項
、
分
野
横
断
的
な
取
組

(市
場
化
テ
ス
ト
、
官
業
の
民
間
開
放
、
官
製
市
場
改
革

な
ど
)、
分
野
別
各
論

(I
T
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
運
輸
、

住
宅

･
土
地

･
環
境
な
ど
)、
田

措
置
事
項

(各
分
野

の
措
置
内
容
と
実
施
時
期
な
ど
)
と
い
う
構
成
に
な
っ
て

お
り
、
n

一
六
年
度
重
点
計
画
事
項
に
つ
い
て
は
、
第

一
次
答
申
、
追
加
答
申
の

｢具
体
的
施
策
｣
を
列
記
し
、

m

措
置
事
項
に
お
い
て
は
個
別
措
置
事
項
に
関
す
る
三

ヵ
年
の
取
組
み
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

国
土
交
通
省
所
管
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
安
全

の
確
保
、
環
境
の
保
全
な
ど
社
会
的
な
規
制
の
観
点
か
ら

設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
て
、
国
民
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、

経
済
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も

積
極
的
に
規
制
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
o五

主
な
道
路
関
係
の
計
画
項
目

本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
道
路
行
政
に
関
係
す
る
主
な

項
目
に
つ
い
て
は
次
頁
表
の
通
り
で
あ
る
。

穴

本
計
画
策
定
後
の
規
制
改
革
の
動
き

本
年
度
に
お
い
て
も
昨
年
度
同
様
六
月
の
一
カ
月
間
を

｢規
制
改
革

･
民
間
開
放
集
中
受
付
月
間
｣
と
し
て
、
規

制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
室
と
構
造
改
革
特
区
推
進
室
と

で
共
同
し
て
、
広
く
一
般
か
ら
、
規
制
改
革
･
民
間
開
放

要
望
と
構
造
改
革
特
区
提
案
が
公
募
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年

度
か
ら
は
、
平
成
一
七
年
四
月
一
日
に
設
置
さ
れ
た
市
場

化
テ
ス
ト
推
進
室
も
共
同
で
、
市
場
化
テ
ス
ト
を
含
む
民

間
開
放
要
望
も
公
募
さ
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
提
案
に
つ
い

て
は
、
手
続
の
公
開
の
下
、
短
期
集
中
型
の
検
討
･
協
議

を
経
て
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
三

日
に
対
応
方
針
と
し

て
規
制
改
革
･
民
間
開
放
推
進
本
部
、
構
造
改
革
特
別
区

域
推
進
本
部
の
そ
れ
ぞ
れ
で
本
部
決
定
が
な
さ
れ
て
い

る
o

÷首分〒ヤ ?nnく 1n クマ



表 規制改革 ･民間開放推進 3か年計画 (改定) の主な道路局関連事項

I 事 項 名 - 措 置 内 容 』 鰔 甲 高簑 宰 '0“度 -
4 l T 関係

ア 情報満‘言ネットワークインフラの整備促進

①線路敷設の円滑化
冬期 ･年度末の路上工事抑制措置について、道路交通に及ばず
景舞媛等をも勘案しつつ平成l7年度までの間は試行的に緩商を図措置 (試行)

措置 (試行)
引き続き実施ず
ること乙こノコし、-て
検討 ･結論

②高速道路の高架橋画
空間の活用

高速道路の高架橋明r空間への光ケープ′しの敷設の方策について
検討する。

r昔置

③ I R U 方式による芯
線貸 uこ関する道路占
用ロ的変更規制の緩和

方鼻g霧悲慈餐朝謙努挫絡驫用務諦萎鬚鮮留呈紫煙風、
て、道路管理上特段の支障がある場合を除き、届出で足りることとする.

ず皆置

その他 (救急医療、 小児医療、 医療事故対策等)

宗の再構築 し、救命救急を要する患者が‐体制を早急に確立する。

d 救急搬送に関する各組織が効果的に連携して業務を
よう、諸外国の状況も参考に、その連携の在り方についし、所要の措置を講ずる~

リアフリー化等の

と建築物の
推進

福祉 ･保
障害者施策

、身体障害者等の公共交通機関を刊用した移動のに関する法律 (交通バリアフリー法) に基づき、
、歩道、信号機等のバリアフリー化を推進するいやすし･情報通信関連機器、システムの開発等にアフリー環境の整備等を推進する。

電気事業における送電ネットワ-クやガス事業における
ネットワークの繋価に際して必要となる工事や土地利用
る規制について、インフラ整備を抑制している規制があ
、これを緩和する等の措置を講ずる。

対象外の小規模(21ギガジュール/
いてもエネルギー政策等の観点か
‐付けられれば、義務占用iコ準じた対する.

公共施設 ･サービス等の民間開放の促進

の必要性が生じた嬬坊合に検言寸

用を図るこ

エ その他

鬮秀妥炉嘩鰍の騙鰯搬のP亨して高み
-榧置 一土 -- [一

一
一]1 6 運輸関係

自動車交通等

高速1道路料 て、 I、割引制度

第180号) と、一定量を超えるトレ｣‐ラー) については、水底きるとしているが、車両輸送をな実験の実施及びその検証 ･評
を前提として、搭載水素の制限を“行う。

口 ･多頻度利用者の利便を図るサービス
を廃止し、 E T C利用を前提とした新

言我等について、その
‐を必要に応じ通知す

朝こ
よ
しる
｢



′
＼

"

　　　　　　　　

｢遭幡ふれあい卿間｣
　
　
　　

一

地方術事報告について

西岡本編

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･
｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告

近
畿
地
方
整
備
局
{
一%

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
本
局
及
び
管
内
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係

機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆

｢み
ち
｣
と

｢近
畿
｣
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ョ
ー
ト
ス

ト
ー
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

近
畿
地
方
整
備
局
で
は
、
｢近
畿
の
道
｣
を
テ
i
マ
に

し
た
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
こ
の
取

組
み
は
平
成
一
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で

四
回
目
と
な
り
ま
す
。
普
段
利
用
し
て
い
る
道
や
、
新
し

く
で
き
る
道
に
つ
い
て
の
思
い
を
文
章
に
表
現
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
作
者
の
抱
く
道
へ
の
思
い
を
広
く
一
般
の

読
者
の
方
々
に
伝
え
、
作
品
を
通
じ
て
読
者
の
方
々
に
も

道
路
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
直
木
賞
作
家
難
波
利
三
氏
を

審
査
委
員
長
に
お
招
き
し
、現
在
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
〇
月
末
を
目
処
に
入
賞
作
品
を
決
定
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
書
籍
の
発
行
等
を
通
じ
て
発
表
を

行
う
予
定
で
す
。

写真 1 子どもに大人気のマスコット ｢こ
っちだヨウ平｣ と ｢こっちだコウ子｣

◆
親
子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

滋
賀
国
道
事
務
所
で
は
、
八
月
三

日
に
同
事
務
所
で

恒
例
と
な
っ
て
い
る
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
イ
ベ
ン
ト

｢親

子
ふ
れ
あ
い
劇
場
｣
を
滋
賀
県
高
島
市
今
津
町
で
実
施
し

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
N
H
K
教
育
テ
レ
ビ

｢お
か

あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
｣
で
お
馴
染
み
の
、
速
水
け
ん
た
ろ

う
さ
ん
、
神
崎
ゆ
う
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し
、

｢夢
と
き
め
き
!

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
｣
を
実
施

す
る
な
ど
、
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
道
路
へ
の
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(写
真
-
)。

◆
伊
能
忠
敬
の
近
畿
地
方
測
量
か
ら
二
〇
〇
年

歴
史
の
教
科
書
に
も
登
場
す
る
伊
能
忠
敬
は
、
江
戸
時



代
後
期
、
今
か
ら
約
二
〇
〇
年
前
に
一
七
年
間
日
本
全
国

を
歩
い
て
測
量
し
、
正
確
な

｢大
日
本
沿
岸
実
測
全
図
｣

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は
、
近
畿
地
方
の
測
量
を
行

っ
た

｢第
五
次
測
量
｣
か
ら
二
〇
〇
年
を
向
か
え
る
節
目

の
年
で
す

(内
陸
部
の
一
部
は

｢第
八
次
測
量
｣
で
測
量

を
行

っ
て
い
ま
す
)
。

そ
こ
で
、
大
阪
国
道
事
務
所
及
び
福
知
山
河
川
国
道
事

務
所
で
は
、
伊
能
忠
敬
の
功
績
の
紹
介
を
通
じ
て
道
路
に

触
れ
あ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
大
阪
国
道
事
務
所
で
は
関
係
自
治
体
等
と
実
行

委
員
会
を
設
立
し
、
八
月
二
七
日
に

｢歩
こ
う
!

話
そ

　
　

　　　 　　　　
　
　
　 　　　　　　　　

写真 2 大勢の方が参加したウオーキング ･シンポジ

･
環
ご
、ン
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写真 3 伊能忠敬の測量体験

う
!

私
た
ち
の
み
ち
と
ま
ち
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

･
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
は

じ
め
に
北
側
国
土
交
通
大
臣
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
大

阪
府
堺
市
の
浜
寺
公
園
を
ス
タ
ー
ト
。
熊
野
街
道
、
美
し

い
日
本
の
歩
き
た
く
な
る
み
ち
五
〇
〇
選
に
選
ば
れ
た

道
、
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
道
等
、
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で

き
た
道
を
辿
り
、
堺
市
の
大
浜
公
園
ま
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
は
谷
口
道
路
局
長
、

藤
本
近
畿
地
方
整
備
局
長
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た

(写
真
2
)。

ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
弓
き
続
き
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
を
育
ん
で
き
た

｢み
ち
｣
を
通
じ
て
、
未
来
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の

方
々
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
地
域
住
民
、
観
光
、
地
元
企
業
、
道

路
利
用
者
と
し
て
の
観
点
か
ら
見
た

｢み
ち
と
ま
ち
づ
く

り
｣
に
つ
い
て
の
課
題
が
出
さ
れ
、
未
来
へ
向
け
た
取
組

み
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

会
場
で
は
、
伊
能
大
図
等
の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
で
は
八
月
七
日
に

｢伊
能
忠
敬
の
測
量
体
験
｣
と
講
演
会

｢伊
能
忠
敬
の
測

量
と
そ
の
素
顔
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
測
量
体
験
で
は
、

現
在
の
よ
う
な
測
量
機
器
の
な
い
時
代
に
、
ど
の
よ
う
な

器
具
を
用
い
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
測
量
を
行
っ
た
の
か
、

伊
能
忠
敬
の
実
測
を
再
現
し
ま
し
た
。
続
く
講
演
会
で
は

郷
土
史
家
の
横
川
津
一
郎
氏
に
、
測
量
の
話
だ
け
で
は
な

く
、
｢忠
敬
は
歯
が
悪
か
っ
た
ー
｣
｢測
量
の
費
用
は
ど
れ

く
ら
い
?
し

な
ど
の
話
題
も
含
め
て
、
分
か
り
や
す
く
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

(写
真
3
)。

◆
一斉
清
掃

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
中
に
は
、
広
報
の
意
味
を
込
め
た

イ
ベ
ン
ト
の
他
に
も
、
管
内
各
地
に
お
い
て
地
元
住
民
、

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
力
し
て
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま

く

し
た
。
大
阪
国
道
事
務
所
に
お
け
る

｢御
堂
筋
清
掃
大
作

ぅ

戦
｣･
京
都
国
道
事
務
所
に
お
け
る
五
条
通
-
斉
清
掃
｣･

ル首

｢九
条
通
一
斉
清
掃
｣
、
和
歌
山
河
川
国
道
事
務
所
、
紀
南

、.

河
川
国
道
事
務
所
を
含
む
和
歌
山
県
内
全
域
に
お
け
る

%



｢紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
2
0
0
5
｣
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

◆
最
後
に

誌
面
で
は
詳
し
く
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
に
も
各

地
域
に
お
い
て
、
清
掃
、
広
報
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
多

種
多
様
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
及
び
道
の
日
の
機
会

を
通
じ
て
、
住
民
の
方
々
に
道
路
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　　　
　　
-¥
“

1 道路に関する作文 ･ポスター表彰式

学
校
三
五
校
と
二
団
体
か
ら
、
作
文
三
一○
編
、
ポ
ス
タ

ー
一
、
三
九
四
点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
作
文
六
編
、
ポ
ス
タ
ー
九

点
を
中
国
地
方
整
備
局
長
賞
に
決
定
し
、
八
月
一
日
に
広

島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

そ
の
後
、受
賞
者
を
対
象
と
し
た
現
地
見
学
会
を
行
い
、

共
同
溝
を
探
検
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
作
品
は
広
島
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル
で
展
示
す
る
な
ど
、
管
内
の
道
路
愛
護

を
呼
び
か
け
る
広
報
活
動
で
積
極
的
に
使
用
し
ま
し
た
。

今
中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

中
国
地
方
整
備
局
と
地
方
公
共
団
体
等
の
計
九
機
関
で

構
成
さ
れ
た

｢道
の
日
｣
中
国
実
行
委
員
会
の
主
催
で
、

中
国
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
中

国
地
方
に
お
け
る
道
路
の
役
割
や
、
私
た
ち
と
道
路
と
の

関
わ
り
な
ど
を
写
真
を
通
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
と
ら
え
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
｢
一

般
部
門
｣、
｢ビ
ギ
ナ
ー
部
門
｣
に
分
け
て
実
施
し
、
一
九

回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
九
六
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
特
に
優
秀
な
作
品
と
し
て
、
~
般
部
門

か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
五
点
、
入
選
一
〇
点
、
ビ

ギ
ナ
ー
部
門
か
ら
ビ
ギ
ナ
ー
特
別
賞
五
点
を
決
定
し
、
八

月
四
日
に
広
島
市
内
に
お
い
て
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
八
月
二
一日
か
ら
八
月
一
八
日
ま
で
の
間
、 写真2 1日出張所長による街頭P R活動

…華
遜

路
ふ
れ
あ
ぃ
月
廻

･
遜

の
日
｣
の
行
事
報
告

…

‘

褻議
朧
さ"･朧

中
国
地
方
整
備
局

き

学
校
三
五
校
と
二
団
‐

中
国
地
方
整
備
局
で
は
、
毎
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ

い
月
間
｣
、
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
本
局
及
び
各

道
路
関
係
事
務
所
に
お
い
て
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
の
募
集

中
国
地
方
整
備
局
の
主
催
で
、
中
国
地
方
の
小
･
中
学

生
を
対
象
に
、
道
路
に
関
す
る
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
募
集
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
小
学
校
一
〇
七
校
、
中



中
国
五
県
の

｢道
の
駅
｣
を
中
心
に
計
三
一ヵ
所
で
同
時

に
受
賞
作
品
の
展
示
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

◆
事
務
所
に
お
け
る
行
事

中
国
地
方
整
備
局
管
内
の
各
道
路
関
係
事
務
所
に
お
い

て
も
、
作
文
･
ポ
ス
タ
ー
事
務
所
長
表
彰
を
は
じ
め
、
街

頭
P
R
活
動
、
現
地
見
学
会
、
道
路
一
斉
清
掃
、
地
元
行

事
へ
の
参
加
、
一
日
出
張
所
長
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

や
p
R
活
動

(写
真
2
)、
講
演
会
な
ど
各
種
の
広
報
活

動
を
行
い
、
道
路
愛
護
精
神
の
啓
発
と
普
及
を
図
っ
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
に
つ
い
て
、
広
く
国
民
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

…
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事
の
報
告

…

　

　

四
国
地
方
整
備
局

し
く

四
国
地
方
整
備
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及

び

｢道
の
日
｣
の
制
定
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
局
を
は
じ
め

各
事
務
所
で
も
様
々
な
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
下
に

本
局
主
催
で
行
い
ま
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

◆
四
国
の
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
の
主
催
、
N
P
O
法
人
四

国
の
道
路
サ
ポ
ー
タ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、
｢残
し
て

い
こ
う
四
国
の
か
た
ち
｣
を
テ
ー
マ
に
、
四
月
か
ら
六
月

ま
で
の
間
一
般
募
集
を
行
い
、
一
般
部
門
二
八
三
点
、
ス

ナ
ッ
プ
部
門
九
六
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
に
審
査
会
を
行
い
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
金
賞

一
点
、
銀
賞
二
点
を
含
め
て
二
七
点
の
入
選
作
品
を
決
定

し
、
金
賞
及
び
銀
賃
受
賞
者
へ
の
表
彰
式
を
八
月
三
日

(水
)
に
開
催
し
た
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
入
選
作
品

は
、
当
整
備
局
H
P
へ
掲
載
す
る
と
と
も
に
四
国
四
県
各

地
で
写
真
展
を
開
催
し
ま
し
た

(表
参
照
)。

◆
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議
会
が
主
催
す
る
平
成
一
七
年

度
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
八

月
三
日

(水
)
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
高
知
県
立
美
術
館

に
お
い
て
、
受
賞
者
、
来
賓
及
び
会
員
に
加
え
、
一
般
参

加
者
三
二
〇
名
の
参
加
を
得
て
会
場
も
ほ
ぼ
満
席
の
う
ち

に
華
や
か
に
開
催
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
開
会
宣
言
に
始

ま
り
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
｢道
｣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ミ
ス

高
知
に
よ
る

｢道
路
ふ
れ
あ
い
宣
言已

の
後
、
道
路
関
係

功
労
者
二
三
団
体
、
｢
四
国
の
道
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
｣

金
貨
、
銀
賞
受
賞
者
に
対
す
る
四
国
道
路
ふ
れ
あ
い
協
議

会
長
表
彰
、
平
成
一
七
年
度
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標

語
優
良
賞
受
賞
者
に
対
す
る
道
路
局
長
表
彰
の
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。

次
に
、
地
元
有
名
連

｢十
人
十
彩
｣
に
よ
る
よ
さ
こ
い

鳴
子
踊
り

(写
真
1
)、
福
島
敦
子
さ
ん
の
記
念
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。

福
島
敦
子
さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
説
売
巨
人
軍
の
長
嶋

茂
雄
氏
の
ワ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
話
か
ら
義
弟
の
大
リ
ー
グ

シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
話
、
ま
た
企

業
の
ト
ッ
プ
と
の
対
談
の
経
験
か
ら

｢人
と
人
が
直
接
ふ

れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
、
道
路
も
ま
た
人
と
人
が
ふ
れ
あ

表 四国各県で開催された写真展の日程表
開催日 開催県 開催場所

8月3日(水) 県知
"

ル一ホ館却
街
田2
美
悸
館
浄
侑
鮪
主
ぬ須
立
★渦
県
埜市
鮒仁知
を尚
古岡

8月4日 (村 禰 ー汐セ珍
毫字

無常
一同
一案れ姉

イ
.高

8月8日(月) ~l2ロ (盆 愛媛県 好
一
玄
目聯機愛松

8月23日 (火) ~28日 (ロ) 徳 174損々彫蒋鰯胸北郡ン野ろラザ紡い
グ
ノ市
…

8月29ロ (月) ~ 9月2日 (金) 操ム刻
拗
朴旧
F
内
"
殖
妙
県
市
中
鉤隷

9月5月 (月) ~16日 (鍼 香川煤 ービ
詑
ロ
ー
関
節
玄
一
局
4
傭
町
整
岡
方
福
…

地
市
国
松
四
十局

9月20ロ (火) ~27日(火) 香川県 ｣礎発州批ナ衞港香空郡も松川十局/杏



写真2 福島敦子さんによる記念講演 ー

う
場
所
で
あ
る
｣
と
話
さ
れ
ま
し
た

(写
真
2
)。

蘋

こ
の
セ
レ
モ
ニ
1
災

年

で
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

地元有名連 ｢十人十彩｣ によるよさこい鳴子踊り

写真 3 地元中学生も参加した ｢8 8 クリー
ンウオーク四国｣

し
た
が
、
四
国
全
体
と
し
て

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の

開
幕
と

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
趣
旨
で
あ
る
、
｢改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割

･
重
要
性
を
再
認

識
し
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
｣
と
い
う
こ
と
を

少
な
か
ら
ず
広
報
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

◆

｢8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー
ク
四
国
｣

,
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
四
国
を
め
ざ
し
て
5

八
月
八
日

(月
)
早
朝
に
、
｢
8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
四
国
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
｢
8
8
ク
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ク
四
国
｣
と
は
、
四
国
八
八
箇
所
霊
場
に
ち
な
み
、
ま
た
、

四
国
8
の
字
ル
ー
ト
の
早
期
完
成
を
祈
願
し
て
、
毎
年
八

月
八
日
に
、
四
国
内
を
一
斉
に
歩
き
な
が
ら
清
掃
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
八
月
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

に
あ
わ
せ
、
ま
た
四
国
の
道
の
新
た
な
取
組
み
と
し
て
開

始
し
た
も
の
で
す
。
平
成
一
五
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

三
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、実
施
日
が
平
日
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昨
年
を
大
き
く
上
回
る
一
二
、
三
人
二
名

(昨
年
は
九
、

三
〇
四
名
、
一
昨
年
は
六
、
一
八
四
名
)
の
参
加
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
、
一
人
の
け
が
人
も
な
く
、
無
事
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

(写
真
3
)。
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、｢
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
,
｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告
-

日

の
行

‐‐･告

一　

九
州
地
方
整
備
局

…

九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
道

路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
広
く
道

路
愛
護
精
神
を
高
め
る
た
め
、
管
内
の
道
路
関
係
事
務
所

に
お
い
て
、
関
係
機
関
及
び
民
間
団
体
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
多
彩
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

◆
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
広
報
活
動

九
州
の
各
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
誘



致
や
、
事
前
に
各
種
番
組
内
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、
イ

ベ
ン
ト
関
係
の
広
報
を
行
い
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加

頂
け
る
よ
う
ラ
ジ
オ
を
中
心
に
視
聴
者
や
リ
ス
ナ
J
へ
の

呼
び
か
け
を
強
化
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
中
に

は
、
メ
デ
ィ
ア
で
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
知
っ
た
人
も
多
く
、

日
頃
か
ら
様
々
な
広
報
活
動
の
中
で
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
協

力
要
請
を
働
き
か
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆
ひ
と
と
交
流
す
る
道
路
フ
ェ
ア

道
路
の
意
義

･
重
要
性
に
対
し
、
国
民
に
関
心
を
持
っ

地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
昨
今
の
地
震
報
道

の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
各
地
で
多
く
の
参
加
希
望
者
が
あ

り
、
阪
神

･
淡
路
大
震
災
の
揺
れ
を
体
験
す
る
な
ど
大
人

か
ら
子
供
ま
で
様
々
な
表
情
で
そ
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
他
に
も
建
設
機
械
の
展
示
や
体
験
作
業
、
日
頃
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
施
工
中
の
工
事
現
場
や
道
路
施
設
の

見
学
を
行
い
、
現
在
の

｢道
路
｣
の
成
り
立
ち
を
体
験
し

て
も
ら
い
ま
し
た

(写
真
2
)
。

◆
歴
史
街
道
散
策
ツ
ア
ー

長
崎
で
は
例
年

｢歴
史
街
道
｣
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
歴
史
上
重
要
な
外
交
拠
点
で
あ
っ
た
長
崎
の
歴
史

と
そ
の
街
道
を
実
際
に
散
策
し
な
が
ら
、
歴
史
文
化
遺
跡

を
訪
ね
る
企
画
を
地
元
歴
史
文
化
協
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で

｢長
崎
街
道
｣、
｢島
原
街

道
｣
と
企
画
さ
れ
、
今
年
は

｢平
戸
街
道
｣
に
つ
い
て
散

策
を
行
い
、
参
加
者
も
そ
の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
再

認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

◆
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
清
掃
活
動

管
内
各
所
に
お
い
て
道
路
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
3
)
。
参
加
者
は
、
道
守
メ
ン
バ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
関
係
行
政
機
関
が
中
心
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
た
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
一
般
の
参
加
者
も
多
く
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
｢道
守
会
議
｣
の
存
在
を
知
り
、

て
も
ら
う
た
め
、
直
接
国
民
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
す
る
道

路
フ
ェ
ア
を
管
内
三
ヵ
所
で
実
施
。

ト
1
ク
を
は
じ
め
と
す
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
ク
イ
ズ

大
会
、
パ
レ
ー
ド
、
地
域
住
民
に
よ
る
演
舞
、
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
及
び
道
路
愛
護
団
体
へ
の
表
彰
式
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で
地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

福
岡
県
内
で
行
っ
た
フ
ェ
ア
で
は
、
N
P
O
団
体
の
方
が

演
じ
る

｢環
境
戦
隊
ア
ー
ス
マ
ン
シ
ョ
ー
｣
が
催
さ
れ
、

名
前
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
環
境
問
題
に
関
し
て
子
供

達
の
興
味
を
引
き
つ
っ
、
わ
か
り
や
す
い
シ
ョ
ー
と
な
り

ま
し
た

(写
真
1
)。

ま
た
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で
振
動
実
験
車
を
設
置
し
、

写真2 建設機械の体験作業



の
中
で
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
目
的
と
し
て
、
取
り
組

な
行
事
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

紹
介
し
ま
す
。

、′、̂̂
‐-‐‐11.･1--'･･･.-‐-‐''--1.･11･11-
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　…
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
｢道
の
日
｣
の
行
事

沖
縄
総
合
事
務
局

÷

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
当
事
務
局
と
沖
縄
県
･
県
内

各
市
町
村

･
日
本
道
路
公
団
沖
縄
管
理
事
務
所
で
、
｢道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
沖
縄
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、
｢道

の
日
｣
及
び

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
お
い
て
、
様
々

｢今
後
参
加
し
て
い
き
た
い
｣
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
次

第
に
住
民
の
手
に
よ
る
道
路
愛
護
の
広
が
り
に
ま
す
ま
す

期
待
が
持
て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
管
内
で
は
住
民
と
協
働
で
の
不
法
占
用
取
締

り
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
の
広
報
活
動
、
親
子

通
学
路
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

｢道
の
日
｣
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
も
っ
と
住
民
が
主
体
と
な
る
よ
う
な
行

事
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
後
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･
｢道
の
日
｣
の
行
事

写真 3 管内各所で行われた道路清掃活動

◆
図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

図
画
作
文
を
通
し
て
道
路
の
美
化

･
愛
護
思
想
の
普

及
を
図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
回
も
一
丸
を
数
え

る
に
至
り
、
県
内
小
･
中
学
生
か
ら
図
画
約
三
、
三
〇
〇

点
、
作
文
約
五
〇
〇
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
だ

け
の
応
募
総
数
で
あ
る
う
え
、
個
性
的
で
甲
乙
つ
け
が
た

い
作
品
の
数
々
を
目
の
前
に
、
審
査
員
の
方
々
は
苦
労
さ

れ
た
よ
う
で
す
。
上
位
入
選
者
に
対
し
て
は
七
月
下
旬
に

-望觜夕ここユク (n〔と 1〔 っず
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写真 1 図画 ･作文表彰式

写真 2 道路愛護功労者表彰式



表
彰
式
を
行
い
、
那
覇
市
及
び
名
護
市
に
お
い
て
展
示
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
作
品
の
傾
向
と
し
て
は
道
路
を
き
れ

い
に
し
て
い
こ
う
、
と
い
う
主
旨
の
も
の
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
は
二
0
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
当
コ
ン
ク
ー

ル
を
契
機
に
、
公
共
施
設
や
公
共
事
業
の
大
切
さ
を
子
供

達
に
感
じ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
し
て
、
定
着
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す

(写
真
-
)。

今

｢道
の
日
｣
の
開
催
イ
ベ
ン
ト

八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
に
ち
な
ん
で
、
八
月
一

〇
日
に
那
覇
市
の
国
際
通
り
に
あ
る
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン

ブ
ス
館
に
て
、道
路
愛
護
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
日
本
道
路
協
会
表
彰
四
団
体
･沖
縄
地
方
推

進
協
議
会
会
長
表
彰
四
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
終
了
後
に
ミ
ス
沖
縄

ミ
ス
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
を
は
じ

め
と
し
て
関
係
職
員
が
会
場
周
辺
の
国
際
通
り
へ
出
て
街

頭
活
動
を
行
い
ま
し
た

(写
真
2
･
3
)。

ま
た
、国
道
事
務
所
及
び
県
土
木
事
務
所
に
お
い
て
は
、

県
内
の
小

･
中
学
生
を
対
象
に
、
｢
一
日
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
｣
｢夏
休
み
親
子
道
路
施
設
見
学
会
｣
及
び
県
内
の
各

道
路
管
理
者
が
関
係
機
関
(所
轄
警
察
署
、
地
元
自
治
会
)

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
｢不
法
占
用
物
件
の
一
掃
｣
｢道
路

清
掃
、
除
草
、
空
缶
収
集
｣
等
の
道
路
ク
リ
ー
ン
運
動
を
、

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
の
期
間
中
県
内
各
地
で
実
施
し
、
道

路
の
正
し
い
利
用
及
び
道
路
愛
護
･
美
化
の
啓
蒙
活
動
を

行
い
ま
し
た

(写
真
4
)。
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写真 3 国際通りでの街頭活動



平
成
一
五
年
度

道
路
管
理
職
瘤
実
態
調
査
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦

=

は
じ
め
に

道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
の
開
始
時
期
は
不
明
で
あ
る

が
、
道
路
の
種
別
毎
の
管
理
瑕
疵
実
態
及
び
道
路
管
理
関

係
訴
訟
の
判
決
等
を
把
握
し
、
こ
れ
ら
を
広
く
道
路
管
理

者
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
、

今
後
の
道
路
管
理
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
等
の
検
討
に
資

し
、
も
っ
て
、
各
道
路
の
構
造
の
保
全
又
は
交
通
の
危
険

防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
、
全
国
の
各
道

路
管
理
者

(道
路
管
理
部
局
)
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
各

道
路
管
理
者
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
等
を
当
課

に
お
い
て
一
月
頃
に
取
り
ま
と
め
、
新
年
度
に
各
道
路
管

理
者
に
配
布
し
て
い
る
。

平
成

一
五
年
度
道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査

(｢以
下

｢本
調
査
｣
と
い
う
。
)
は
、
本
年
三
月
に
取
り
ま
と
め
、

六
月
に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
、

そ
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

二

調
査
結
果
の
概
雲
と
ポ
イ
ン
ト

道
路
の
管
理
瑕
疵
に
よ
り
、
賠
償
し
た
事
案
の
件
数
及

び
金
額
に
つ
い
て
、
平
成
一
一
年
度
か
ら
一
五
年
度
ま
で

の
五
箇
年
を
主
に
訴
訟
等
と
示
談
に
分
類
し
集
計
し
た
も

の
が

｢総
括
表
｣
(表
1
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
事
故
態

様
分
類
別

(道
路
管
理
者
別
)
表
2
ー
ー
か
ら
表
2
ー
8

ま
で
を
総
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
ー
中
、
｢判
決
等
｣
と
は
、
判
決
の
ほ
か
、
裁
判
上

の
和
解
、
調
停
に
よ
る
解
決
を
含
む
概
念
と
し
て
整
理
し

た
も
の
で
あ
り
、
｢示
談
｣
と
は
、
道
路
管
理
者
と
被
害

者
等
の
間
の
民
事
上
の
和
解
に
よ
る
解
決
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
表
で
は
、
賠
償
金
を
支
払
う
管
理
瑕
疵
事
案
の

中
で
も
、
訴
訟
等
に
よ
る
解
決
は
少
な
く
殆
ど
が
示
談
に

よ
る
解
決
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
特
に
、
地
方
公
共
団

体
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、
そ
の
状
況
は
顕
著
で
あ
る
。

表
2
ー
ー
以
降
の
調
査
結
果
の
把
握
の
前
提
と
な
る
事

故
態
様
の
分
類
方
法
は

｢事
故
分
類
表
に
つ
い
て
｣
に
掲

げ
る
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
表
2
ー
1
の
総
括
表
は
、
国
管
理

(い
わ
ゆ
る

直
轄
)
、
公
団
、
公
社
、
地
方
公
共
団
体

(都
道
府
県
、

指
定
市
、
市
町
村
)
の
分
類
に
よ
る
統
計
で
あ
る
。

1

国
が
管
理
す
る
一
般
国
道

(表
2
i
2
)
(図
2
)

い
わ
ゆ
る
直
轄
管
理
道
路

(指
定
区
間
道
路
)
で
は
、

｢穴
ぼ
こ
｣
が
最
も
多
く
、
次
い
で
平
成
一
三
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
は
示
し
て
い
る
も
の
の
、
｢落
下
物
｣
を



瑕
疵
原
因
と
す
る
事
故
が
多
い
。
以
下

｢蓋
不
全
｣、
｢安

全
施
設
不
備
｣
、
｢落
石
｣、
｢路
上
障
害
物
｣
が
そ
れ
に
続

く
と
い
う
傾
向
が
窺
え
る
。
特
に

｢蓋
不
全
｣
は
増
加
傾

向
に
あ
り
、
天
候
等
に
よ
る
外
的
要
因
の
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る

｢落
石
｣
は
、
毎
年
一
〇
件
台
半
ば
で
ほ
と
ん
ど

増
減
が
見
ら
れ
な
い
状
況
で
推
移
し
て
い
る
が
、
一
五
年

度
は
若
干
減
少
し
た
。

2

公
団
が
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
又
は
一
般
有
料

道
路

(表
2
ー
3
)
(図
3
)

高
速
自
動
車
国
道
又
は
一
般
有
料
道
路
で
は
、
｢そ
の

他
｣
が
平
成
一
四
年
度
を
ピ
ー
ク
に
一
五
年
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
依
然
と
し
て
最
も
多
い
傾
向
が
顕
著
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
料
金
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
開
閉
バ
ー
の

故
障
等
に
起
因
す
る
事
故
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
近
年
の
E

T
C
の
普
及
等
に
伴
い
新
た
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
対
策
に
よ
り
件
数
が
減
少
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
｢落
下
物
｣
は
、
こ
の

｢そ
の
他
｣
に
比
べ
顕
著
で
は
な
い
も
の
の
、
一
五
年
度

は
若
干
減
少
し
て
い
る
が
概
ね
増
加
傾
向
に
あ
り
、
表
の

単
位
目
盛
の
設
定
を
掛
酌
し
、
一
般
国
道
と
照
ら
し
合
わ

せ
れ
ば
、
依
然
と
し
て
、
道
路
本
体
の
構
造
上
の
瑕
疵
と

し
て
は
最
も
多
い
事
故
原
因
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

3

公
社
が
管
理
す
る

一
般
有
料
道
路

(表
2
ー
4
)

(図
4
)

都
道
府
県
道
路
公
社
が
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路
で

は
、
総
じ
て
、
そ
の
年
に
よ
り
、
事
故
態
様
が
大
き
く
変

動
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
｢公
社
｣
は
全
国
の
地

方
公
共
団
体
の
公
社
全
て
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
公
社
が
管
理
す
る
道
路
の
地
理
的
特
性
等
の
場

所
的
環
境
や
利
用
実
態
等
を
分
析
し
な
い
と
傾
向
に
つ
い

て
何
と
も
言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
た
だ
し
、
全
体
を
通

じ
て
、
｢落
下
物
｣
、
｢落
石
｣
、
｢路
上
障
害
物
｣
が
上
位

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

4

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
一
般
国
道
、
都
道
府
県

道
及
び
市
町
村
道

(表
2
ー
5
)
(図
5
)

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、
表
2
ー
6
以

下
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
窺
え
る
が
、
｢穴
ぼ
こ
｣
と

｢蓋
不
全
｣
の
上
位
二
つ
が
不
動
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
管
理
す
る
道
路
の
中
で
も
、
異
な
る
特

徴
を
見
せ
る
の
が
、
都
道
府
県
が
管
理
す
る
一
般
国
道

･

都
道
府
県
道

(図
6
参
照
)
で
あ
り
、
｢落
石
｣
が
全
体

で
年
間
三
〇
〇
件
を
超
す
状
況
で
推
移
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
都
道
府
県
が
管
理
す
る
各
道
路
の
地
理
的
特
性
な
ど

の
場
所
的
環
境
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
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事故態様別分類について

分類
番号 事件の概要 内 容

9 工事不全

道路工事中の通行車両等に対する安全確保の方法が悪かったた
めに発生した事故,
仰貴工事中、工事箇所等を標示する標識等の不備、保安施設の
損壊 (工事中の段差、穴ぼこに起因する場合は工事中の安全確
保が悪かったものとしてこの分頓に入れる)

10 安全施設不備

ガードレール、標識等の安全施設の不備に起因する事故 (交
通安全施設国珠道路構造令第3除に規定するものをいう。)
例:楓 ガードレール、照明施設 視線誘導標駒止め、道路
標識 道路反射鏡

1 1 月兒 ;誘 橋梁の満田損壊に国利する事故,

1 2 落下物直撃

樹木･枝･雪氷･道路標識等が倒壊落下等しG重行車両、歩
行者割こ直囃した事故,
(落石、崩士による仲幻に分類し、安全施設による件はこの
分頻に対し為 )

13 その他 上記以外の道路の設置管理の蝦癖と起因する事故.

分類
番号 事故の概要 内 容

穴ぼこ 道路の穴ぼこに起因する事故,
例:道路上の穴ぼこ、走行に伴う道路の陥没

2 段 差 道路の段差に起因する事故

3 蓋不全

側溝、マンホール、排水口、通風口等の蓋、グレージング箋こ
起園ナる事故.
例:側溝の蓋損壊、不存在、鉄板と路面との段差、グレージン
グの巻き込み、支持部分の欠損による蓋部分の陥没

4 スリップ
路面凍結、流出上砂、排水施設の不全等に起因するスリップ.
例;凍結によるスリップ、路面水に起因するスリップ、鉄蓋上
のスリップ

5 道路崩壊1 道路の陥没、路肩崩壊等のため通行車両が路外に転落する事故,

6 道路崩壊2 道路の崩壊した土砂が沿道〃)家屋、田畑等に損害を与えた場

7 落 石
落石、崩士に起因する事故.
例道路区域外から道路上への落石･崩士、道路区域内法面か
らの落石･崩士

8 路上障害物

路上数置物、路上落下物 (落石･崩士を除く)、道路の通行･
通過の際の障害物放置に起因する事故,
{軸放置車両･走行車両からの落下物 工事こ際しての土砂放
置-倒木･歩道上の雑草繁茂

①賠償件数及び金額について
年度内に終結したものを計上している。
したがって、 年度内に終結していない案件は、
ない。
②道路管理者について
市には、東京23区が含まれている。
③処理区分について

含まれてい

｢判決等｣ とは、 判決、 裁判上の和解、調停などをいう。

表 1 総括表

瀋講 処理
区分

11年 12年 13年 14年 15年 合計
件 数 賠償金額 件 数 賠償金額 件 数 賠償金額 件 数 酷億命額 件 数 賠饌金額 件 数 鮨賞金額

国土交通大臣
判決等
示談
食十

2
l05
107

l6-370
47,I73
63,543

l
127
128

449,480
l61-0l6
6I0,496

6
i51
157

0
46,234
45,23‘l

2
07
09

0
199,560
l99-550

6
I44
国9

邱誇82
37-490
9l,072

16
634
650

5I9,432
490/163
LOO9,895

公 団
判決等
示談
箕十

0
数
笈

0
9,234
9,23′l

0
鑓
釧

0
l6,651
l6證51

2
拗
椛

l7)038
8l“‘l2
98,480

0
249
249

0
73,655
73 655

2
熊
脚

2,582
!l6,981
49,663

“
592
696

l9,620
226,963
246-583

公 社
判決等
示談
賞十

o
"
"

0
2-&=
2β′ll

o
脚
門
り‘
“‘

0
974
974

o
“
"

0
9,26l
9,261

0
第
笈

0
3859
3,869

o
閉
門

0
3,886
3,885

0
窕
鰓

0
278 20
27,820

地 方

公共団体

判決等
示談
計

22
3,307
3,329

249-372
?72-299
l,021,6?l

20
3 365
3,385

241
614
856

620
542
062

24
3怨望
3,366

43-709
653,278
696,987

"
3,486
3,603

73,584
6l3,385
6868 69

=
4,256
4,273

2l5
595
8lo

722
2l7
939

loo
“,?46
178 46

823,907
3,248,721
も072,628

内

訳

都道府県
判決等
示談
計

6
1-056
も062

2l9,799
349,482
569,281

8

,060

,068

l23
209
332

75l
l09
860

6
屋09
転封5

20
242
262

3‘l7
206
553

7
l-l20
1,l27

残れ766
274,920
322-676

7
も416
I-‘l23

196
232
429

703
340
043

3‘I
5,76I
6,795

608-356
l,308,057
l,9綣註l3

政令指定市
判決等
示談
計

5
252
267

7'700
50,282
57-982

L
268
259

2
42
姫

721
366
086

1
268
269

5
6l
67

173
835
008

2
281
283

l2,931
46,868
59,789

2
267
269

l
58
59

352
525
877

=
1,326
1,337

29,877
259,865
289742

市町村
判決等
示談
計

=
も999
2,0lo

21β73
372,535
394,408

1l
2春野
2,058

日5
363
478

048
068
116

n
も955
l,9?2

l8
349
367

l89
237
‘l26

8
2-085
2,093

l2,897
29l,607
304,504

8
2,573
2,581

“
304
322

667
352
m 9

55
lo,659
lo-7l4

l85,67‘1
I,680,?99
も866,473

全国計
判決等
示談
計

24
3-453
3,477

266,742
83l,647
1,097,289

21
3,572
3-593

69l
799
l,490

000
183
183

32
3誇80
3-612

60
789
849

747
2I5
962

19
3 868
3,887

73,584
890,449
964,033

24
‘も597
錢62l

27l
683
955

886
573
469

l20
19,070
l9,l90

l,362,959
3-993 967
5 366,926
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(単位 :千円)表 2 ー 2 事故態様別 :一般国道 (国管理)

分
類
紋
捧
歯塾
“蝦
煙
分
褪
区

=年
--
13年

悸效 支払額 平均
咋 筋年

繖 支払頤 鞠 轢 支払額 支払額 平均 徴 支払顫 腐 繊 支払鰯 鞠 鹸 支払畿 檎

舩
]判
“不

o
飢
餓
0
繃

0
幻
第
0
燃
0
386
撫

0
21
錠

o
乾
氾
第
鸚

0
嫡
臘

…0
0
0

o
商
蘂
RUQU

0
鶏
鋳

0
ぬ
ゆ

0
緘
0
鱒
脚

0
盤
題
0獺
0
崎
無

“L 鯵“段
潴榊

“‘14りJ
増
鯏
範
鱒
AV
よT述1

0
総
0
加
鰡

AV~LD
にU

0
娩
慨

0
邸
瑯

AV
にJ
畏J

0
鱗
0
犠
鸚

nV
ぬUQU

0
斑
鱒

2
芻
盤
3
67
ゐ

鱸畑
総
蟷
螂

QJ 靴潴榊
nUOJbJ

0
螂
0
潟
鑓
0』

0
濶
324

0
瀦
0
期
鵜

o
国
=

0
鰡
螂
ぬ納会堵

0
椰
鰡

2
19
四
柵
燭
癜騨
饑
瀦
鞘
堺0
･衞
塒

メ坤 スリップ 瀰榊
nUnunV

nUAUハU

nunUnU

“0
0
0

ねU
AU
ハV

AVAV
AV

AV馬J
うり

0
馴
繊

0
繊
剛

nÛ
‘
′̂&

0
鐵
鋼

0
鯛
触
【0
0
0
0

…

ハUくり
にJ)nV
l4詫"ハy

開
鰤
0
鬱
欝

o
ゆ
ゆ

0
雛

丈u
頭
西鰤覊 濶攣

nV
IIIIAV

0
那
弼

0
瑯
期

nU
nUnU

hV
AUハUnU

AV
のU
nUハU

nU
III-AU

AVハV
AMAY

0
0
0%

nUnU
nU
nU

nunU
ハUAU

0
留
稍
0

0
舘
敲
0

nU
QJ
う0
nU-

0
榔
纖
0

0
轢
減
0

一Rh)纐翻
瀉榊

nV
II1I

0
鱗
0
蝋
nUAUAU

nUAVAU

ハU
6UAU

AUnUnU

AV
nYAY

ち
00
nUnUnU

nUAVnY

AUAUAV

ハVハyハV

nUnU
nU

nV
nUnU

nU
tI
"▲

- 0隣 0鯛
】'′ 石藷…
瀉榊

0
20
幻
一-

0
讓
o
"
㈱

0
H
H
ぜ
腐｢

0
536
鯛
【

o
蜷
聡

o
綣
第
磁
轢

nY
炎UQU

0
獨
0
鸚
鵡

0
70
酌

0
鸚
蘂
0
靴
鍵

鰡
灘

9
9

0
搬
…Q
節
約

リムり△W
QQ 鮒瀦攣

MAU
どり
こり

一 0
趨

AV増!““‘ゞ
-

｢0
灘
℃
槻
639

0
鏡
戦
幻
想

0
鴉
螂

nUQJOJ

nvワ.･モリ‘

0
纈
颯
一

0
"
“
｢ー

l
芻
箱
3
2
5

…
QY飜
廟磁針
ハ"U
AV
ハV

00メ
nVnu
nV

【AU
AU
=̂〉

- nV
nunu

AVハV
AU

l
l
2
…o
熔
趙

Q
稀
鍋
も
蹴
鱒

+
;

0
既
知

I秀
l"
り乙

0
閼
鮒

0
飼
肪

T
o
o

W ち
0
0

ー 0
鱒
贓

6
即
胸

約建禍
爾攣

ハUQYQ国

0
加
熱

0
第
岱
o
o
o
…

0
憾
佃
o
o
o

盟
脇
0
閼

0
柳
靱

0
鰡
0
剛
範

｢
9
沁

覊
鯰
節

總
籤
簸

第

3

2
辞
甜
ô
o
o

籏
臘
盤
o
o
o

塒
鵜
硯

拂
解
閣
o
o
o

鼠
法
名

褐般 事榊
OUAU
AY……

0
0
0
"

ハU
nUんU

nU
AV
AV

nU
nUnU

nV
hVAV

nV
nUng

nU
n〉nV

nU
nUnu

ハU
nU
nU

nU
nUnU

ハV
nU
Û

nU
nU
AU

腹榊 瀰摯
方
霧
拗

{ 0
濃
0
総
669

0
関
節
0
礬
o
脚
"
鱒
錠
隠

"
癬
毅

o
芻
鰡
3̂
聡
劉

0
纖
0
醸
0
鋤
卸

0
淺
0
趾
槻

o
簿
第

0
蛇
概
學
乾

0
脚
則

0
鰡
賜

0
鰈
鮪
彬椰
戦
鰡

o
戚
獺
榔
螂
洲

一班

6
欝その他轢榊

nVQUQU

0
鰐
189

-
“
槍
郷
鰄

0
趨
0
脇
那

nu連費
ん覆

0
繃
l
潟
ゆ

概
撒
彌

赫
捌
筋

$
街
ゆ

凝榊
2
賄
鱒
鰡
剱
榔
穣

ー
惚
雌
鰔緘 ㈱彌

6
馴
断

0
鰡
翻

0
桝
288

2
期
脚
KN“h~
鱒
眺
0
繃
6
爛
増
蝋
舵
撥
馴

応
酬
650

灼
靴
凶

5
4
脚
嬬朧

し獺
梛
螂
】錢

(単位 ;千円)表 2ー 1 事故態様別 :全道路

分
類
掌紋 痒…
し処 ｣年 12年 筬 14年 鰐年 箋◆

“均
{孵
繃
即
ー細
知
蘂

纒標 区分 繖 頗
回
撫
澗

秘
惚
臘

均
一鮒
"
凱

椴
h
麹
鉾

穀
ま
滋
蹴

均
し拶
9
ぬ

優
越
l
l

~
支払蟹 観
測
膨
戦

歓

談
斜

藤
鯰
鯰

%
“

噂
蘂脚

韻
蜘
副
翔

毅
2
臟
脱

熱
滋
散

鈍
鰤斌

糊
計
ー
癬 滋

ら‘ 段差 凝榊
･ 5
鉋
臘

椒
髄
翳

s
朝
節

' 貎
舞
和

鸚
綿
印

鰡
螂

2
爾
脚

廊
鰹
･鱒
惣
426

0
加
閣

0
275
鸚

}
颯
筋

“
鞘
殉

旗
鰯
鱒

“
得
流

棊
ー
ー

QJ 皺 鸚榧
3
鵺
復

報
知

3
臘
磁

鮪
競
側

棚
眺

"
加
閼
鰔灘
粉
黛
琉
.･'
7
蜘
鎚

餓
螂
郷
濶
鵬

2
娚
纐
鰡鱗
翳
贈
武
端

知
略
邸

逐均靭 凝榊
o
灼
円

0
筋
膨

0
芻
鸚

o
驚
鷄

0
緘
0
概
郷

0
鯛
鴇
【0
羽
羽

o
第
鴇
蛔
鱒

0
刎
刎

l
郊
単

0
戟
節
0
鮖
露

ー
糞
姫
t
絶
妙

即
鵠
番

RM費““~
"̂′′]‘のる

350
鱒
靴
毯粥
滯
湖

筋

7

2
随
選
3
蹴
癩

知
聞
髄
砺
…酬
椰

民U
qf
程uJJ･作"
りJ
J

“
蘂
沈
‐鱒
鵠
範

疏

し
0㈱㈱
0
鱗
鱗

ー0
“
芻

轤
㈱

RU

RU

鰔纖
緘

凝議計鞠議計

i
観
節
l
7
8
-

QQ裟ツ
リ○

刻
留
㈱

惟
熊
雄

り乙にJ
EJ

ー
筑
銘

第
鮭
m
樅
凝鰡

搬
搜

㈱
撫
瑯

-1
腫QJ
i‘穐一

鰔議
鑓
矯
飾

薊
2
鰻

n〉
うf
う･f

0
蝋
0
糊
織

AU
の耆
ハ′&

0
掘
閖

0
澗
鰤

nUリム
リム

0
糒
2
錢
第

難
H
群

硼
翠
秘

耗 癪封
ー
艘
椰

蝋
遷
0
鰡
鰡

' 0
獺
雛

2
簿
概

"
鰡
窩

隣
鰡
ー
艘
鸚議

瓣
榔
鵺

3i
1;
直リム
姫
街

蠣
鰡
鞘

鯏
憾
熱
邸
鵬

概
観
翻

脚
翁
製

り.｣Qu錠U

臨

鰤 鸚学
隻g
り乙
Cu
=
=

ー
篤
断
-

鰯
離
瘍

1れ

“

糾鯖
榔

D
燃
芻
0
潴
0
%
%

3
那
飢

鬱
榔
㈱

QU,‘
QJ
馳
約

鯛
蜘
節

QJ-L
-L

00 工事不全爾榧
0
20
芻薊 0

榔
290

一l
“
40

鰡
瑚
綴

蜘
離
職

ー
知
れ
鯖
紳
0
艘
翔

りし範
槍

llaJnu

鎖
鎖
趣

鴉

盤
-

増
脚…

2
=
鰺
絲
消
騰

…

怨
筋
譜
面…畿
栩

6
眺
心服
鰯
鯲
餓

鰡
艘
僞
織
部
鵺
万
難
戦

斡鰤
嬬
較
f

ー
爾
蹴
0
総

0
癩
臘

5
鱒
鯏

礬
繊
鰡
継

館
援
助

囃
鉛

絹股
膚
淡
★

nU31
"l

0
302
期

0
靴
302

AVAVAV

nUAUAV

nY
nu
nU

0
57
都

o
箔
稍

AU
IIIl

nu
均J
qU

0
饅
螂

0
瀬
離

AU
黛U
ぬU

掟 勧撃
密
値
競
示
嬉
談
l

0
鱗

0
鸚
蘂

0
節
郷
鉈
鉈
弱
那

0
蝋
獺

0
鯛
鱒
0
瀦
0
243
知

0
302
鰡
0鰡
0
幽
剔

0
娩
鰻

0
拗
知

0
灘

0
蜘
郷

溌
榔

埒
再
即
樅
獺
2
鸚
230

鰕
箪
雑

騙
6
め

製
瀉
憶

漆
2
露

"

:

絶
製
拗
総
燭
畑
262
郷

3
鱒
滯

707
饑
棚
鰯
節

滅
鰡
芻

3
彌
鱒

翻
護
饑
纖
硼
･

郷
鮒
螂

孵
燃
拗
彬機
畑
増

蜷その他
鶏
戲
什
鸚
鮫
計
劃
嬬
蛇
川
闘

巍
粥
劣

艷
総
鱒

轆
澗
錢
繊
細

㈱
郎
餓

鋭
"
節

6
7
は

難
捌
街

製 "
嘉
爾
競
碗

即
朗
国

難
獨
擬

関
2
2

鯏
靱
端

れ
罐
欖
獨
拗
緘 藏
癒
W
船
第



表 2 ー 3 事故態様別 :高速自動車国道 ･一般有料道路 (公団管理) (単位 :千円)
分
類
事故
態様
処理
区分

11年 酸年 13年 M年 15年 計 ･
件数 支払顫 平均
0 0 0
66 82-g-鈷 も2粥
範 艘,"7 l-!期
O Q O
10 3,060 306
10 3,060 306

件数 支払顔 平均 拌薮 支払額 平均 件数 支払頗 平均 件数 支払銭 平均 件数 支払韻 平均 件数

1 窟教
判決騨
示談
辞

0
i
1

0
652
652

0
652
652

0
"
=
28離
2988

0
転落
l76

0
io
10
63!97
63ヌ97
6,380
仇380

6-792
5-792

0
483
183

0
26
26
9,7邱 376
376

0
梯
範し 0̂
10
IQ

2 段差
判決捧
示鱗
肝
ぬり
負U

0 0
160
I60

0
l
I

0
l3
l3

0
l3
l3

0
l
1

0
26G
266

0
266
266

0
l
l
1β鱒
し8"
粥鱒
L8"

0
!
1

0
2l
2l

0
れ
2l

3 蓋不全
判決鰻
示嬢
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
I
1

0
鋭0
9lo

0
940
940

l
l
2

鳥飼8 も298
l2
0
2
2

0
器l
48I

0
2
2
1,187 594

奎
6
7

1-298
a620
L298

4 スリップ
判決等
示駛
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
I
l

0 0
?75
"5

0
I
1

0
425
425

0
425
425

0
l
4

0
878
878

0
220
220

0
l
l

0
5l5
545
515
0
7
?
れ623
2623

5
道巍朝顔
鎚行車両
の篏割

判決等
示駮
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0･h 0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

6
頌濁態壊2
(沿道魁
芸の披割

判決曙
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

7 落石
判決鋒
示謨
辞

0
4
4

0
90
90

0
0
0

0
0
0

0
0
○

l
"
5

ls-740
2"9i5
l8,655

l5-740
729
373l

0
l
!

0
995
995

0
995
995

0
l
l

0
426
426

0
l26
426

l
lo
=

I5-740
4-697
15,内○

8 開 廟溝十
0
l
l

0
8
8

0
8
8

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
3
3
999 333

0
8
8
9, l詰も2
M 52

2
7
--立

2,582
4-8ls
7400

l291 2
l9
2l

2,邱2
IS證野

8

Io

工事不全
判決寄
示談
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

｣ 0
0
0 0

0
0
0

}
0
0
0h]0
8
B
5298
- 』0柴糊

判決等
示教
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
I
l

0
35
35

0
35
35

0
l
l
罐
68
鱒
0
4
4
偽り61
240

0
2
2

0
234
23l

= 綬接
刑決勝
示頗
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
‐ 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

O
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

l2密教朧!十 尺J
48I
48l

0
96
96

276
276 276

3392
3,392

0 0
34
34
9287
9287

0
273
273

0
5770
0
即筆
301

0
79
79
ZI-69l

0
376
275

f3その他
判決等
示嬢
書十

0
7
7
6772
6,772

0
967
% 7

0
30
30

48 9-S壁
9,瀬 1瓣

l83
183
40249
40-249
220
220
1l9
=9
" ,212
24,2l2

0
203
203 387

88,910
88創0

0
230
230

判決等
示餓
蕁サ 24

9,234
923“

0
385
385

0
6杢
6l
馬β5
l親臨

0
257
257

2
80
82

l7038
8も442
98,480

8,519
!-018
l"201

0
249
249
73,655
73,655

0
296
296

2
月8
l80
16,98l
1-29I ,4
592
596

l9-620
226-963
粥第

表 2 ー 4 事故態様別 "一般有料道路 (公社管理) (単位 :千円)
分
類
撃破
鱗ほ
知理
区分

円年 掟年 證年 濁年 博年
件数 支払額 平均
0 0 0
26 9,7閑 376
26 9-768 376
0 0 0
l 2l 21

計
件数 支払額 平均
g o o
疏 乾,“7 1,258
陦 概,“? l念郭

件数 支払麒 平均 件数 支払鎖 平均 件数 支払顫 著均
0
6-380
6380

･件数 ･丸越鱗0
も-792

均
0
榔
触
り
澗
鱒

l 穴ぼこ
判決毎
示談
栽す

0
}
I

0
652
652

0
652
652

0
“
“
29総
2-988

0
I7G
“6

63,797

2 段差
判決等
示澂
議す

0
6
6

0
期
9朝

0
l60
l6O

0
l
l

0
l3
l3

0
l
1 266 266

0
1
l

0
2l
2l
21
0
lo
10
㈱
㈱一難
鋤
I-3933 淺不全

判決箏
示嬢
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0 940

0
940
･ 9"0

l
l
2

駝

購

l298 0
2
2
拂
0
2,ll
24I

0
2
2
u B7
5製

i
6
7

4 スリップ
判決蒋
示駿
議す

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
]
!

- 0
"S
775
776
0
i
1
425 l25

0
4
4 878

0
220
220

0
l
I

0
5鵠
5l5

0
S45
5!5

0
7
7
2,623
2623

0
375
37S

5
道筋鵺斌
(通行車両
の被割

判決笏
示談
=

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0
0
0

6藏ゑ(沿道家理
等の被害)
謝示籤
肝

0
0
0

0
0
0

h0
0
0
0
0
0
0

AU 0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

7 落石
判決等
示餓
肝 ′

0
36l
36I

0
90
90

0
0
0

0
0
0
0
l
4
5

l5,?40
agI5
18,655

15740
729
3J31

0
l
t

0
995
995

0

I
2,582
"βl8
- 426-;" l
688
･ 2A

l5-予約
も697
2〇r錺7
2。582
l5-037
I7-6I9

l5740
470
lβ鑓
蛇9l

8鵲癲
判決箒
示談
菱十

0
8
8

0
8
8 0 0

0
0
0

0
3
3

0
999
鮒

0
333
333

0
8
8
甥212

9 工事不全
弱挾務

ん↑
籤
0
0
0

一一0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0 0

0
0
0 0

0
0
0

0
0
0 0

0
0
0

0
0
0

Io

I-

案箋
判決筍
示顫
淺斗

AV
AV

0
0
0

0
0
0

0
l
l

0
35
36

0
35
35

0
l
l

0
68
68

0
68
鯛

0
裁
4
←も96l

0
2
2

0
234
234

0
lI7
u7

0
S
8
ん298

0
662
662^ ^̂0
0
0弍し.しし0
275
275

賎擾
判決辱
示較
肝

0
0
0 AV

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0 0

0
0
0
0
0
0
0

O
0
0

0
0
0

l2蓬下落
判決等
示籤
銭十

0
5
5

AV 0
96
96

0
lo
lo
2-?6
2-76

0
27G
276

0
=
lI
3-392
3,392 308

0
3l
3l
9-287
9-287

0
273
273

0
l9
--、 Lg
5!70
5ヌ70
301
0
79
"
2し69l
2I,69l

l3その他
判決爵
示談
黄す

0
7
7
6‘772
6-772

0
967
967

0
30
30 2ね

0
48
l8
9,.郷
9,5粥

0
l99
!"

0
l83
l83
40!49
40,249

0
220
220
1l9 2も2l2
2も錠2

0
203
203

~し0
38?
387
認,9lo

0
230
230

判決等
示輳
計
24 9-234
9234
鉾も
0
6l
61
16β
l5,6

0
257
267
80
自刃約
8l,"“
98180

8,も“
即槌
l-201 249

74655
73655
296
296

2
#8
l80

2582
46,Q8l
l"29l 4
592
696

l9,620
926-963



表 2 - 5 事故態様別 "一般国道 (都道府県 ,政令指定市管理) ･都道府県道 ･市町村道 (単位 "千円)

分
類
事故
締捺

内装こ

獺
区分
判決等
示駮
l十

料年 12年 総年 “
件数 支払鎖 平均 件数 支払螢 平均 杵鼓 支払顔 平均 件数 支盗顫

=,97K
656278
箔も253

平均
al綿

件数
l
1-329
l-330

支払顫
900
lI7,獺7

平均 件数 支払領
3987
llも稀l
=8,518

平均 支払顫
1994
L235
し237

7,138
l68-186
1753凶
l-220
76327
"邇=

3き69
I36
1l2
l1223
1,223
92-288
92-2鰓

0
75
75
も832
l,834

2,950
163,l96
166,4捲

転進75
6β鱒
6,876

1-2i9
し251

5l,3l;
51,開l

0
253
253 2l6

L623
32,068
33,6Si

L把3 30-159
222-薄O
25法れ9
鯲
筋
囎
酵…
観
鰻一厩…
檄
碗

餓

狂

L

2 段差
判決等
示較
請十

3
l72
175
2急難l
25,69l

233
145
147

26-6I6
32-8約
SQ-“56

5み23
l"
3=

2
l81
l83

433

も 蓋不全
判決約
示談
肝

3
720
?23

l3鵲6
139,891
もl72 3
7れ
771

も050
l47,701
し350 2
730
732

3261
ll5,555
1-632 7
83l
84l

26,009
128,982
l54991 708

127313
蛇?証3
緘 3763
妻鰓 翔葵

46739
659,約2
706-l5l

4 スリップ
判決等
示談
計

0
円
19

0
273
273

0
33
33
lo,665
lo-665
323
0
29
29
7216
銃216

0
249
2"9

′芙
37
38
6,755
6I?65

0
l83
178

1
幻
38 9,666

39,l37
39,4R7
l%,016
79,l055

道路崩壊
領行単両
の妓割

判決等
示談
讃

!
3I
32

2l8
560
550

1
36
37

56･250
25,節9
8l,3lg

56-2SO
696
9,l98

0
36
36
0
7
7

“β諸0
協9:0

0
498
4QS

0
打
lI
熟ま95
鼠195

0
3l6
346

l
17
l8

1鍋,も報
も834
M3,382

I38,548
28l
7966

3,854
3,854

しU 0
55l
651

0
2
2

0
れl
714

0
357
357
4l9
42I
42I

0
2
2
1
138
‘139

6,70l
6,70t
!5,0oo
" .469
89,46g

3熟議脳
95,783
繋JM
l増も5基○

4?,892
2J3g
G,“〇

6飴遺家屋
等の機動

判決等
示輳
計 リー▼

l6,000
6;lll
れ650

I
3
4 80,423

79783
2l3
20106 l6鰤掾!

210260
印I話術
8=,"鰓
4,知う
=乱65l
1lo,336

S2365
30l
斗出

7 落石
判決馬
示談
=

l
363
364

194-84l 0
36G
366
69-149
69-Mg
l89
l
397
398
?4纖2
7議812 i88

l
4l2
4路
1?&256
1?3,675

8農裔爾示談計
3
135
138

1JM l
M2
143

も323
28,701
臓器 0
l66
I66
2も】尊創
24註8I

0
l47
H7

0
200
200
32"7l6
32-7I6

0
164
l64

l
l81
l82
l3 1多望 ,君
ー湖 S29

9 工事不全窩示談
箋l

0
20
20
6791
0
290
290

l
39
;0

3QO㈲
れ583
30,桝 0
I9
l9
8,303
0
437
437

I
I6
16

節ぶれ 25,971
35
l,656

!
=
12

6500≦ 3
13Si loI
稀引 導7

62ゞ171
2筑後0
S6,l9l

Io安全施設不 備
判決篤
示談
衾十

1
l57
l58
79,002

0
503
500

5
153
158

38,143
8跡蓬8!
1“-62"

?-629
586
4
l23
127

20.3難
48-668
69015

5,087 “
123
l27

頓腸0
l8l
336

?
166
I?3
?き爛れ麩

l28-S68
2891124
繋7β92

= 脱黍鶴
判決鵺
示談
計

0
I
1

0
302
302

0
302
302

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
I
1

0 0
“
“

0
l
l

は48
1,l48

0
3
3

梯= 6
0
S32
532

I2 落下物直撃
判決等
示饅
計

0
lSO
IBO
47-297

0
263
263

0
208
208
4l,051

0
212
212

0
246
246
57290
57J290

0
933
233

0
226
226

0
218
218

0
206
206 "l;!菱幾 2垂2-58P2l2-587

0
228
2Z8

l3その他
事厩町
示談
8f

8
174
l82

l9955
6も597
仏494 1
1四
180

!-368
44-098
1-368 13
162
175

=-740
48,589
903
300
345

3
l57
160

236
236
236

2
440
=2 i88蝋

3"-90l
“R.7凶
1-293

判決等
示談
翁十
3307
249-3?2
れ2299
1I,335
3‘366
24l,620
6M3542
l2,076
3,332
43.709
G53ヌア8
し8ぬ
:も486

d,328
“-256 l83196

208
23"
307

表 2 ー 6 事故態様別 :一般国道 (都道府県管理) ･都道府県道 (単位 :千円)

計
件数 支払額 平均

刊年 12年分 塾故 鵤穫
頸 饅権 区分 件数 支払鎖 平均 件数 支払頭 平均 件敞 支払額 平均 件数 支払鎖 平均 件数 支払額 平均 件数 支払額

確1

り･‘

六法こ

段差

判決鷆
示駮
籤t 26G

23,I
0
87
87

0
226
226

0
23-903
“,903

0
106
106

0
270
270
83428
83･圭28

0 0
239
239
l9-536
l9,636

9
82
82

0
431
434

0
35-422
35-422

0
棍
82
】-43;
l紙;3
!8を-!20
!8M 20
LG23判決特

示談
議す

‘0
32
32

‘“0
88
88

0
39
39
6,080
6,080

.･ 0
l56
l56

し0
3l
3l
5,083
5,083

0
】鯛
1稠

0
33
33
熱乳6
4舶6

0
I3≦
l3l

l
40
41

も623
も鱗0
S,683

l-623 l
I76
176

も623
22-3lg
23β6S

蓋不全
判決等
示輳
黄嗜
判決範
示燬
毬t

2
147
H9

′も㈱
162
I
lぬ
lね
36,垢l
36,964
0
も784
4#84

範
i亀
粥
20ヌOS
20,?05

0
ll5
l45

1
Iれ
}72
25一263
25,863

600
M8
l60

0
t56
156
39,276
3残留6

0
筑2
262

◆
787
79l

io-979
M5"4即
お6,3"

g7鵤

0
羸引6
4,516

0
325
326

0
13
l2
l,蹴
",660 388

0
l8
lS
I
3
l

′舞鱒2
礒澗2
l斑再認
3,l50
I38,618
も050
35ま盤

0
6l
6I
2
“
5l

22J23
22“l2:;
l91,79R
幻ま“
2胤望7

97,399
“!
l"273

0
9
9

0
36l
36l

0
8
8

スリップ

5 (通行車両
の被害)

判決奪
示談
議す

0
14
日 3“

56-250
8-054
56250
?32
&359
酸
度
3,893
3,893

0
32l
324

0
9
9
2-905
2-905

0
323
323

6
邁篩麟駛2
船道家霊
等の被害)

判決薄
示談
辞

0
2
2

0
235
236

0
=8
ll8

0
1
1

0
386
3髄

0
鱒5
38$

0
3
3
1き20
し520

0
607
607

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
t
I

0
8l6
8l6

0
8t6
縦6

0
7
7
2,956
2β56

7 落石
卸摸等
示旗
計

『UU l
3l2
3l3

194-8◆l
196-476
39%31G

I9l,841
630
琺50

0
297
297

0
l65
掟5

I
32I
322
“'6“
“◇"
l80
0
339
339
1鱒,6l3

0
="
47,lUU ･0
l85
l85

1巍鮒
6l-I34
79,IM

馬脚0
綣5:
も657

め9.損l
6劉-990
73l,831
1-602
66-l得8驫癲

判決竈
示損
義l

l
49
5O
=,685
日9
2鱒
237

i
68
69

l請第 0
60
6O
!0ぷ21
lo-32l

0
172
172

0
S7
S7
16,099
16,099

1I"“7
lI、鐙7

9 工事不全
判決勢
示談
8l

0
5
5

0
759
759

i
4
5

30,00O
73
6,058

0
6
6

0
967
96!

0
161
l61

1
5
6

25ぶ71
235
26206

25,97l
47
4368

0
I
1

0
6I
61

2
21
23

55,971
2,31母
溶-283

" -986
l10
2-5鋭

io

=

安全施設
不 備

綬塗鵲

瀰祇計凝議=

43 3U,?5l
39,?5【

0
9l3
9l3
0
0
0

3
41
“
0
0
0

=,403
"睾
l-l90

うり 20,3l?
7劃3
27,6知

6,782 3
斜
37

20護78
4-679
26-l67

6826 4
“
h?
0
0
0

l1,532
“粁“
59｣8I

I0-3S3 13
239
262

lls-567
90-650
207-2l7

8-967

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

I2 落下物直撃
判決等
示戯
辞

0
106
106
25,888
25-888

0
244
244

0
=8
1l8

218
2I8 137

36-369
36,369

0
265
265

0
=5
=5
26.780
25,780

0
924
224

0
l32
美観
26-ul
26-u1

0
198
198

0
弼
608
l39,8眺
1393868

l3その他
判決櫻
示餓
計

2
7l
ね

l5,00g
l7,076
7,600 I
74
76

l-3祁

“
10}682
10,682

0
t87
:81

2
76
78
1q7創
既報t

3封
Ml
l46

0
99
99
22,l92
22J92

0
224
224

?
377
384

I?,Q75
82984
100,0;9

2ゞl3リ

判決苺
示談
lf
も056
2io-?"
349-482
36-633
l,060
L068
"
l5,J69
菱餅
3!2
l-l"
20,M7
!42迄第
3,391
も120
M 27

“J56
力も920
3!2676

6,822
も錠6
1-袋芻

196,?03
れ2,340
擾乱0l3

28-I0O
ん?61
5795

608!騎6
lき08-087
l"脇目3

l7,893

38 道行セ 2005.lo



表 2 ー 7 事故態様別 :一般国道 ･都道府県道 ･市道 (政令指定市管理) (単位 ;千円)

分
類
事故
睦捧
鐙理
区分

11年 12年 博年
件数 支払額 平均

綺年 15年
件数 支払額 平均 綺毀 支払頤 平均 支払額 平均 件数 支払額 平均 件数 支滋顫

0
l3-377
脇野7

平均 件数

l

2

刻まこ

段差

示談
者十 l05

18142
ぬ解2

2,72l
“-860
15681

2721 0
79
79
=,769
1リ69

0
149
M9

0
82
82
,斬り
7"

0
89
8q IOS

0
!27
l"
4S6
戦
矯
越
蜘
鸚

1β=

判決滓
示談
恕寸

0
l3
13
lJ66
も766

0
l36
t36

0
“
=
2-253
れ253

0
133
133

0
"
"
も620
6-620

0
2l5
245

0
36
36
5,7SO
も?50

0
l60
160

0
円
l9
6,5ぬ
6,5l3

0
3l3
3都

0
=2
:I2

3 盤不全
判決苺
示鎖
計 50

3-637
1l-141
14-778

3,637

鱒
9,5ll
9,5は

0
238
238

0
“
67

0
l36
136

2
66

、 邱
0
l
1

I2,93l
ls-987
器β鱒
0
46
46

族【6

53
I0,0l6
lo,045

0
l90
l90

3
275
278

l6誇鯛
範避け
72終3S

5,523

4

5

スリップ

薦鰯廟樹
積行車両
の欲割

判決等
示嬢
対

0
1
1

0
26
26

0
26
26

0
1
I 900

0
900
900

0
l
!

0
20
20

0
20
20

0
稀
“6

0
276
276

0
276
276

0
･ 雰 l-2681-268

0
254
25:

判決鯰
示鍛
計

0
0
0

0
0
0

0
0
0
0
783
783

0
l
I
0
0
0

0
297
297
0
0
0

0
297
297

0
4
4
257
0
“
鎚

0
l
l

0
I32
l32

0
}32
l32

0
l
l

0
=9
1l9

0
=9
llg
0
0
0

0
7
7
0
2
2

0
805
即ち

0
1l5
lls

6
逼発餓壊2
(沿道憲霞
鉾の被害)

判決等
示鋏
計

0
2
2
l-566
l-566

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

l,666
1-5範

0
?83
783

7 落石
判廟
示駿
肝

0
I
l
し200
も200
蟷螂
!!"

0
2
2

0
15l
16l

0
76
76

弍0
5
5
斡8O
L鱒O

0
2I6
216

0
3
3

0
372
372

0 0
3
3

0
207
207

0
“
69

0
N
=^ ‘̂J3
l37
HO

九010
蕊010
3,l83
2333う
26,6I8

0
2I5
2l5

8驫鴦
梛彰爾
示般
計

2
21
23

3,}“
3,574
6ヌ37

l-582 0
I6
l6
2862 I"

0
31
31
6,298
6298

0
203
203

0
42
42
7227
7227

0
l72
172

I
"
28
3374
ミ",394

20
l26
l21

9 工事不全
判決等
示較
室テ

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
4
4

0
887
887

0
228
222

0
2
2

0
88
88

0
1
l

0
67
“

0
“
67

0
2
2
333 l67

0
9
9
M 62
0
艇2
l62

lo案鰡
判決等
示駮
藪十

1
22
23
4-l95
4,l% 溶き

0
I8
l8
4229
4229

0
236
235

0
8
8

0
989
989

0
12‘4
124

0
10
lo
2,695
2-695

0
270
270

I
23
24

1#32
風381
“-713

Iメ購2 2
8l
83

I-332
“3-489
碗
2QO
2y9

= 脱矯
判決筆
示教
國十

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

^̂ 0
0
0

0
0
0

0
0
0
0
20
20

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

12鞭
判決等
示頗
芸十

0
23
23
も.1ね
5-173

0
225
225

0
26
26
5204
5204

0
200
200 3?

8,433
8,433

0
228
228

5奔634
も.53l

0
は9
!?9

毯36
0
4l8
-- 4l8

0
l37
l37
32,705

5護ね
l3その他
判決騨
示撥
計

0
16
l6
3,499
3-499

0
2l9
れ9

0
"
l7
3滋1
銃器l

0
l39
l89

実
7
8

5,173
ロ.飼l
22,234

6173
れ437
2,?79

0
8
8
I,737
1,737

0
217
2l7 l3

4,539
4,539

0
349
349

1
“
62

5,173
3G。難
35,220判決等

示蟄
計

6
252
257

7700
60,282
57,982

l-540 l
258
259

2,72!
42-36S
45,086

2721 I
268
269

5,1お
=,835
67,008

印73
28l
望郷l
範.858
59ヌ89

G466 2
267
269

l,352
58逐25
676
219
223
l-326
29,377
259$865 l96
2l7

表 2ー 8 事故態様別豆市町村道 (単位 :千円)
分
類離 腿理区分 11年 蛇年 13年 14年。支払額飜曄葭

惚年
件数 熱ね頗 平均 件数 支燬 坪均 杵散 支払顔 平均 特赦 ~杵絨,2

I293

支払談
29め
IH,697

平均 件数 ム醸 平均

l 内に
判濁
駮
計

0
050
959
76川邊
76,474

0
80
80
907
饑
798
06"

l-266
86
87
謡6
れ1鱒
73289
80希7

3ぶ69
83
9l

0
902
902
篩,4

l.475
4,9;7
し351
7,699
2-27l

2
ー
3

I会津

韮不全

甥馨不

州判

鱒
績
計
鰡
撥
計

l27 20ゞl22
2日残
16l
5
130
l35

5,323 2
l23
l26

l‘220
66,624
67,銅4

6lo
Sl2
5難

霰.=8
l4-I78

0
303
303

0
lss
156
2義郎5
2義郛5

lo
磁鎚
692

28,53b
けれ3l6
2β辞

0
loも938
loも938

U0
200
200

ー2
坊l
563

も726 2
520
522

3,26l
8舘野
S8,98l

も632 4
S97
60l

l2ゞ“B
87,?32
l鱒210

3-l20
=7
嫉ま67

0
199
…･4Q9
" -992
",992

0
i66
応6
2-70l
2,7館

19492
l58205
g 7.397

2399

4 スリップ
国燭
較
÷

0
9
Q
1-908
l鋤8

24
0
2飼
208

0
I4
l4
2,6502,650

l
2:
25
2-049

I
18
灼
れ偽8 23l

2
却
9I
5,?46 “?
‐“

5
道路麟戦
隣l÷蹠西
の撥割

判締
餓
計

218
蟷螂0
l2州都

のl8 0
24
24

0 0
697
697

0
20
20
ヌ90
J90

0
690
690

,l68
,l59
360 燧
蜷
l-665
1,565 l20

2l8
55648l

6
翅職朗曠2
船道家屋
滋の綴割

判狹等
【駮
蕁十

垂
2
3

t6,000
35,047
5し037

6,…
れ524
7,0l6

l
2
3 0芻

79,783
128
?6-679

0
･l
4
2334
2331

0
58‘
鱒4

0
2
2

0
7H
れ4

0
357
357

^̂ 0
1
l

0
5話885 5,885

一2
=
l3

95783
“-235
I7892
1,02l

7 落石
事:洪辱
:談
會f

0
50
60
=,795
n,795

0
236
236

0
67
67

0
342
342

龍083
0
227
227

!
70
7l
l2241
4lg
“S
178
60
50

0
8
0
202
202
308
309
?くもM6 “?

8證害毒
判糯
駮
計

0
閃 l1-5
1l,5

0
1?8
l78

0
68
68『0
31
3l

l2 2lg
0
7S
75^ )0
=
=

れ862
れ862
0
?-l6l

105
I05

9390
･ 9,鱒 〔I920

25

0
70
70

0
l98
円S

0
339
339
S5.l橇
$･はl

0
l63l
t63-

9 エ郡不全
将趨
餓
埼

0
l5
l5
6-032
も032

0
335
335

9
I
8
9
2,輩
6,600
=I
、涎3,36R
259

Z鎧
甜6
射6
669
985

G,600
270
363
l,778
435
455

lo 安全施設芥 鰯
判決帯
示戯
辞

0
92
O2
35,556
35,566

0
386
386

2
9l
93

33 13967
‘‘0,336
40,336

0
672
“!

}
79
80
,818
,8IB

0
l88
186

2
8Q
82

= 熊踞
判決等
示繊
鋒

0
1
1 . 3020
l6,236
l6236

0
302
302『 0
3l8
318

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
57
57

0
57
57

0
!
l
帖48 も増8
も148

0
3
3

0
6
6

0
S32
532

l2鞭
判決等
示談
義t

0
51
誼

0
64
6◆

0
13130
臨腿0

h･′- 0
205
206

0
72
“

0
I2488
la488

0
80
80
l
73
74

I7946
l鶴舞6
0
24,539
2l-539

. 224 6』 J鸚
I89

70

l3その他
判決鮮
示籤
目す

6
87
93

4-956
4l-023
45,978

826
472
4明

0
88
88
l8-556
la556

lo
98
los

6,567
!0,846
“パー3

657
2!3
254

666

ID.659
l85
l-鷁0

判決鰐
示按
計
も999
2-010

21-873
372535
l-988
l86
196
2-047
1l5-0l8
363続8
lo-450
l-956
l8,l89
349237
も070
2-085
12-897
29L鈎7
304,60J

!-6l2
2,573=○ 2.“3 3M l352 護8 lo,659 l-‘;SOJ99 l58

I菊 名稠1 ?獲りlo l器 拗ね4 ぬ籍.“‘" “$
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表 3 ー 1

11年度 乾年度 旧年度 国年度 短年度

穴ばこ l,363 l-29l も269 4244 l,goo

段差 l8l l96 I89 221 225

装不全 7{12 784 75i 868 73l

スリップ 19 説 お 44 ‘15

道路崩壊 ㈱ 37 37 4l l9

道路崩壊2 8 l 7 2 2

落石 39{; 389 g B 433 452

路上駕害物 M5 l57 I83 223 2Ol

工事不全 20 40 2l 18 l3

安全施設不備 E68 l74 I'l‘l lSI l86

脱f嶺 l 0 I l 3

落下物 2lo 257 3第 302 262

その他 20I 230 250 349 58{;

合計 3!I77 3,593 {;,“I2 3-887 ′1,62l
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り̂′…

′Il

‘tl.

･11･

itI

.--
　　
　　

　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

=年度 12年度 13年度 14年度 l5年度
年度

図 1 全道路

‘‐′
′.′
′′′
‐′'
‘･

--÷÷穴ぼこ

+腱
一◆÷菫不全
三者-スリップ
　　　　　　　　
　　　　　　　　

÷瀬
　　　　　　　
‐‐小‐工事不全
･積･･安全施設不椀
　　　　　　
.･G .落下物
･ぬ･その他

.△
　　
　

　　　　　　　　　
　　　　　　　 　

11年度 淀年度 博年度 14年度 15年度

年度

図 2 一般国道 (国管理)

一番一刻茨こ
　　　　　　
　　　　　　　　　
岬一目--スリップ
･一寸--道路麟壌
　　　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　　　　　
性･御･･工事不全

.･‐★‐安全艫設不嶺
　　　　　
.･仲･落下物
な･轡その総

表 3 ー 2

日生度 l2年度 旧年度 14年度 馬年度

穴ぼこ 31 23 2l 9 40

段落 3 " 5 5 8

藪下全 9 9 = M 2l

スリップ 0 0 3 2 5

道路!崩壊 l 0 I 0 t

道路崩壊2 l 0 0 0 0

落石 20 = 嵩 15 8

路上障害物 6 7 = 9 7

工事本金 0 0 2 2 l

安全施設禾篩 9 l5 i6 円 Io

縦率錢 0 0 0 0 0

落下物 20 38 " 30 29

その他 8 l8 2I " l9

合鵡 L07 128 l67 lOQ 149

200

l80

l60

l20

60

20

ハ
ノ
ノ

　　　　　
十段差
一十一一蓋不全
三f;榊スリップ
　　　　　　　　
　　　　　　　

　　
--十一一路上陸議院
“碁‐工事不全
.･.▲m安全施設不饅
　　　　　　
…□"落下物
.‐俄･その憾

表 3 ー 3

11年度 l2年度 鱒年度 14年度 15年度

穴ぼこ I l7 lo l2 26

段差 6 l l I I

董不全 0 1 2 2 2

スリップ 0 I l 4 1

道路廟嬢 0 0 0 0 0

道鰯桷媛2 0 0 0 0 0

落石 l 0 6 l 1

路上障害物 裏 0 3 8 9

1増‘不全 0 0 0 0 0

安全施設不備 0 E l 4 2

脱総 0 0 0 0 0

落下物 5 to = 鋭 l9

その他 7 3O 48 183 1lg

合計 鋭 61 82 249 lBO

=年度 12年度 13年度 14年度 15年度

年度

図 3 高速自動車国道 ･一般有料道路 (公団管理)



表 3 ー 4

=年度 12年度 報年度 l4年度 l6年度

穴ぼこ l 0 1 0 0

農産 Q 0 0 0 0

菱不全 0 0 3 l 0

スリップ 0 0 0 0 l

道路崩壊 0 0 0 0 0

道路崩壊2 0 0 0 0 0

落右 6 9 2 4 ,1

路上障害物 1 7 3 6 3

工事不全 0 0 0 0 0

安全施設不鍼 I 0 0 l 0

自覚f薮 0 0 0 0 0

游門勿 5 I ど I2 8

その他 4 2 6 2 3

合計 " l9 " 26 l9

11年度 12年度 博年度
年度

図 4 一般有料道路 (公社管理)

14年度 15年度

'-･話十一穴ぼこ

r十一段差
' -キー一義不全
,一目一利ツブ
モ--寿一道路臘
　　　　　　　　　　

i一つ←-*落石
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
{“●‐.朧
L .･ 落下物
　　　　　　

-を--穴ぼこ
　　　　　　
　　　　　　
一モチ--スリップ
　　　　　　　
　　　　　　　　
÷落石
--十一一路上障害物
…翻･･工事不全
…▲“安全施設不鱒'
　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　

表 3 ー 5

1l年度 芝年度 13年度 露年度 15鯛寒

穴ぼこ 1,330 1261 l237 l223 !,834

段漉 l76 19l 183 215 21{;

螢不全 723 77‘I 732 8ll 708

スリツフ 19 “ 29 38 38

道路崩壊 32 37 36 4l l8

道路!ゆ猿2 7 “ 7 2 2

落石 364 366 398 ‘!I3 439

路上障害物 l38 = :" l66 200 l82

工事不全 20 40 l9 I6 l2

安全施設不備 I58 158 l27 l27 173

説名所 I 0 i l 3

落下物 l80 208 246 226 206

その他 l82 l80 l75 l60 ‘I‘l2

合計 3,329 ‘も386 3,356 3,603 4-273

　　　　　　　　　　
　

ノ
/ ;

飼

鯏

硼

桝

姻

弼

翁

薊

伽

期

0

　　
　　

11年度

図 5

複年度 綣年度
年度

14年度 15年度

政令指定市管理) ･都道府県道 ･一般国道 (都道府県
市町村道

450

400

350

　　

　
200

脚

50

- --- ---- - -十一--- - - - " ~

aM...,.“...,...□"
" ･ ･ . %□ .",..."

･･□

　　　　　　　　　　　
.･･.･･.･･.･-‐･◆'◆‐･･.･'、.･-‐■‐ ･関.･･.･･.･･.･ ･.･･.･‘‐

14年度 16年度=年度 -2年度 13年度
年度

図 6 一般国道 (都道府県管理) ･都道府県道

　　　　　　　　
　　　　　　　
--一十一惹不全
･ニモキニスリップ
ゞ-“霰キー道路崩壊
テー分一道路網靴
I一美一落石
　　　　　　　　　
、.拝･工事不全
r…▲･･安全施設稿
　　　　　　　
　　　　　　　
　　　　　　

表 3 ー 6

=年度 l2年度 13年度 14年度 15年度

穴ぼこ 266 226 270 239 434

段差 32 39 3l 33 4l

接不全 149 In 1l3 l72 l66

スリップ 9 8 !′l l2 l8

通路崩壊 封 l2 l2 9 o"

道路崩壊2 2 1 3 0 1

落石 3l3 297 322 339 386

路上障害物 50 69 60 87 84

藤野不全 6 6 6 6 l

安全施設不備 43 “ 58 37 67

競れ蕊 0 0 0 0 0

落下物 I06 ll8 I37 l16 l{;2

その他 73 75 69 78 99

合計 1-062 L068 L1I5 l,l" l““

/′'

M
=



表 3 ー 7

蝋 l2‘I"度 腿年度 14年度 15年度

奴 賄 館 " 鉈 螂

殺 .･ “ 幻 節 的

筑下金 50 樽 “ 弼 舅

妙
道路崩壊 nY 荘彗

道路崩壊2 リム =̂〕 Û 〔") nu

落石 り“ 尺u QJ うり

路上障害物 芻 施 鎖 乾 芻

工事不全 nY ゾ り乙 リム

安全葹 “ 聡 0O ゆ 勾

観I癰 nu nu nU nY Û

落下物 お 第 鈎 31 20

その他 ハトU 17 費U QQ 岱

斜鯛入口 郷 鰡 概 榔 鵺図 7 一般国道 ･都道府県道 ･市道 (政令指定市管理)

俊
=蝸双

40

20

節

80

60

稍

20
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表 3 ー 8

11年度 度隣 13年度 14年度 15年度

穴ぼこ 郷 908 縦 902 榔
賤 即 135 脇 燭 156

蓋不全 鰍 663 靴 601 ㈱

ヲ QJ 笈 14 第 19

道路崩壊 脂 24 20 31 13

道路崩壊2 QJ りJ ‘J"' ′̂“

落石 即 “ 餐 ね 50

路上障害物 範 艶 お れ 70

工事不全 15 沮 QJ ハリ

安全施設不備 琥 鰓 61 就 靴

“億
…
脱 =̂〕 T"‘ リミツ

落下物 巍 “ “ 80 袰

その他 郛 蜘 瑯 74 酬
計
"
△。 獄 嬬 蹴 鸚 犯

一
′･′
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二

　

　

　

　

f

図

霊

お
わ
り
に

道
路
は
、
供
用
さ
れ
て
い
る
以
上
、
歩
行
者
、
自
転
車
、

車
両
の
大
小
を
問
わ
ず
、
二
四
時
間
、
交
通
の
用
に
供
し

て
お
り
、
広
く

一
般
の
利
用
者
に
お
い
て
も
、
道
路
が

｢通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
｣
(最
判
昭
和
四
五
年
八

月
二
〇
日
高
知
国
道
落
石
事
件
)
も
の
と
到
底
考
え
ら
れ

ず
、
道
路
は
原
則
と
し
て
安
全
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
っ

て
利
用
し
て
い
る
。
一
方
で
、
歩
行
者
や
大
型
車
両
運
転

手
な
ど
道
路
利
用
者
又
は
天
候
や
地
形
等
周
辺
事
情
ご
と

に
、
各
々
の
利
用
者
が
払
う
べ
き
通
常
の
注
室

我
務
や
場

所
的
環
境
等
に
応
じ
た

｢安
全
性
｣
の
概
念
に
は
差
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
営
造
物
の
瑕
疵
の
判
断
に

当
た
っ
て
は
、
｢構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用

状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に

判
断
す
べ
き
｣
(最
判
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
大
阪
国
際

空
港
事
件
)
と
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
判
例
上
も
定
着
し
て

い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
調
査
結
果
が
多
少

な
り
と
も
各
道
路
管
理
者
の
参
考
と
な
り
、
今
後
の
適
正

な
道
路
管
理
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
御
多
忙
の
折
、
当
課
の
依
頼
に
よ
り
、
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
地
方
公
共
団
体
を
始
め
と

す
る
各
道
路
管
理
者
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
を

申
し
上
げ
る
o



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
三

月
二
日

横
浜
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の
瑕
疵
は
、
営
造
物
が
通
常

有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
営
造
物
の
危
険
性
に
つ
い
て

は
、
個
々
の
営
造
物
に
つ
い
て
、
周
囲
の
状
況
等
を
総
合

的
に
考
慮
し
な
が
ら
、
個
別
旦
ハ体
に
判
断
さ
れ
る
。
道
路

に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
該
道
路
の
交
通
量

･
使
用
状
況
、

不
良
状
況
の
性
質

･
程
度
、
舗
装
の
有
無
な
ど
の
要
素
を

も
と
に
し
て
、
道
路
利
用
者
に
期
待
さ
れ
る
利
用
方
法
を

前
提
に
個
別
具
体
的
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
は
、
事
故
現
場
付
近
の
道
路
に
穴
が
あ
っ
た
こ
と

や
舗
装
が
簡
易
で
道
路
の
強
度
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
の

道
路
状
況
で
は
あ
っ
た
も
の
の
事
故
の
発
生
と
の
間
の
因

‐三 ′“ “
　
　
　 　 　

果
関
係
が
認
め
ら
れ
ず
、
道
路
管
理
者
に
管
理
瑕
疵
が
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

洲

事
件
の
概
要

本
件
は
、
被
告
が
管
理
す
る
市
道
か
ら
道
路
下
の
休
耕

田
に
転
落
し
た
車
両
の
使
用
倍
権
者

(所
有
権
留
保
付
車

両
売
買
の
使
用
者
)
で
あ
る
原
告
が
、
転
落
は
道
路
管
理

の
瑕
疵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
対

し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
金

(修
理
費
、
休
車
損
害
等
)
合
計
五
一
二
万
人
二
六
円
及

び
こ
れ
に
対
す
る
転
落
事
故
の
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民

法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を

求
め
た
も
の
で
あ
る
。

(前
提
と
な
る
事
実
)

の
転
落
事
故
の
発
生

(以
下
｢本
件
転
落
事
故
｣
と

い
う
。)

ア

場

所
"秋
田
県
鹿
角
市
内

イ

転
落
車
両
"自
家
用
普
通
貨
物
自
動
車

(以
下

｢原
告
車
両
｣
と
い
う
。)

運
転
者
…原
告
代
表
者

ウ

態

様
"
原
告
車
両
が
、上
記
場
所
に
お
い
て
、

上
記
市
道
か
ら
道
路
東
側
に
あ
る
休
耕
田

に
転
落
し
た
。

エ

結

果
…原
告
車
両
は
破
損
し
た
。

②
原
告
車
両
が
転
落
し
た
道
路
は
、
鹿
角
市
が
管

理
す
る
総
延
長
八
七
五
･
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
市
道

中
ノ
崎
線

(以
下

｢本
件
市
道
｣
と
い
う
。)
で
あ

る
o

③
原
告
車
両
は
、
乗
車
定
員
三
名
の
バ
ン
型
の
普

通
貨
物
自
動
車
で
、
所
有
者
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
株
式

会
社
、
使
用
者
は
原
告
で
あ
る
。

臟
蓄
賠
償
請
求
事
構

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



二

主
意
争
点

(本
件
転
落
事
故
は
、
被
告
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に

よ
り
生
じ
た
か
。)

原
告
の
主
張

ア

本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
幅
員
は
約

二
･
七
メ
ー
ト
ル
で
、
道
路
上
に
は
深
さ
約
九
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
穴
を
含
め
、
数
多
く
の
穴
が
あ

っ
た
。
原
告
は
、
対
向
車
と
の
衝
突
を
恐
れ
、
道

路
左
側
に
寄
っ
て
徐
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
左
後

輪
下
の
切
削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
、
崩
壊
し
て
地

盤
が
崩
れ
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
車
両
は
休
耕
田
に

転
落
し
た
。

イ

と
こ
ろ
で
、
道
路
法
二
九
条
は
、
｢道
路
の
構
造

は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
の
地
形
、
地
質
、

気
象
そ
の
他
の
状
況
及
び
当
該
道
路
の
交
通
状
況

を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃
に
対
し
て
安
全
な
も
の

で
あ
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。｣
と
規
定
し
、
ま
た
、
同
法
四
二
条
は
、
｢道

路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ

よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。｣
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
市
道
を

管
理
す
る
被
告
に
は
、
本
件
市
道
を
、
安
全
か
つ

円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
に

す
る
と
と
も
に
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保

つ
よ
う
に
維
持
、
修
繕
し
、
尹
般
交
通
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
が
あ
る
。し
か
る
に
、

被
告
は
、本
件
事
故
現
場
付
近
の
市
道
の
舗
装
を
、

切
削
材
利
用
舗
装
と
い
う
簡
易
舗
装
に
よ
り
一
段

と
耐
久
性
の
低
い
構
造
に
し
た
う
え
、
本
件
転
落

事
故
当
時
本
件
道
路
に
は
多
数
の
穴
が
生
じ
、
か

つ
、
雨
水
の
影
響
に
よ
り
地
盤
が
軟
弱
に
な
っ
て

い
る
の
を
放
置
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
原
告
車

両
が
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
道
路
左
側
部
分
を

徐
行
し
て
走
行
し
て
い
た
際
、
原
告
車
両
右
後
輪

が
道
路
に
空
い
た
穴
に
落
下
し
た
反
動
で
左
後
輪

に
過
大
な
加
重
が
か
か
っ
た
こ
と
や
、
穴
か
ら
脱

出
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
よ
り
駆
動
輪
で
あ
る

左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
切

削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
し
、
雨
で
崩
れ
や
す
く
な

っ
て
い
た
路
盤
が
崩
壊
し
て
、
本
件
転
落
事
故
が

発
生
し
た
。

ウ

ま
た
、
道
路
法
第
四
五
条
は
、
道
路
標
識
等
の

設
置
に
つ
き
、
｢道
路
管
理
者
は
、
道
路
の
構
造

を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た

め
、
必
要
な
場
所
に
道
路
標
識
又
は
区
画
線
を
設

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｣
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の

道
路
に
は
多
数
の
穴
が
空
き
、
路
盤
や
舗
装
が
崩

れ
や
す
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、被
告
は
、

こ
う
し
た
点
に
つ
き
運
転
者
の
注
意
を
喚
起
さ
せ

る
標
識
等
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
こ
れ
を

一
切
し
な
か
っ
た
。

エ

上
記
の
と
お
り
、
本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路

に
は
、
道
路
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
瑕

疵
が
あ
り
、
そ
の
瑕
疵
に
よ
り
本
件
転
落
事
故
が

発
生
し
た
と
い
え
る
。

被
告
の
主
張

ア
･
原
告
は
本
件
道
路
の
路
盤
が
崩
れ
た
と
主
張
す

る
が
、
路
盤
は
崩
れ
て
は
い
な
い
。
本
件
事
故
は
、

原
告
代
表
者
が
、
不
注
意
に
よ
り
運
転
を
誤
り
、

原
告
車
両
を
道
路
の
左
端
に
寄
せ
過
ぎ
て
脱
輪
さ

せ
、
原
告
車
両
を
道
路
下
の
休
耕
田
に
転
落
さ
せ

た
も
の
で
、
原
告
代
表
者
が
道
路
の
状
況
に
応
じ

た
通
常
の
運
転
を
し
て
お
れ
ば
、
起
き
る
は
ず
の

な
い
も
の
で
、
被
告
に
は
何
ら
責
任
は
な
い
。

イ

ま
た
、
営
造
物
に
つ
き
、
国
家
賠
償
法
二
条
一

項
の
瑕
疵
の
有
無
、
換
言
す
れ
ば

｢通
常
有
す
べ

き
安
全
性
｣
を
備
え
て
い
る
か
杏
か
の
判
断
は
、

営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用

状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
個
別
具
体

的
に
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
市
道
は

行
き
止
ま
り
の
全
長
約
八
七
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路

で
、
途
中
に
集
落
は
な
く
、
往
来
は
一
日
約
一
一

0
名
程
度
の
温
泉
の
宿
泊
客
が
主
と
い
う
交
通
閑



散
な
道
路
で
あ
る
。
本
件
市
道
の
よ
う
に
山
間
僻

地
の
交
通
閑
散
な
道
路
に
つ
い
て
十
分
な
維
持
管

理
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
舗
装
が
通
常

の
舗
装
材
よ
り
も
弱
い
切
削
材

(高
速
道
路
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
廃
材
)
に
よ
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
は
従
来
砂
利
道
で
あ

っ
た
が
、
平
成
一
三
年
七
月
二

日
、
切
削
材
に

よ
り
表
面
を
簡
易
舗
装
し
た
。
切
削
材
は
通
常
の

舗
装
材
よ
り
も
も
ろ
く
、
山
側
か
ら
の
永
の
流
入

に
よ
り
湿
潤
と
な
っ
た
箇
所
を
工
事
用
の
ダ
ン
プ

カ
ー
が
通
行
し
た
こ
と
に
よ
り
道
路
表
面
に
数
個

の
穴
が
空
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
穴
が
あ
っ
て
も

通
常
の
運
転
に
よ
る
通
行
に
差
し
支
え
は
な
い
か

ら
、
本
件
転
落
事
故
現
場
は
通
常
有
す
べ
き
安
全

性
を
有
し
て
お
り
、
簡
易
な
舗
装
を
し
た
こ
と
や

穴
が
空
い
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
瑕
疵
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
転
落
事
故

が
道
路
の
瑕
疵
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。

亘

争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

1

主
文

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

2

本
件
転
落
事
故
は
被
告
の
道
路
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り

発
生
し
た
か
に
つ
い
て

①
争
い
の
な
い
事
実
等
、
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨

に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
市
道
は
、
も
と
は
公
図
上
赤
道
と
さ
れ
る

国
有
の
里
道
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
九
年
三
月
二

九
日
被
告
に
よ
り
市
道
と
し
て
認
定
さ
れ
た
全
長

八
七
五
･
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
行
き
止
ま
り
の
道
路

で
あ
る
。
本
件
市
道
の
う
ち
、
簡
易
舗
装
部
分
は

一
二
九
･
五
メ
ー
ト
ル
、
切
削
材
利
用
舗
装
部
分

は
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
砂
利
道
部
分
は
六
一
0

･

四
メ
ー
ト
ル
で
、
橋
が
六
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

る
。
道
路
幅
員
は
、
全
長
の
約
九
割
に
あ
た
る
七

七
三

･
三
メ
ー
ト
ル
が
四
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ

る
。
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
幅
員
は
約

三
･
六
メ
ー
ト
ル
で
、
山
側
と
な
る
西
側
は
急
な

斜
面
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
の
方
は
大
き
な
木

が
道
路
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
枝
を
伸
ば
し
て
い

る
。
東
側
は
一
段
低
く
な
っ
た
休
耕
田
と
な
っ
て

い
る
。
道
路
と
休
耕
田
の
高
低
差
は
目
測
で
一
な

い
し

一
,
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
あ
る
。
本
件
転
落

事
故
現
場
付
近
の
道
路
は
、
平
成
一
三
年
七
月
一

一
日
、
同
年
三
月
に
本
件
市
道
付
近
に
開
設
さ
れ

た
温
泉
の
利
用
客
の
利
便
の
た
め
、
高
速
道
路
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
廃
材
で
あ
る
切
削
材
を
用
い
て

表
面
が
簡
易
舗
装
さ
れ
た
。
し
か
し
、
舗
装
さ
れ

た
部
分
の
外
側
に
は
砂
利
部
分
が
残
さ
れ
、
休
耕

田
側
の
そ
れ
は
幅
が
約
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
、
休
耕
田
側
に
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
砂
利
部

分
か
ら
更
に
休
耕
田
に
続
く
部
分
は
斜
度
約
三
0

な
い
し
四
0
度
の
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
転

落
事
故
当
時
こ
の
斜
面
は
草
に
覆
わ
れ
て
い
た
。

イ

本
件
市
道
に
お
け
る
切
削
材
に
よ
る
簡
易
舗
装

は
、
切
削
材
を
搬
入
し
、
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
及

び
人
力
で
敷
き
均
し
、振
動
ロ
ー
ラ
ー
で
転
圧
し
、

乳
剤
及
び
砂
を
人
力
で
散
布
す
る
と
い
う
工
程
で

行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
切
削
材
舗
装
は
も
ろ
い
上
、

本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
は
西
側
の
山
の
斜
面
か

ら
の
わ
き
水
に
よ
り
地
盤
が
緩
く
な
っ
て
い
た
た

め
、
工
事
用
の
大
型
車
の
往
来
に
よ
り
、
舗
装
後

わ
ず
か
一
カ
月
で
、
道
路
に
は
最
大
で
深
さ
約
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度
の
皿
状
の
穴
が
約
七
ヵ
所
生
じ
た
。
う
ち
六

ヵ
所
は
道
路
中
心
よ
り
山
側
に
寄
っ
た
部
分
に
あ

っ
た
。
ま
た
、
西
側
の
山
林
か
ら
の
湧
き
水
や
降

雨
の
た
め
、
本
件
事
故
当
時
穴
に
は
水
が
た
ま
っ

て
い
た
。

ウ

原
告
代
表
者
は
、
平
成
一
三
年
八
月
三
日
、
鹿

角
市
内
で
の
仕
事
を
終
え
、
本
件
市
道
に
入
り
、

原
告
車
両
を
運
転
し
て
、
本
件
転
落
現
場
を
通
過

し
温
泉
に
赴
い
た
。
本
件
市
道
を
走
行
す
る
の
は

初
め
て
で
あ
っ
た
。
原
告
代
表
者
は
、
温
泉
で
入

浴
後
、
原
告
車
両
を
運
転
し
て
再
度
本
件
転
落
現

場
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
が
、
原
告
車
両
は
、
進



行
方
向
左
側
の
休
耕
田
に
左
側
面
を
下
に
し
て
転

穴
か
ら
脱
出
す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
よ
り
駆
動

が
運
転
を
誤
り
、
原
告
車
両
を
道
路
左
側
に
寄
せ

落
し
た
。
転
落
事
故
後
、
業
者
が
原
告
車
両
を
し

輪
で
あ
る
左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に

過
ぎ
て
、
原
告
車
両
を
休
耕
田
に
転
落
さ
せ
た

ッ
カ
ー
で
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
ワ

イ
ヤ
ー
を
設
置
し
て
い
た
フ
ッ
ク
が
外
れ
、
原
告

車
両
は
再
度
、
休
耕
田
に
転
落
し
、
二
度
目
の
牽

引
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
件
事
故
直
後
の
写
真
に
は
、
本
件
転
落
事
故

現
場
付
近
の
道
路
東
側

(休
耕
田
側
)
の
舗
装
面

か
ら
砂
利
部
分
に
か
け
て
、
二
カ
所
、
路
面
が
削

り
取
ら
れ
た
よ
う
な
痕
跡
が
存
在
す
る
が
、路
盤
、

路
肩
が
崩
壊
し
た
形
跡
は
な
い
。
ま
た
、
上
記
二

ヵ
所
の
痕
跡
の
間
隔
は
、
原
告
車
両
の
ホ
イ
ー
ル

ベ
ー
ス
と
同
じ
間
隔
で
あ
る
。

エ

原
告
代
表
者
は
、
本
件
転
落
事
故
直
後
、
被
告

の
職
員
か
ら
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路

の
休
耕
田
側
斜
面
の
草
が
生
え
た
部
分
に
残
っ
て

い
た
車
両
の
走
行
し
た
タ
イ
ヤ
跡
を
示
さ
れ
て
、

こ
こ
か
ら
落
ち
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
そ
の
タ
イ
ヤ
跡
が
自
分
の
も
の
で

あ
る
か
証
拠
は
な
い
と
述
べ
た
が
、
タ
イ
ヤ
跡
が

あ
っ
た
こ
と
自
体
は
認
め
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
原
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
状
況

に
つ
い
て
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道
路
左

側
を
徐
行
し
て
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
車

両
右
後
輪
が
道
路
に
空
い
た
穴
に
落
下
し
た
反
動

で
左
後
輪
に
過
大
な
加
重
が
か
か
っ
た
こ
と
や
、

輪
で
あ
る
左
後
輪
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
切
削
材
利
用
舗
装
が
剥
離
し
、
雨
で
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
た
路
盤
が
崩
壊
し
て
、
原
告
車

両
が
休
耕
田
に
転
落
し
た
旨
主
張
し
、
原
告
代
表

者
は
こ
れ
に
沿
う
供
述
を
す
る
。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
、
原
告
が
主
張
す
る
よ
う
に
原
告
車
両
が
徐

行
し
て
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
高
速
で
走

行
す
る
の
と
は
異
な
り
、
最
大
深
さ
九
セ
ン
チ
〆

-
ト
ル
、
直
径
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
皿

状
の
穴
に
右
後
輪
が
落
ち
、
そ
こ
か
ら
出
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
よ
り
左
後
輪
に
大
き
な
荷
重
が
か

か
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
、
本
件
転
落
事
故
現

場
付
近
に
は
路
盤
、
路
肩
が
崩
壊
し
た
痕
跡
が
な

い
こ
と
、
道
路
東
側
の
端
付
近
の
二
カ
所
の
削
り

取
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
痕
跡
も
、
そ
の
形
状
や
間

隔
か
ら
し
て
、
原
告
車
両
左
側
の
前
後
輪
に
大
き

な
力
が
加
わ
っ
て
道
路
の
一
部
を
削
り
取
っ
た
と

見
る
よ
り
は
、
原
告
車
両
の
左
側
の
前
後
車
輪
が

路
肩
と
休
耕
田
の
間
に
あ
る
斜
面
を
走
行
し
、
原

告
車
両
が
そ
の
ま
ま
休
耕
田
に
転
落
し
た
際
、
原

告
車
両
右
車
輪
内
側
が
大
き
な
力
で
道
路
を
擦

り
、
そ
の
一
部
を
削
り
取
っ
て
つ
け
た
痕
跡
と
み

る
の
が
自
然
で
あ
る
こ
と
、
実
際
本
件
転
落
事
故

直
後
休
耕
田
側
斜
面
に
タ
イ
ヤ
跡
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
す
る
と
、
本
件
転
落
事
故
は
、
原
告
代
表
者

過
ぎ
て
、
原
告
車
両
を
休
耕
田
に
転
落
さ
せ
た
事

故
と
み
る
余
地
が
あ
り
、
他
に
的
確
な
裏
付
け
の

な
い
本
件
に
お
い
て
、
原
告
代
表
者
の
上
記
供
述

に
よ
り
直
ち
に
原
告
の
上
記
主
張
事
実
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
こ
れ
を
認
め
る
べ
き
証
拠

は
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
転
落
事
故
現
場
付
近
の
道

路
に
穴
が
あ
っ
た
こ
と
や
舗
装
が
簡
易
で
道
路
の

強
度
が
低
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
道
路
状
況
と
本
件

転
落
事
故
の
発
生
と
の
間
の
因
果
関
係
は
こ
れ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
被
告
の
道
路
管

理
の
瑕
疵
に
よ
り
本
件
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

3

結
論

以
上
に
よ
れ
ば
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま

で
も
な
く
、
原
告
の
請
求
は
理
由
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
と
し
、
主
文

の
と
お
り
判
決
す
る
。



艦れ鬱鰺嶬鷲

北
海
道
の
遭
難
謳

◆
北
海
道
の
道
路
は
広
く
な
い
?

東
京
は
こ
れ
か
ら
紅
葉
の
季
節
を

迎
え
、
冬
は
ま
だ
ま
だ
と
い
う
感
じ

で
す
が
、私
の
出
身
地
の
北
海
道
は
、

広
葉
樹
の
葉
も
散
り
、
も
う
ま
も
な

く
雪
が
降
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
よ

う
な
風
景
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

雪
は
、
ス
キ
ー
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
や
、
雪
ま
つ
り
な
ど
、

今
や
北
海
道
の
冬
の
観
光
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
北
海
道
で
生
活
す
る
も
の

に
と
っ
て
は
、
雪
は
、
非
常
に
や
っ

か
い
な
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

雪
が
多
量
に
降
り
積
も
っ
た
と
き

は
、
家
の
前
の
歩
行
路
の
確
保
や
、

車
が
安
全
に
車
道
を
通
行
す
る
た
め

に
、
住
民
と
道
路
管
理
者
が
一
緒
に

な
っ
て
除
雪
を
行
い
ま
す

(
一
般
的

北
海
道
東
京
事
務
所

小
林

敏
克

に
は
、
家
の
前
は
、
個
人
で
、
車
道

部
等
は
道
路
管
理
者
が
除
雪
を
行
う

ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
)
。

大
雪
が
降
っ
た
と
き
は
、
一
日
に

四
、五
回
の
除
雪
行
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
ん
な
日
は
、
と
て
も
憂
鬱
な
一
日

と
な
り
ま
す
。

雪
が
積
も
っ
て
く
る
様
子
を
み
な

が
ら
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
後

で
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
思

い
、

一
大
決
心
を
し
て
、
｢
さ
あ
、

除
雪
だ
!

み
ん
な
行
く
ぞ
-
し
と

家
族
を
巻
き
込
み
な
が
ら
外
に
出

て
、
除
雪
を
し
ま
す
。

こ
れ
が

一
日
に
四
、
五
回
あ
る
と
、

家
族
み
ん
な
の
体
は
疲
労
で
だ
る
く

な
り
、
休
ん
で
い
る
時
間
も
当
然
多

く
な
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
一
日
を

過
し
、
今
日
は
と
て
も
も
っ
た
い
な

い
一
日
だ
っ
た
と
嘆
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
北
海
道
で
の
暮
ら
し
に

と
っ
て
、
雪
と
の
付
き
合
い
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
す
。

道
路
に
つ
い
て
言
え
ば
、
積
雪
の

少
な
い
地
方
の
人
た
ち
か
ら
見
る

と
、
北
海
道
の
道
路
は
、
真
っ
直
ぐ
‐

で
、
路
肩
の
幅
も
十
分
確
保
さ
れ
た

道
路
が
多
く
、
高
速
道
路
な
ど
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
の
か
と
聞
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
雪
が
降
り
、
積
雪
が
進

む
と
、
道
路
の
路
肩
部
や
歩
道
に
、

家
庭
か
ら
押
し
出
し
た
雪
と
、
車
道

部
の
除
雪
し
た
雪
が
、
人
の
背
以
上

に
積
ま
れ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
う
な
る
と
、
ま
ず
、
交
差
点
の

見
通
し
が
悪
く
な
り
、
車
の
運
転
を

し
て
い
る
際
に
は
、
道
路
が
滑
る
こ

と
も
相
侯
っ
て
、非
常
に
気
を
遣
い
、

疲
労
が
と
て
も
た
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
雪
の
な
い
時
期
は
、
片
側

二
車
線
確
保
で
き
て
い
た
道
路
で

も
、
こ
の
時
期
に
は
、
一
車
線
道
路

と
司
じ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
道
路

も
多
く
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
、
対
向

車
同
士
が
す
れ
違
う
こ
と
も
困
難
な

道
路
も
で
て
き
ま
す
。

こ
れ
を
解
消
す
る
に
は
、
道
路
脇

に
積
ま
れ
た
雪
を
、
頻
繁
に
｢排
雪
｣

す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
こ
れ
に
は

非
常
に
お
金
が
か
か
る
の
で
、
積
雪

の
状
態
な
ど
を
見
な
が
ら

(当
然
、

地
先
か
ら
の
苦
情
も
受
け
な
が
ら
)、

実
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

｢排
雪
｣
と
は
、
溜
ま
っ
た
雪
を

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、
排

雪
用
に
確
保
し
た
敷
地
に
捨
て
に
い

く
こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
、
札
幌
市
を
例
に
す
る

と
、
年
間
約
一
五
〇
億
円
の
除
雪
用

の
予
算
を
確
保
し
て
い
る
内
、
車
道

や
歩
道
の
除
雪
に
約
三
〇
億
円
、
排

雪
費
用
に
敷
地
の
管
理
費
も
含
め
、

西から東から



(積雪時) 路面がツルツル、すれ
違いも困難

写真 1 (積雪前) 快適に運転ができる

約
五
〇
億
円
の
お
金
を
使
っ
て
い
ま

す
。北

海
道
全
体
で
約
二
〇
〇
市
町
村

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
膨
大
な
お

金
が
雪
の
対
策
に
投
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
莫
大
な
除
雪
費
を
軽
減
す
る

た
め
、我
慢
で
き
る
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、

排
雪
作
業
を
抑
え
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
冬
の
北
海
道
の
道

路
は
夏
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、

と
て
も
狭
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
い
る
と
、

積
雪
地
に
お
い
て
は
、
道
路
の
構
造

に
つ
い
て
、
冬
の
積
雪
時
の
状
態
を

あ
ら
か
じ
め
つ
く
る
段
階
で
考
慮
で

き
れ
ば
、
維
持
費
の
軽
減
を
図
り
な

が
ら
も
、
安
全
の
確
保
が
で
き
る
道

路
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
の
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

◆
北
海
道
で
健
康
に
な
ろ
う
!

暗
い
話
題
が
先
行
し
北
海
道
の
イ

メ
ー
ジ
を
悪
く
し
か
ね
な
い
の
で
、

次
に
、
明
る
い
話
題
を
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

北
海
道
の
観
光
と
い
え
ば
、
車
を

利
用
し
て
、
広
範
囲
を
移
動
し
な
が

ら
、
雄
大
な
自
然
に
親
し
ん
だ
り
、

温
泉
地
を
巡
っ
た
り
、
訪
れ
た
地
域

の
お
い
し
い
食
べ
物
を
食
べ
た
り
と

い
っ
た
観
光
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
北
海
道
と
い
え
ば
、

自
動
車
で
の
移
動
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

を
抱
く
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
、
自

転
車
を
利
用
し
て
観
光
さ
れ
る
方
も

多
く
、
毎
年
、
｢
ツ
ー
ル

･
ド

･
北

海
道
｣
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
自
転
車
へ
の
関
心
が
高
い
こ

と
が
伺
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
最
近
完
成
し
た
自
転
車

道
で
、
札
幌
近
郊
に
あ
り
、
北
海
道

の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
気
軽
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
場
所
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年

一
〇
月
、
｢
一
般
道
道

札

幌
恵
庭
自
転
車
道
線
｣
が
供
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

札
幌
市
と
近
郊
の
ペ
ッ
ト
タ
ウ
ン

北
広
島
市
を
結
ぶ
約
二
一
如
の
自
転

車
道
で
す
。

こ
の
自
転
車
道
は
旧
鉄
道
用
地
を

利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ

現
在
の
J
R
千
歳
線
と
並
行
し
た
位

置
に
あ
り
ま
す
。

供
用
さ
れ
て
い
る
道
路
の
約
三
分

の
一
が
、
一
部
特
別
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
野
幌
原
始
林
を
背

景
と
す
る
森
林
を
走
り
抜
け
る
た

め
、
ま
さ
に
北
海
道
の
自
然
を
満
喫

し
な
が
ら
、
様
々
な
動
植
物
と
触
れ

合
え
る
素
晴
ら
し
い
環
境
が
提
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
転
車
道
の
整
備
に
合
わ
せ

て
、
北
広
島
市
で
は
付
加
価
値
を
高

め
る
べ
く
、
自
然
体
験
や
学
習
機
能

を
併
せ
持
つ
休
憩
施
設
で
あ
る

｢学

習
の
森
｣
や

｢水
辺
の
広
場
｣
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
が
末
永
く
愛
着
を
持

て
る
よ
う
に
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
エ
ル
フ
ィ
ン

(森

に
棲
む
妖
精
)
の
名
を
冠
し
て

｢
エ

ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド
｣
と
名
付
け
、
併

せ
て
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
定
め
ま
し

た
。
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開
通
し
た
翌
日
に
は
、
北
広
島
ハ

ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、

四
二
〇
人
の
参
加
者
が
紅
葉
の
森
林

、

を
快
走
し
ま
し
た
。

>

開
通
後
の
利
用
者
へ
の
調
査
で

夕
、

は
、
森
林
の
景
色
と
自
動
車
交
通
と

‘

の
完
全
分
離
が
好
評
で
あ
り
、
朝
の

･

通
勤
時
は
駅
ま
で
徒
歩
に
よ
り
自
転

,

車
道
を
利
用
す
る
な
ど
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
以
外
で
も
、
多
様
な
使
わ
れ
方

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

･

　　　　　　　　　　　　　　

の
新
た
な
観
光
開
発
な
ど
地
域
の
発

　　
　
　

　

　

　

　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

自
転
車
は
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な

く
、
健
康
増
進
に
も
役
立
ち
ま
す
。

札
幌
に
観
光
で
長
期
滞
在
す
る
折

に
は
、
自
転
車
を
使
っ
て
の
郊
外
散

.

　

　

　
　
　

　
　

自
動
車
を
使
っ
た
観
光
で
は
味
わ
え

な
い
北
海
道
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

写真 3 車いす利用者も元気に走行写真4 障害者も参加する市民マラソン大会

写真 6 冬は歩くスキーで健康増進

　　
　　
　
　
　

　

駅

写真5 晩秋の光景 (右上方がJ R千歳線)

　

　
　
　
　　　
　

　

　

　
　
　
　
　　
　
　

　

　
　　　
　　

　

L

′
、

厚

そ
げ

.

　　　　
鷲
熱
量

　

　

札幌恵庭自転車道線

起

が教
義靜

点

,

至

小
樽
市

イフル
図　　



艦れ鬱鰺廳蠣

て
の
魅
力
な
ど
が
都
心
で
端
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
札
幌
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
都
市
間
競
争
の

時
代
に
確
固
た
る
地
位
を
築
く
た
め

に
は
不
可
欠
な
の
で
す
。

◆

｢に
ぎ
わ
い
の
軸
｣

札
幌
市
で
は
、
第
四
次
札
幌
市
長

期
総
合
計
画
で
掲
げ
た

｢魅
力
的
で

-I'l1ゑ
^

＼
ゾラ。そが(,

　
　
　
　
　

　
　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　
　　　

｢
に
ぎ
わ
い
の
醐
｣
の
創
出

-
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
I

◆
道
都

｢札
幌
｣
の
役
割

｢試
さ
れ
る
大
地
。｣
こ
れ
は
北
海

道
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
す
が
、
長

く
景
気
が
低
迷
す
る
中
、
た
だ
埋
も

れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
く
、
道
民

一
人
ひ
と
り
が
果
敢
に
何
か
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
、

大
変
素
晴
ら
し
い
言
葉
だ
と
思
い
ま

す
。ま

さ
に
今
、
北
海
道
は
大
き
な
転

機
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

他
力
本
願
だ
っ
た
経
済
か
ら
自
立

型
経
済
へ
転
換
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
ま
た
世
界
に
開
か
れ
た
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け

札
幌
市
東
京
事
務
所

茂
木

秀
則

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
、
道
都

｢札
幌
｣
は

言
う
ま
で
も
な
く
北
海
道
全
体
の
牽

引
車
の
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
魅
力
的
で
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
都
心
ま
ち
づ
く
り
の
必
要
性

札
幌
が
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
て
行
く
た
め
に
は
、

ま
ず
都
心
部
の
あ
り
方
を
今
一
度
見

直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
生
活
の
質
の
向
上
が
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
な
目
標
と
な
る
中
で
、

都
心
に
は
消
費
、
文
化
、
娯
楽
、
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
、
居
住
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
多
様
な
選
択
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
質
の
高
い
生

活
の
場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
札
幌

の
特
質
や
美
し
さ
、
投
資
対
象
と
し

“こ
ぐ
“
　　
　

き

周

節

駅

?

　
　

　

　　

図

4

西から東から



活
力
あ
る
都
心
の
整
備
｣を
受
け
て
、

都
心
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
都
心
の
構
造
と
し
て
四

本
の
骨
格
軸
を
設
定
し
て
お
り
、
中

で
も
北
は
J
R
札
幌
駅
か
ら
南
は

｢す
す
き
の
｣
ま
で
を
結
ぶ

｢
に
ぎ

わ
い
の
軸
｣
は
特
に
重
要
な
役
割
を

担

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
｢に
ぎ
わ
い
の
軸
｣
に

更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
、
現
在

｢札
幌
駅
前

通
地
下
歩
行
空
間
｣
の
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て

左
右
さ
れ
ず
、
お
年
寄
り
や
車
椅
子

の
方
な
ど
、
誰
も
が
快
適
に
移
動
で

き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
歩
行
空
間
で

す

(図
2
)。

平
成
一
二
年
に
実
施
し
た
市
民
音
心

識
調
査
で
も
、
整
備
に
肯
定
的
な
意

見
が
多
く
、
整
備
後
の
往
来
は
夏
季

で
二
倍
、
冬
季
で
四
倍
に
な
る
と
試

算
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
事
業

計
画
の
概
要

区
間
…地
下
鉄
南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅

地下淋範轢鬮に轟鞭 ･
　　　　　　　　　

　

　　が図

　　熟

~
大
通
駅
間

延
長
…
四
六
0
m
(国
道
区
間
約
一

六
0
m
を
含
む
)

幅
員
…
二
0
m

幅
員
校
正
"歩
行
の
た
め
の
必
要
幅

は
三
一
m
、
両
側
に
四
m
ず
つ
の

憩
い
の
空
間
を
設
置
し
ま
す

事
業
期
間
"平
成
一
七
年
度
~
二
一

年
度

(予
定
)

◆
市
民
意
見
を
計
画
に
反
映

｢札
幌
駅
前
通
歩
行
空
間
｣
の
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
平
成
一
三
年
度

に
公
募
市
民
五
〇
名
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
施
設
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
。

3 ｢札幌駅前通地下歩行空間｣ 事業計画の概要図



議
論
の
末
に
、
｢狭
く
て
暗
い
、

歩
く
だ
け
の
通
路
｣
に
せ
ず
に
、
沿

道
の
ビ
ル
の
地
下
と
つ
な
い
だ
地
下

街
の
よ
う
な
空
間
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
沿
道
の
ビ
ル
と
の
つ
な

が
り
を
重
視
し
、
横
へ
の
広
が
り
が

感
じ
ら
れ
る
、
ビ
ル
と
一
体
的
な
空

間
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ
ト
の

一
つ
と

し
ま
し
た

(図
3
)。

　
　
　　

　

　

　
　

　

　
　
　

鬘
鬘
聽
-

嚢
讓
工

鮮
麗　 　
　
　

　

　　
　

　

嶬

“
図

ま
た
、全
体
幅
員
二
0
m
の
う
ち
、

歩
く
た
め
の
空
間

(
一
二
m
)
の
ほ

か
に
両
側
四
m
ず
つ
の

｢憩
い
の
空

間
｣
を
設
置
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

的
な
使
い
方
や
文
化

･
芸
術
な
ど
の

市
民
活
動
が
で
き
る
空
間
と
し
て
賑

わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
ビ
ル

地
下
の
店
舗
等
の
に
ぎ
わ
い
も
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た

(図

4

.
5
)
0

鱸
讓

ジ

　　
　　

　
　　　

　

　
　
　　
　　

　
　
　
　

　
　

　

　
　　
　
　
　　
　
　

　

　

　　
　　
　
　
　
　
　
　　
　

　

　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　　
　
　
　
　

　
　

　

　

　　図 5 文化 ･芸術等の市民活動 (イメージ)

ま
た
、
地
上
の
各
交
差
点
付
近
に

魅
力
を
高
め
る
事
業
に
集
中
的
な
投

は
換
気
と
採
光
を
目
的
と
し
た

｢ス

資
が
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い

ル
ー
ホ
ー
ル
｣
を
設
置
す
る
と
と
も

ま
す
。

に
、
地
上
へ
出
る
出
入
口
に
つ
い
て

そ
こ
で
、
｢札
幌
駅
前
歩
行
空
間
｣

は
、
上
屋
な
ど
を
透
明
に
し
て
陽
の

の
整
備
は
、
予
算
の
集
中
投
入
す
る

光
や
屋
外
の
風
景
や
季
節
感
を
感
じ

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
枠
を
大
幅
に

ら
れ
る
、
開
放
感
の
あ
る
明
る
い
空

逸
脱
す
る
こ
と
な
く
実
施
す
る
こ
と

間
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

と
し
ま
し
た
。

◆
予
算
の
集
中
投
入
に
よ
る
事
業
化

◆
札
幌
の
顔
と
し
て

札
幌
市
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

今
年
度
、
事
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た

や
公
共
施
設
が
一
定
の
整
備
水
準
に

ば
か
り
で
、
今
は
ひ
っ
そ
り
と
事
業

達
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
後
は
公

区
間
に
あ
る
街
路
樹
を
移
植
す
る
た

共
事
業
費
を
抑
制
し
て
い
く
こ
と
を

め
の
根
回
し
作
業
や
、
地
下
埋
設
物

基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

の
移
設
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

そ
う
し
た
中
、
莫
大
な
費
用
を
要

す
。

す
る
事
業
を
新
た
に
立
ち
上
げ
よ
う

で
も
、
ほ
ん
の
五
年
も
す
る
と
、

と
い
う
の
は
、
矛
盾
し
て
い
る
の
で

そ
こ
は
き
っ
と
今
と
は
ま
る
で
違
う

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
な

別
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
は

議
論
に
な
り
ま
し
た
。

ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
道
路
整
備
に
係
る
予

北
海
道
、
札
幌
の
顔
と
し
て
、
ふ

算
も
少
し
ず
つ
削
減
さ
れ
て
き
て
は

さ
わ
し
い
美
し
く
魅
力
に
溢
れ
る
駅

い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
道

前
通
と
そ
の
地
下
歩
行
空
間
が
そ
こ

め
ら
れ
て
い
た
、
郊
外
の
幹
線
道
路

に
あ
り
、
多
く
の
市
民
が
集
い
、
そ

の
整
備
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て
き

し
て
、
か
つ
て
な
い
賑
わ
い
が
創
出

た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
都
心
部
の

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



人
と
環
境
に
や
さ
し
い
交
流
の
壘
づ
く
り

,
第
二
国
津
和
野
町
交
通
社
会
実
験

｢津
和
野
ぶ
ら
り
ウ
ィ
ー
ク
｣
'

島
根
県
津
和
野
町
建
設
課

一
は
じ
め
に

津
和
野
町
は
、
平
成
一
〇
年
に

『人
と
環
境
に
や
さ
し

い
交
流
の
里
づ
く
り
』
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
｢津

和
野
町
の
21
世
紀
を
開
く
み
ち
づ
く
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
｣
を
合
言
葉
に
、
歩
行
者
や
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
津
和
野
市
街
地
の
交
通
量
抑

制
に
よ
る
安
全
性
の
向
上
策
と
な
る

｢
パ
ー
ク
&
ラ
イ

ド
｣
、
歩
行
空
間
を
確
保
し
て
、
安
全
性
と
快
適
性
を
確

保
す
る
策
と
な
る

｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
を
展
開
す

る
事
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
｢
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
｣
に

よ
る
代
替
公
共
交
通
機
関
で
あ
り
、
住
民
の
生
活
の
足
に

も
な
る
津
和
野
市
街
地
で
の

｢循
環
バ
ス
の
連
行
｣
も
施

策
と
し
て
展
開
し
て
い
く
事
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
五
年
度
に
は
、
国
土
交
通
省
の

｢く
ら
し
の
み

ち
ゾ
ー
ン
･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
地
区
｣
事
業
に
応
募

を
行
い
、
津
和
野
町
津
和
野
地
区
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

｢車
中
心
か
ら
人
中
心
の
道
路
整
備
｣
と
い
う
く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
の
考
え
方
と
津
和
野
町
の
歩
行
者
や
自
転

車
を
優
先
す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
方
針
に
は
通

じ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
共
通
項
が
登
録
の
要
因
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二

第
一
回
変
通
社
会
実
験
の
実
施

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン

･
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
地

区
｣
に
登
録
さ
れ
た
平
成

一
五
年
に
、
津
和
野
町
で
は
、

歩
行
者
や
自
転
車
を
優
先
す
る
道
路
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
施
策
を
試
行
的
に
実
施
し
、
地
域
住
民
の
反
応
や
津
和

野
町
で
の
施
策
の
適
合
性
な
ど
を
検
証
す
る
た
め
、
秋
の

観
光
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
三

月
一
日
~
一
六
日
ま
で
の
一

六
日
間
に
第
一
回
交
通
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

第

一
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
｢
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
｣

｢循
環
バ
ス
の
連
行
｣
｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣
｢デ
バ

イ
ス
｣と
い
う
四
項
目
の
施
策
に
つ
い
て
実
験
し
ま
し
た
。

第
一
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、

○
交
通
抑
制
施
策
に
よ
る
安
全
性

･
快
適
性
の
向
上

○
交
通
社
会
実
験
を
通
じ
て
の
人
と
人
と
の
交
流
増
加

○
交
通
社
会
実
験
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

と
い
う
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
津
和
野
町
の
将

来
交
通
体
系
の
実
現
に
向
け
た
最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
｢パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
機
能
の
強
化
｣
｢道
路
空
間

利
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
｣
｢公
共
交
通
機
関
と
連
携
し

た
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
｣
な
ど
の
具
体
的
課
題
も
抽
出
さ



写真 1 第 1回交通社会実験の様子
(右 :循環バス、 中 :トランジットモールの様子 (本町通り)、 左 :トラン

ジットモールの様子 (殿町通り))

三

第
三
国
変
通
社
会
実
験
の
実
施

津
和
野
町
で
は
、
第
一
回
交
通
社
会
実
験
の
課
題
を
踏

ま
え
、
弓
き
続
き
平
成
一
六
年
三

月
三
日
~
に
第
二
回

た

(写
真
ー

↑松江方面

　 　　　　　　北拠点駐車場 :町営駅前駐車場
}
~〆

　　　
乗合タクシー通行
循環バスでは行くことのでき
ない観光地を中心に巡る運↑テル ･ トランジットモール実験 (‐方通行)

　
" 本町 ･殿町ートを検討。観光客へのサービ

ス水準の向上を目指す。

道路空間利用施策の実施

本町 ･殿町

第
二
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
次
の
四
施
策
六
項
目
の

実
験
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。

[交
通
量
抑
制
施
策
]

交
通
社
会
実
験
を
実
施
し
ま
し
た

(図
1
)。

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　念館→高岡通り津和野駅
西周旧居 里

る* , 循環バス通行ルート

◇ 循環バス進行方向
き 巽

き パーク&ライド
′′“←{ * + "…{ --諄" ◆…“… 〆 南拠点駐車場 :森嶋外記念館駐車場 他

瀬口＼ ミ ゾも ぎ
萩方面← 房“ "賂 ず

国
道の駅津和野滋想起‐み-の轢 〆 等

号

↓山口方面

図 1 交通社会実験概要図



パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
の
実
施

(期
間
中
金
土
日
実
施
)

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
施

(二
日
間
実
施
)

[速
度
抑
制
施
策
]

町
田
地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
の
実
施

(二
日
間
実
施
)

[道
路
空
間
利
用
施
策
]

店
舗
店
先
販
売

(オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、
エ
コ
シ
ョ
ッ

プ
)、
休
憩
所
設
置

(二
日
間
実
施
)

[観
光
振
興
施
策
]

案
内
所
設
置

(期
間
中
実
施
)

循
環
バ
ス
と
連
携
し
た
観
光
コ
ー
ス
の
設
定

(期
間

四

第
團
回
交
通
社
会
実
験
で
の
課
題
と
第
三

国
変
通
社
会
実
験
で
の
対
応
o
効
果

第
一
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
下
記
の
課
題
が
抽
出
さ

◆
第

一
回
交
通
社
会
実
験
に
お
け
る
課
題

①

住
民
の
交
通
抑
制
施
策
へ
の
理
解
を
得
る

②

循
環
バ
ス
の
採
算
性
の
確
保

③

積
極
的
な
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
誘
導
に
よ
る
交
通

抑
制
効
果
の
向
上

④

観
光
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
拠
点

⑤

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
創
出
さ
れ
た
空
間
の

表 1 第 1回交通社会実験で得られた課題と第2回交通社会実験での対応 ･効果

･‘r民主‘lによる実行委襲会を譲り" “;どFII父;出札タマア豊実の奴切に人き、鶏拝伏し
･藤城パスにより腰村niにおして8務挙を受
けたタクシー事業者に配慮し、 ｢兼‘ごタクシーJという釣｢公共交遡を導入

利用が少なか?た

･流人抑制や遡行規制による商店へのせ鞠
に対する売l“!への影秤を把握するため
アンケ-ト調査を実施

･アンケート参解きより逡炙人抑制や遊行規
制による商店への直義:に対する影棚幻まと
んどないことを常諾した

‘謠帰バスの採算の確保 採算を確保できる実現可能な巡行体制を胸
檗する。

･S L連行=の巡行を実際に実綾 柳川l者菱女は2,862ハーI4｣‘!承服密度は蛇.0人/使であった

･第= -'楼帥社会実験で簇忰の少ないバス
停を廃止まし、新たなパスル…トを認定し性
別fM甥を軽減させた

･実験のれ'轟きを鞘食え忍雑'〃)検討から、特等刈り難行ソ細田ま3900=リになり、斑史あたり幹人の霧単によ?て、メ秘術費孵を謎≦をで“奪うことができることがわかった [第卿の交
通社会実物とおけ6約分朧(落度18.0ハノ優に近い利用者が乗れば独行費用を避1tで補
うことができる)

f白糠的パーク&“イK誘導による交趣抑制
物鰻の胸-も

交通抑制効果を愚巡り-させるシステムの
蛾秀き

パ…“&ライド誘導石板を効果的な位置
事とげ歳

･安全掟と快透性が簾 に的!もした
･パーク&ライドを科
苺方鋪!峠がはがlた瀦:

する壤光客の網元
呻け鬘麦くなった

礫光二一ズに合りたパーク&ラr y疑点の
選定

ベーク&ライド拠点とじて機能がl分るこ梵
乾される楠薪の検討

-を化物て歩きたくなる拠点の形成

第l国交;職
期にある道
としたが、
鶴--ぴつきが
では、市街
をP& R梃

会実験では話-雑踏-“鋳地の蔵
期《麦作!鯛P& R拠点搦主事期
し心地から操叢があり、回遊の3いため、第2回炎趣;l会実験
隊近い ｢森?外記念館;.-｣辺｣
心駐水場とした

護“室樽桝田丸々周辺｣‘:拠点及びパーク&
ライド専用明月場を設け〆ことで、鰐先細亟穿millが広がり、自家用事から歩いて観光する傾向が襞諸に現れた

觴外記念館"脇に新たに鮒環バスも野彬く
を設ける
増野調;野市灯!地への講の難難1としての機
能を犠化するため、一方jt痺ir、ロータリー化、安全快越を歩行紬雌確保を行ない
｢ゲート｣としての機能を備えた

拠点としでの安全性と快速門が向上した

･地元の日月引地はの住民のゾゾ通行や日‐M
タリーに対すムトア曲についてのアンケート
到森を実施

･地元の町用地lくもッ雑誌この方遡行やロー
タリーに対する話華爾は漱い

トランジソト‐モールで刺倒された関川の話
=

トランシットモールによって箱保された赤
い独話}の有効活劇餅炎対する

"鑪酪闇lUを利用した施策を治稼商店会主
事で実施

来訪者とのコミュニケ｣シ穹ンの場を鰯I、
し、地域の活性化に寄与‐した例一プンカ
ノJへ戸外店舗ご4憩がり

心事と公共交通を組み合わせた新しい靭光
レートの設定

′{◆謁ク&ライドやトランジットモールなど
り将来炎趣体系を活かした新しい観光ルー
トや観光期髪方務隻を物対する

"国憲rボランティアガイドの協力【こま
j、循環パスと徒歩を細み合わせた観光
レートマップを作成

J遊離胡粉諺火に常与した

機を案内を光りをし滞れ!野の魅力をアピー
iしする

製光案内を充実させることにより河川-野の
魅力を観光客にはえ、リピータの糊卿や辯
解lか周の椚卿につなげる

‘ゞl煽情ボランティアガイドの会を中心と
して、鎚光案内所をパーク&ライド拠点及
び班嫌本部冴fに"投げミ

“見舞"案内!升の必要乳について、観光客に対し、アンケート-調奮を実施

製元案内の･寅笈性と必要性朝霧泌議できた

･製光客に対するアンケート衾捌きによる観
光祭内村‐する辞億は高い



⑥

徒
歩
と
公
共
交
通
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
観

光
ル
ー
ト
の
設
定

⑦

観
光
案
内
を
充
実
し
、
津
和
野
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
す
る

第
二
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
第
一
回
交
通
社
会
実
験

で
得
ら
れ
た
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な

交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地
域
住
民
活
動
を
活
か
し
た
交

通
社
会
実
験
を
実
施
し
、
課
題
へ
の
対
応
に
よ
る
新
た
な

効
果
を
得
る
事
が
で
き
ま
し
た

(表
1
)。

五

第
三
国
衰
運
社
会
実
験
の
具
体
的
効
果

ー

｢行
政
主
導
｣
か
ら
｢住
民
主
導
｣
へ

第
一
回
交
通
社
会
実
験
は
、
｢行
政
｣
が
主
体
と
な
り
、

実
験
の
実
施
計
画
を
立
て
、
住
民
説
明
会
を
通
し
て
交
通

社
会
実
験
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
験
実
施
直
前
で
の
住
民
説
明
会
で
あ
り
、
計
画
の
修
正

が
十
分
に
で
き
ず
、
最
低
限
の
住
民
意
見
を
反
映
す
る
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

第
二
回
交
通
社
会
実
験
に
お
い
て
は
、
実
施
計
画
策
定
段

階
か
ら
住
民
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し

た
実
施
計
画
を
検
討
す
る
た
め
、
住
民
説
明
会
を
早
期
か
ら

開
催
し
、
住
民
の
理
解
と
△
呈
息
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民

中
心
と
し
た
、
｢交
通
社
会
実
験
実
行
委
員
会
｣
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
で
は
主
に
、
｢実
験
広
報
物
の
デ

ザ
イ
ン
検
討
｣
｢実
験
本
部
前
で
の
案
内
業
務
｣
｢観
光
案
内

看
板
の
企
画
･
作
成
･
設
置
｣
｢バ
ス
車
内
で
の
一
日
券
の

販
売
｣
な
ど
の
活
動
を
行
な
い
、
行
政
と
住
民
が
一
緒
に
な

っ
て
交
通
社
会
実
験
を
盛
り
上
げ
る
努
力
を
し
ま
し
た

(写

真
2
)。

2

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入

一
〇
〇
円
と
い
う
低
料
金

の
循
環
バ
ス
に
よ
る
影
響
に

対
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し

“

日

て
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
実
施
し

　　

　　写真2 住民説明会の様子

ま
し
た

(写
真
3
)。
料
金

　

　

　

翻

′

は
低
設
定
と
し
ま
し
た
が
、

出
発
時
間
、
ル
ー
ト
が
限
定

さ
れ

て
い
る
こ
と
及
び
、

　　
　
　

　
　

　

　
　

　

　
ず

　　　
　
　
　

　写真3 乗合タクシー

　

　　ク

｢
予
約
制
シ
ス
テ
ム
｣
が
周
知
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
、

残
念
な
が
ら
、
利
用
客
は
少
な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

3

交
通
抑
制
に
よ
る
商
店
へ
の
売
上
げ
の
影
響

地
元
住
民
や
商
店
の
流
入
抑
制
や
通
行
規
制
に
よ
る

｢来
訪
者
の
減
少
｣
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
、

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
実
施
す
る
商
店
へ
の
売
上
げ
状

況
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
施
策
に
よ
る
商
店
へ
の
影
響
は
少
な
く
、
流
入

抑
制
や
通
行
規
制
に
よ
っ
て
商
店
の
売
上
げ
に
悪
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た

(図
2
)。



　　

　

　
　
　

　

　

　

0

□
図 2 津和野地区の観光客主体商店売上げ割合
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4

循
環
バ
ス
の
採
算
の
確
保

(写
真
4
)

第
一
回
で
一
六
日
間
の
毎
日
、
連
行
を
行
な
い
運
行
後

の
採
算
性
検
討
の
結
果
、
S
L
運
行
日
に
よ
る
連
行
で
収

支
が
ブ
ラ
ス
に
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
回
で
S

L
運
行
日

(金

･
土
･
日
･
祝
日
の
一
四
日
間
)
に
連
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

第
二
回
の
バ
ス
利
用
者
数
を
ベ
ー
ス
に
年
間
の
全
S
L

運
行
日
で
の
バ
ス
連
行
の
採
算
性
を
検
討
し
た
結
果
、
年

間
約
一
三
〇
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
収
支
と
な
り
、
採
算
が
確

保
で
き
な
い
と
い
う
予
測
結
果
を
得
ま
し
た
。
循
環
バ
ス

の
採
算
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
底
辺
と
な
る
観
光
客
の

増
加
と
バ
ス
連
行
の
P
R
を
積
極
的
に
行
な
う
必
要
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

5

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
拠
点
変
更
に
よ
る
周
遊
範
囲
拡
大

"

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド

(以
下
、
｢
P
&
R
｣
と
い
う
。
)
は
、

津
和
野
市
街
地
の
南
北
に
そ
れ
ぞ
れ
｢駐
車
場
｣
を
設
け
、

観
光
目
的
の
車
を
停
め
、
バ
ス

･
タ
ク
シ
ー

･
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
及
び
徒
歩
で
市
街
地
観
光
エ
リ
ア
を
周
遊
し
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

第
一
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
津
和
野
市
街
地
の
南
端

に
あ
る
道
の
駅
を
南
側
P
&
R
拠
点

･
駐
車
場
と
し
ま
し

た
が
、
中
心
地
か
ら
距
離
が
あ
り
、
回
遊
の
結
び
つ
き
が

弱
い
た
め
、
第
二
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
市
街
地
に
近

い

｢森
鴎
外
記
念
館
周
辺
｣
を
P
&
R
拠
点
･
駐
車
場
と

し
ま
し
た
。

第
一
回
交
通
社
会
実
験
に
お
い
て
、
P
&
R
に
よ
る
交

通
抑
制
効
果
は
得
ら
れ
て
お
り
、
歩
行
者
の
安
全
性
の
確

保
に
は
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

第
二
回
交
通
社
会
実
験
で
は
、
南
側
の
P
&
R
拠
点
･

駐
車
場
の
位
置
を

｢森
鴎
外
記
念
館
周
辺
｣
と
し
た
こ
と

に
よ
る
、
観
光
客
の
周
遊
範
囲
拡
大
効
果
を
検
証
し
ま
し

た
。
観
光
客
へ
の
周
遊
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

周
遊
範
囲
は
飛
躍
的
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
鴎
外
記
念
館
前
、
鴎
外
旧
居
前
バ
ス
停
の
利
用
率

が
高
か
っ
た
こ
と
や
、周
遊
範
囲
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

森
鴎
外
記
念
館
周
辺
が
P
&
R
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た

(図
3
)。
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図 3 パーク&ライド南拠点からの観光周遊密度

回交通社会実験

6

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
南
拠
点
の
ロ
ー
タ
リ
ー
化
に
よ
る

｢ゲ
ー
ト
機
能
｣

P
&
R
南
拠
点
と
な
る

｢森
鴫
外
旧
居
周
辺
｣
に
お
い

て
、
新
た
な
施
策
と
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
実
験
を
行
な
い

ま
し
た
。
P
&
R
の
拠
点
で
あ
り
、
市
街
地
流
入
の
南
の

玄
関
と
し
て
の
役
割
を
も
ち
、
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保

し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う

｢ゲ
ー
ト
機
能
｣
を
設
け
ま
し

た
。ロ

ー
タ
リ
ー
区
間

(
一
方
通
行
)
と
そ
の
前
後
の
観
測

地
点
に
お
い
て
、
実
験
前
と
実
験
中
で
走
行
速
度
を
調
査

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
走
行
速
度
は
実
験
中
で
低
下
し

◆

芻~
◆‐名&お

梨

地点1 地点2 地点3

-→｣ 11月14日 (日) 実験中 ゐ- 11月11日 (木) 実験訓

2

=

実

点

-

　

　

　
　
　

嵩
総

津和野市街地外
P & R ロータリー実施区間

図 4 津和野市街地内外での自動車走行速度



て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
走
行
速
度
の
低
下
は
、
歩

行
者
･
自
転
車
の
安
全
性
向
上
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
、
車

道
縮
小
に
よ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
化

(
一
方
通
行
)
が

｢ゲ
ー

ト
機
能
｣
を
設
け
る
た
め
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た

(図
4
)。

7

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
創
出
さ
れ
た
空
間
活
用

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保
に
よ

り
、
歩
行
者
の
安
全
性
と
快
適
性
が
向
上
し
た
こ
と
は
第

一
回
交
通
社
会
実
験
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
二
回
交
通

社
会
実
験
で
は
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
た
歩
行
空
間
の
有
効
活
用
を
検
討
し
、
地
元
商
工

会
･
商
店
会
･
地
元
有
志
な
ど
が
積
極
的
に

｢オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
｣
｢
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
｣
｢お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
｣
を
展

開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
殿
町
通
り
で
は
、
観
光
客
の
休
息

の
場
と
し
て
｢休
憩
所
｣
を
設
け
ま
し
た
(写
真
5
j
7
)。

観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
観
光
客
の
九
割

は
歩
行
空
間
の
有
効
活
用
に
対
し
て
、
必
要
と
感
じ
て
い

ま
す
。

今
後
、
商
工
会
や
地
元
有
志
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
取
り
組
む
姿
勢
が
、
少
し
で
も
多
く
の
住
民
に
浸
透
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

8

観
光
振
興
施
策
の
結
果

観
光
振
興
施
策
は
、
平
成
一
六
年
四
月
に
立
ち
上
げ
ら

れ
た

｢津
和
野
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
｣
の
協
力

に
よ
り
、
交
通
社
会
実
験
中
の
P
&
R
拠
点
の
観
光
案
内

所
で
観
光
案
内
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
循
環
バ
ス
の

観
光
周
遊
に
役
立
つ
観
光
案
内
チ
ラ
シ
も
作
成
し
ま
し

た
。観

光
客
の
方
の
中
に
は
、
観
光
目
的
地
を
決
め
て
い
な

い
方
が
多
く
、
観
光
案
内
所
で
詳
し
く
説
明
を
受
け
る
光

景
が
目
立
ち
ま
し
た
。
｢観
光
案
内
所
｣
の
必
要
性

･
重

要
性
を
こ
の
交
通
社
会
実
験
で
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た

(写
真
8
)。

穴

将
来
変
通
体
葉
の
裏
現
に
向
け
て

津
和
野
町
で
は
、
二
回
に
わ
た
る
交
通
社
会
実
験
を
実

施
し
、
将
来
交
通
体
系
の
構
築
に
必
要
な

｢パ
ー
ク
&
ラ

イ
ド
｣
｢循
環
バ
ス
の
導
入
｣
｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
｣

と
い
う
具
体
的
施
策
の
試
験
的
実
施
に
よ
る
検
証
を
行
い

ま
し
た
。
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べ
きミ癩
き

1

パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
実
現
に
向
け
て
の
課
題

2

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
現
に
向
け
て
の
課
題
、

七

お
わ
り
に

交
通
社
会
実
験
で
は
、
｢自
動
車
交
通
量
の
減
少
に
よ

る
歩
行
者

･
自
転
車
の
安
全
性
の
向
上
｣
｢観
光
客
周
遊

範
囲
の
拡
大
｣
｢滞
在
時
間
の
拡
大
｣
の
効
果
が
得
ら
れ
、

施
策
の
有
効
性
を
確
認
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

P
&
R
の
課
題
と
し
て
、
自
家
用
車
か
ら
の
乗
換
移
動

手
段
と
し
て
の

｢循
環
バ
ス
｣
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
で

の
採
算
性
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
完
全
民

営
化
事
業
と
し
て
の
実
施
を
目
指
し
た
検
討
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
設
定
さ
れ
た
P
&
R
南
拠
点
･
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
新
た
な
人
の
溜
ま
り
場
と
し
て
、
安
全
で

快
適
な
空
間
を
創
出
す
る
た
め
の
道
路
整
備
な
ど
の
検
討

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

交
通
社
会
実
験
で
は
、
｢自
動
車
交
通
量
の
減
少
に
よ

る
歩
行
者

･
自
転
車
の
安
全
性

･
快
適
性
の
向
上
｣
｢観

光
客
主
体
商
店
の
売
上
げ
増
加
に
よ
る
観
光
振
興
｣
｢道

路
空
間
を
住
民
が
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
｣
の
効
果
が
得
ら
れ
、
施
策
の
有
効
性
を
確
認
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
課
題
と
し
て
、
｢完
全
な
住

民
組
織
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
運
営
に
向
け
た
検
討
｣

｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
定
着
化
の
た
め
の
促
進
｣
が

あ
り
、
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
が
必

要
で
す

(写
真
9
)。

津
和
野
町
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局
の

｢ス
ー
パ
ー
モ

デ
ル
地
区
｣
事
業
に
公
募
し
、
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
｢
ス

ー
パ
ー
モ
デ
ル
地
区
｣
事
業
は
平
成
一
七
年
か
ら
一
九
年

の
三
ヵ
年
事
業
で
あ
り
、
P
&
R
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
今
後
も
こ
の
事
業
を
通
じ
て

実
施
し
て
い
く
事
と
し
て
い
ま
す
。
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